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1本書は、京都市文化市民局が財団法人京都市埋蔵文化財研究所に委託して実施した文化庁国

庫補助事業による平成19年度の京都市内遺跡発掘調査報告である。

調査地・調査期間・調査面積・調査担当者は、下記のとおりである。

I平安宮朝堂院跡・聚楽遺跡（文化財保護課番号06K670)

京都市上京区竹屋町通千本東入主税町1155番

2007年6月6日～2007年6月28日80.13㎡西森正晃

Ⅱ平安宮豊楽院跡・鳳瑞遺跡（文化財保護課番号07K259)

京都市中京区聚楽廻西町80

2007年8月31日～2007年10月5日176㎡西森正晃・内田

Ⅲ平安宮西雅院跡（文化財保護課番号06K677)

京都市上京区日暮通丸太町上る西入西院町747-12他

2007年2月26日～2007年3月17日84㎡布川豊治

Ⅳ平安京左京四条二坊十五町跡・本能寺城跡（文化財保護課番号0

京都市中京区小川通六角下る元本能寺町391-1

2007年8月22日～2007年9月14日100㎡山本雅和

V平安京西寺跡・唐橋遺跡（文化財保護課番号06H624)

京都市南区唐橋西寺町35-12

2007年2月16日～2007年3月2日31.4㎡能芝妙子

Ⅵ法勝寺跡・岡崎遺跡（文化財保護課番号07RO98)

京都市左京区岡崎南御所町10，10－4，9－4，9－6，9－15，9-26

2007年7月9日～2007年7月27日112.5㎡網伸也

Ⅶ中臣遺跡84次調査（文化財保護課番号06N422)

京都市山科区勧修寺西金ケ崎390,391

2006年12月18日～2007年1月17日260㎡西森正晃

Ⅷ妙満寺窯跡（文化財保護課番号07SO56)

京都市左京区岩倉幡枝町743-28,743-29,1215-3,1215-6番地

2007年6月25日～2007年7月27日152㎡上村和直

Ⅸ植物園北遺跡1（文化財保護課番号06S753)

京都市左京区松ヶ崎芝本町4番地1

2007年5月29日～2007年7月2日120㎡山本雅和

2

西森正晃・内田好昭
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柏田有香

吉崎伸

X植物園北遺跡2（文化財保護課番号07S328)

京都市北区上賀茂豊田町26番、39番

2007年11月19日～2007年12月15日183㎡

Ⅲ寺戸大塚古墳

京都市西京区大枝南福西町2丁目

2007年1月22日～2007年3月20日62.9㎡

本書の執筆分担は、下記のとおりである。

I西森正晃

Ⅱ西森正晃

Ⅲ布川豊治

Ⅳ山本雅和

V能芝妙子

Ⅵ網伸也

Ⅶ西森正晃

Ⅷ上村和直

Ⅸ山本雅和

X柏田有香

虹吉崎伸

整理作業および本書の作成には、上記の執筆者のほ）整理作業および本書の作成には、上記の執筆者のほかに以下の者が参加した。

出水みゆき（遺物彩色)、村上勉（遺物復元)、竜子正彦（保存処理）

本書に使用した写真の撮影は、主に村井伸也・幸明綾子が担当し、遺構の一部は現場担当者

が行った。

本書で使用した土壌名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標準土色帖』に

準じた。

測量基準点は、京都市遺跡発掘調査基準点を使用した。調査における測量基準点の設置は宮

原健吾が行った。本書中で使用した方位および座標の数値は、世界測地系平面直角座標系

Ⅵによる。また、標高はT.P.(東京湾平均海面高度）による。

本書で使用した地図は、京都市長の承認を得て同市発行の京都市都市計画基本図

｢二軒茶屋」「幡枝」「植物園」「聚楽第」「吉田」「壬生」「中河原」「梅小路」「勧修寺」「中山」

｢石見」「寺戸」「粟生」「向日町」を調整したものである。

本書の編集は、柏田有香・児玉光世・近藤章子・山口眞が行った。
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版目次図

図版1 平安宮朝堂院跡・聚楽遺跡 遺構 1全景（北から）
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1昌福堂基壇延石（北から）
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3裏込め土断面（南西から）

出士遺物

1調査区全景平安時代（東から）

2調査区全景江戸時代（東から）

1北廊縦断面（溝2西壁）（北東から）

2落込み51北肩と北廊（南東から）

1清暑堂基壇と西階段（南西から）

2西階段（東から）

3西階段延石・踏石（西から）

1西階段断面（北西から）

2西階段断面（南東から）

1清暑堂中央間北廊取り付き部（東から）

2土坑49（北から）

3北廊I期側面瓦貼り付け状況（西から）

1溥敷きと北廊版築状況（西から）

2溥敷きと史跡豊楽殿北廊跡（北から）

3北廊断割断面（南西から）

出土遺物

出土遺物

図版2 平安宮朝堂院跡・聚楽遺跡 遺構

図版3 平安宮朝堂院跡・聚楽遺跡 遺構

図版4 平安宮朝堂院跡・聚楽遺跡 遺構

５
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版
版
図
図

平安宮朝堂院跡・聚楽遺跡

平安宮豊楽院跡・鳳瑞遺跡

遺物

遺構

図版7 平安宮豊楽院跡・鳳瑞遺跡 遺構

図版8 平安宮豊楽院跡・鳳瑞遺跡 遺構

図版9 平安宮豊楽院跡・鳳瑞遺跡 遺構

図版10平安宮豊楽院跡・鳳瑞遺跡 遺構

図版11平安宮豊楽院跡・鳳瑞遺跡 遺構

図版12平安宮豊楽院跡・鳳瑞遺跡

図版13平安宮豊楽院跡・鳳瑞遺跡

遺物

遺物
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遺構 1調査区全景（北から）

2北壁断面（南から）

3流路断ち割り（北西から）

1北壁断面（南東から）

2第1面全景（東から）

1士坑17．98．49．46，溝28（東から）

2溝28（南から）

3土坑6遺物出土状況（西から）

1第2面全景（東から）

2土坑87(南から）

3柱穴109（南から）

4柱穴23（南から）

土坑6．士坑15出土土器、士坑26出土焼瓦・焼土塊

図版14平安宮西雅院跡

図版15平安京左京四条二坊十五町跡・遺構

本能寺城跡

図版16平安京左京四条二坊十五町跡・遺構

本能寺城跡

図版17平安京左京四条二坊十五町跡・遺構

本能寺城跡

図版18平安京左京四条二坊十五町跡・遺物

本能寺城跡

図版19平安京西寺跡・唐橋遺跡 遺構 1調査区全景（北から）

2柱穴2（東から）

3拡張部東壁（北西から）

出土遺物

1調査区全景（南西から）

2SD9(北から）

瓦類

土器類

1調査区全景（西から）

2落込み6断面（北から）

1調査地（南東から）

2第1面全景（南から）

1落込全景（北から）

2調査区北壁断面（南東から）

土器類1

土器類2

1瓦類

2窯壁類

1全景（北から）

2竪穴住居10（東から）

図版20平安京西寺跡・唐橋遺跡

図版21法勝寺跡・岡崎遺跡

遺物

遺構

遺物

遺物

遺構

法勝寺跡・岡崎遺跡

法勝寺跡・岡崎遺跡

中臣遺跡84次調査
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版
版
版

図
図
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遺構図版25妙満寺窯跡

遺構図版26妙満寺窯跡

遺物

遺物

遺物

妙満寺窯跡

妙満寺窯跡

妙満寺窯跡

７
８
９

２
２
２

版
版
版

図
図
図

遺構図版30植物園北遺跡1
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図版31植物園北遺跡1 遺構 1竪穴住居20（北北西から）

2竪穴住居25（東から）

3士坑23（北から）

4溝38．溝39（東から）

1竪穴住居30（北から）

2竪穴住居30炭化材検出状況（北から）

3竪穴住居30北西側壁溝（北東から）

竪穴住居30．包含層出土土器

1調査区全景（北から）

2建物1（北から）

1建物2（北から）

2礫敷15（東から）

3拡張区全景（南から）

1士坑30出土土器

2遺物包含層出土土器

11トレンチ断面（南から）

24トレンチ断面（北から）

32トレンチ葺石及び断面の状況（南西から）

15トレンチ南東断面（西から）

25トレンチくびれ部基底石検出状況(南西から）

36トレンチ断面（西から）

図版32植物園北遺跡1 遺構

図版33植物園北遺跡1

図版34植物園北遺跡2

遺物

遺構

図版35植物園北遺跡2 遺構

図版36植物園北遺跡2 遺物

図版37寺戸大塚古墳 遺構

図版38寺戸大塚古墳 遺構
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I平安宮朝堂院跡・聚楽遺跡

1．調査経過

(1)調査経過

今回の調査は、民家の新築工事に伴う発掘調査で、平成19年度の国庫補助事業である。調査地

は、京都市上京区竹屋町通千本東入主税町1155番に位置し、古墳時代の集落跡である聚楽遺跡と

平安宮朝堂院昌福堂跡に相当する。昌福堂は朝堂十二堂中、東第一堂であり、太政大臣・左大
l）

臣・右大臣の座とされる。朝堂院の復元図では、調査地は昌福堂の北西部にあたることから、関

連する遺構の検出が予想された。

調査地は掘削前の状況が典型的な町屋であったことから、敷地南側には坪庭が存在した。また

中程には深さ3mの防空壕と考えられる地下室も存在し、地山まで達していた。地下室は遺構の

有無を確認したあと排土の置き場とした。

調査では、浅いところでは地表下0.5mで地山であるにぶい黄褐色粘質土や暗褐色砂礫を確認し
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図2調査区配置図（1：200）
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た。この黄褐色粘質士は「聚楽土」と呼ばれ、

壁土に適した土であることから、近世以降、土

取りが行われており、今回の調査でも士取りの

穴を多数検出した。また、古墳時代、江戸時代

の遺構も検出したが、当初設定した調査区では

平安時代の遺構は確認できなかった。そのため

敷地の北端までサブトレンチを設けた。このト

レンチで凝灰岩の切石を検出したため（図5）、

さらにこの部分を東西に拡張した。検出した切

石は昌福堂の北端にあたる壇上積基壇の延石と

考えられた。確認できたのは、合計4石分、東

西約3mにわたる。昌福堂の遺構を検出したの

は今回の調査が初めてであることから、広報発

表を行った。調査区が狭少なため、一般の現地

説明会はできなかったが、平成19年6月21日に

地元を対象にした説明会を実施した。

また、作業途中に西端の延石に亀裂が見つか

ったため、エポキシ樹脂によって接合し修復し

た（図6）。

なお、京都市文化財保護課の指導により、昌

福堂基壇は現地保存となったことから、埋め戻

しの際は延石、盛土の周囲を土襄で保護し、延石には不織布を掛けたうえで真砂土で埋め戻した

(図7．8）。下水管の埋設も、既存の管路を踏襲することで、新たな破壊を行わないよう配慮し

ていただけることとなった。

（2）位置と環境

平安宮朝堂院は、宮の中央南部を占有している。長岡京からの遷都後、内裏に続いて建設が急

がれ、延暦十五年（796）正月には桓武天皇が大極殿において元日の朝賀を受け、翌年に朝堂院で

射礼を行っていることから、延暦十五年中には完成していたと考えられる。

朝堂院は儀式（朝議）や政務（朝政）を行う場所であり、官司ごとに座るべき場所（朝座）が

定められていた。朝堂院は八省院とも呼ばれ、官人たちが政務を行う場所として認識されていた

ことがわかる。しかし、平安京では宮内に官衙の整備がすすみ、大極殿を含む朝堂院は儀礼的な

面が強くなったと考えられる。
2）

調査地が該当する昌福堂は、東一殿とも呼ばれ、前述したように太政大臣・右大臣・左大臣の
3）

座とされる。また、朝堂院で行われる仏教儀式の一つである御斎会では布施堂として使用されて

－2－



4）

いた。朝堂院は二度火災で焼失した後再建されたが、治承元年（1177）の火災（太郎焼亡）で大

極殿と共に全焼し、以後再建されなかったとされている。

調査地周辺は鎌倉時代後半以降、内野と呼ばれ荒れ野となり、室町時代には度々戦場となった。

当地が再び注目されるのは、豊臣秀吉によって聚楽第が築かれて以降である。江戸時代には、調

査地を含む一帯は京都所司代の屋敷が存在していた。

図3調査前全景（北から） 図4作業風景

－－－=~隣

一筆一蕊

率､紅包蕊

卑全一 夢¥
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図5凝灰岩検出状況（南から） 図6凝灰岩修復作業

,窪

図8埋め戻し状況（南西から）図7埋め戻し状況（西から）

n
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2 遣 構

（1）基本層序と遺構の概要（図9、表1）

基本層序は上から現代盛土が約20～30cm、近世整地層が約20cm、以下部分的に粗砂を含むにぶ

い黄褐色粘質土、暗褐色砂礫が堆積している。その下に聚楽土と呼ばれるにぶい黄褐色粘質土、

黒褐色粘質土、黄褐色粘質土と続く。一部、昌福堂基壇の盛土が現代盛土直下まで残存していた。

建物に伴う柱の痕跡は見出せなかった。遺構は地山である粗砂を含むにぶい黄褐色粘質土、聚楽

士と呼ばれるにぶい黄褐色粘質土の面で検出している。また、当初設定した調査区の北半で、礫

を多く含む固く締まった層が認められ、昌福堂北端部まで分布することから、基壇盛土の一部と

判断した。

その他、確認した主な遺構は、古墳時代の土坑、江戸時代の瓦溜、土取穴、溝などがある。昌

福堂関連の遺構を除けば、大半が江戸時代の遺構である。

（2）古墳時代の遺構（図9，図版1）

土坑45調査区南半で検出した土壌である。西側は調査区外であるため、全容は不明である。

当初、遺構の平面形状から竪穴住居の可能性を考えて掘削を開始したが、底が不整形であり、壁

溝の痕跡も確認できなかったことから、土壌と判断した。遺物は布留式期の高杯が出土している。

土坑64調査区南端で検出した。東側は調査区外であるため、全容は不明である。平面形は楕

円形で深さは約40cmある。遺物は土師器細片が出土している。

（3）平安時代の遺構

昌福堂基壇（図10、図版1～4）北拡張区で検出した。確認したのは、壇上積基壇の一部であ

る延石と内側の基壇盛土、裏込め士、地積石掘形、地覆石抜き取り痕、延石外側の整地層、化粧

土である。基壇は現状保存することとなったため、延石内側にはサブトレンチを設けて、断面観

察を行った。

延石は全て凝灰岩で、1石の長さ約100cm、幅34～38cm、厚さ11～21伽で4石分確認した。凝

灰岩は黒色の砂粒を含むもので、二上山産と推測される。東端の延石は､下水管敷設の際に一部

表1遺構概要表

時代 遺構 備考

古墳時代 土坑45．64

平安時代 昌福堂某嬉 朝堂院昌福堂の基壇北縁

江戸時代 瓦溜16．20，溝17

－4－
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1現代盛土

210YR3/2黒褐色砂質土（近世整地層）
310YR2/2黒褐色砂質土

410YR3/2黒褐色粘質土、瓦片多量に含む

（昌福堂廃絶時埋土）

57．5YR3/2黒褐色砂質土、土師器細片・瓦片

・の3～5cmの礫中量、炭化物少量含む（化粧土）
67．5YR3/2黒褐色粘質土（整地層）

710YR3/3暗褐色砂質土、凝灰岩小片・中片多量に
含む（地覆石抜き取り痕）

810YR3/4暗褐色砂質土、凝灰岩小片多量に含む
（地覆石掘形）

910YR2/2黒褐色砂質土、凝灰岩小片中量含む

（延石掘形または嵩上げ土）
lO10YR4/3にぷい黄褐色砂質土（延石掘形）
l110YR4/6褐色粘質土、非常に固く締まる、凝灰岩
小片中量含む（裏込め土）

l210YR3/4暗褐色砂質土、固く締まる（基埴礁十）

l310YR3/4暗褐色砂礫、固く締まる、暗褐色砂質土
ブロック状に含む（基埴祷十）

1410YR3/3暗褐色砂質土、固く締まる（基埴盛-t）
1510YR4/2にぶい黄褐色粘質土（地山）

1610YR2/2黒褐色粘質土（地山）

1710YR4/3にぷい黄褐色粘質土、2cm以下の礫中量含む
（地山）

図10北拡張区実測図（1：40）
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破壊されていたが、元位置を保っていた。西端の延石は東西の軸線からわずかにふれているため、

元位置から少し動いている可能性がある。延石は厚みに違いがあるため、据え方がそれぞれに違

い、地山を掘り込んで据えているもの、ほぼ地山に据え置くもの、石の下に嵩上げのための士を

入れているものがある。地覆石を乗せることを目的に、上面を揃えたと考えられる。実際に延石

の南端は約10cmの幅で風化が進んでおらず、地覆石を乗せていた痕跡と見られる。異なる厚みの

凝灰岩を使用していることは、別の場所から転用した可能性を示している。また断面観察では、

東端の延石の裏面端部が凸状を呈していることを確認している。延石や地覆石には組み合わせる

ために切り込みや溝を入れる例が多くあることから、これも転用を示す根拠と考えられる。

某壇礁十（層12．13）は、固く締まっており、地山の上に厚さ約10cmを一単位として積み上げ
5）

られている。基壇の盛土の例は平安宮では豊楽殿にある。豊楽殿の基壇盛土は、版築によって築

造されており、盛土の単位が0.5～2.0cmと非常に薄い。今回確認した盛土は約10cmと非常に厚く、

かなり粗い版築といえる。

裏込め士（層11）は聚楽土と呼ばれる褐色粘質土で構成されている。基壇建物は盛土を行い、

建物を建てた後に基壇の外装を行うことから、外装を行うまで間が存在する。そのため、仮の外

装として層11が入れられた可能性がある。また、基壇を作り替えたと仮定するならば、以前の延

石掘形とも考えることができる。しかし、固く締まった褐色粘質土で構成されていることから、

裏込め土と判断した。

地覆石掘形（層8)、地覆石抜き取り痕（層7）は、凝灰岩の破片を多量に含んでいることで判

断した。地覆石掘形と抜き取り痕の土はよく似ていたが、上層に含まれる凝灰岩の破片が大きく

目立ったことから、抜き取った痕跡と考えた。裏込め土、地覆石掘形に凝灰岩片が含まれるのは、

現場で調整を加えながら据え付けていたことを表している。

延石外側の土層（層6）は、地山を掘り込んで形成されている。この層は、遺物をほとんど含

まないため、成立年代は不明であるが、延石を据えた後に埋めもどされていることを確認してい

る。礫もほとんど含まず、土も締まっていることから、基壇構築に伴う整地層と考えられる。
6）

化粧土（層5）は、微量の炭化物とともに礫、瓦片を含んでいる。過去に行われた調査で東第

三堂承光堂と朝堂院東回廊との間に玉石敷きの空間が確認されており、同様の空間を想定したが、

確認した面積も狭く、断定はできない。また、炭化物も含まれていることから、火災後の整地眉

の可能性も残しておきたい。なお、この層には、土師器の細片も含まれており、9世紀後半から

10世紀初頭の年代が与えられる。これは、基壇を作り替えている可能性を示唆するが、断面観察

では、明確な作り替えの痕跡は確認できなかった。ただし、基壇外装は凝灰岩で形成されており、

凝灰岩は加工しやすい分、浸食も進みやすい。また、建物とは独立していることから、修築も容

易であると考えられる。延石は本来大部分が地中に埋まっていることから、浸食の度合いも少な

いため、今回確認した延石も創建当初のものが残っていると考えられる。

なお、先述した立会調査で調査区北側道路の南端にて底が礫敷きの東西方向の溝が検出されて

おり、昌福堂北縁の雨落ち溝と考えられる。

－7－



（4）江戸時代の遺構（図9，図版1）

瓦溜16瓦の廃棄土壌である。西肩の一部しか確認できないため全容は不明であるが、南北3

m以上の大きさである。埋士には少量の国産施釉陶器、瓦とともに、大量の平安時代の瓦が含ま

れていた。

瓦溜20瓦の廃棄土壌である。確認できた大きさは東西約2.2m、南北約1.7mである。埋士に

大量の平安時代の瓦が含まれていた。遺物の出土状況、遺構の形状なども瓦溜16と類似している

ことから、一連の作業で2つの瓦溜が作られたと考えられる。

溝17調査区ほぼ中央で検出した東西方向の溝である。水が流れた形跡はなかった。東西とも

調査区外に続いている。確認した長さは約4m、幅約1rn、深さ約0.8mである。溝の断面形は深

いU字型であり、丁寧に作られていることから、土地を区画する溝と考えられる。

遣 物3

遺物は整理箱にして16箱出土した。古墳時代、平安時代、江戸時代の遺物であるが、大半は江

戸時代の瓦溜から出土した平安時代の瓦である。土器類は少量である。また、延石を覆う埋土か

らは緑釉瓦の出土も目立つ。

（1）瓦類（図11～14、図版5）

平安時代の瓦は前期から後期の瓦が出土しているが、中期のものが最も多い。

軒丸瓦（1）蓮華文軒丸瓦である。磨耗が進んでいるが、中房は平坦で蓮子は不明である。子

葉は盛り上がり、間弁を有する。調整は不明である。胎土は粗い砂粒を少量含む。瓦溜16出土。

軒平瓦（2～8）2は、唐草文軒平瓦である。文様は周縁と珠文、わずかに界線が確認できる

のみである。瓦当部成形は、平瓦凸面に顎部粘土を貼り付け。側面はケズリ。平瓦部凹面は細か

い布目痕、凸面は縄タタキ後ケズリ。胎土は砂粒を微量含む。上ノ庄田瓦窯産か。平安時代中期。

表2遺物概要表

※コンテナ箱数の合計は、整理後、Aランクの遺物を抽出したため、出土時より1箱多くなっている。

－8－

時代 内容
コンテナ

箱数
Aランク点数

Bランク

箱数
Cランク

箱数

古墳時代 土師器 土師器1点

平安時代 土師器・須恵器・瓦
須恵器1点、土師器2点、

瓦類25点

江戸時代
焼締陶器・輸入磁器・瓦・石製
ロ
叩

石製品1点

合計 17箱 30点（1箱） 3箱 14箱
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図11軒丸瓦・軒平瓦拓影・実測図(1:4)

3は、唐草文軒平瓦であるが、文様は周縁と珠文しか残存していない。瓦当部成形は不明。瓦

当部凹面、側面はケズリ。胎土は砂粒を少量含む。平安時代前期から中期。

4は、均整唐草文軒平瓦である。中心飾りは対向C字形と思われる。曲線顎。瓦当部片のみで
7）

あるため、成形、調整は不明。胎土は少量の砂粒含む。深草寺跡で類似の製品が採集されている。

奥海印寺瓦窯産。平安時代中期。

5は、均整唐草文軒平瓦である。文様はほとんど巻きのない幅広の小葉を配する。外区には粗

い珠文が巡る。瓦当部成形は不明。瓦当部凹面ナデ、顎部裏面ケズリか。平瓦部凹面布目。胎土
8）

は砂粒を少量含む。平安宮内裏内郭回廊で同箔瓦が出土している。また、「オカイラの森」小野瓦
9）

窯跡でも同様の瓦が採集されている。平安時代中期。

6は、均整唐草文軒平瓦である。主葉は複線で連続し、大きく反転する。支葉は巻き込む。外

区には小粒の珠文が巡る。曲線顎。瓦当部凹面ナデ、顎部凸面ナデ、平瓦部凹面布目。胎士はや
10）

や粗い砂粒含む。河上瓦窯跡で同箔瓦が採集されている。平安時代中期。

7は、小型の唐草文軒平瓦と思われる。瓦当部成形は平瓦部凸面に顎部粘土貼り付け。平瓦部

凹面の粗い布目は瓦当部凹面まで続く。顎部裏面オサエ。平瓦部凸面縄タタキ。胎土は砂粒を多

量に含む。地方産か。平安時代後期。

8は、緑釉軒平瓦の平瓦部である。平瓦部凸面、側面に緑釉。凹面は粗い布目。瓦当部は平瓦

凸面に顎部粘土を貼り付けたと考えられる。胎土は粗い砂粒を多量に含み、焼成も悪い。平安時

代中期か。

2～6は江戸時代の瓦溜16から、7は攪乱23から、8は包含層から出土している。

－9－
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図12丸瓦拓影・実測図(1:4)

丸瓦（9～14）9～11は平安時代前期の大型緑釉丸瓦である。凹面は布目。9･10は糸切り

痕が明瞭に残る。10の糸切り痕は途中で方向が変化している。9･10とも緑釉の発色は良い。11

は、凸面に縄タタキがわずかに残る。緑釉の発色は悪い。胎土は全て砂粒を少量含んでおり、焼

成はやや軟質である。

13は九州系の丸瓦である。凹面粗い布目、凸面は丁寧なヨコナデ。側面はケズリ。九州系の瓦

は凸面に斜格子状のタタキが施されていることが多いが、平行斜線文のタタキである。凸面中程

には「未」字のタタキが見られる。また、成形台から半裁する際に刃物の引き上げ痕と割り放し

の痕跡が側面に見られるのも九州系瓦の特徴である。胎土は長石を多く含んでいる。平安時代中

期。
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図13平瓦拓影・実測図(1:4)

14は小型の丸瓦である。凹面はやや粗い布目で、継ぎ目がある。凸面縄タタキ後ヨコナデ。玉

縁部はナデ、側面ナデ。

9．12は延石直上の埋土から、10･11･14は瓦溜16から、13は包含層から出土している。

平瓦（15～21)15は凹面やや粗い布目、凸面縄タタキ。凸面には指の跡がいくつか見られる。

側面はケズリ。16は凹面は布目、糸切り痕が明瞭に残る。凸面は縄タタキで離れ砂が付着してい

る。側面ケズリ。今回の調査では15．16の平瓦が最も多く出士している。15．16とも胎土には少

量の砂粒を含むも綴密である。

17は凹面に糸切り痕が明瞭に残。凸面は斜格子状のタタキ・側面はケズリ。胎土はほとんど砂

を含まず、焼成も良好である。18は凹面は細かい布目、凸面は粗い斜め縄タタキ。胎土は砂粒を

ほとんど含まず、焼成も良好である。19は、地覆石抜き取り痕から出土した平瓦である。凹面は

-11-



やや粗い布目、凸面は斜格子文

のタタキ、側面はケズリ。胎土

は極細砂粒を少量含んでいる。

焼成はやや軟質である。平安時

代中期の瓦と考えられる。

20は、凹面細かい布目で糸切

り痕が明瞭に残る。凸面縄タタ

キ。胎土は粗い砂粒を少量含む。

21は、凹面細かい布目凸面は

粗い斜格子文タタキである。側

面はケズリ。胎土には粗い長石

粒を多く含む。九州系瓦か。平

安時代中期。

15．16．21は包含層から、

17は延石裏込め土から、18は瓦

溜16から、20は延石外側の化粧

土から出土している。

記号瓦（22）22は平瓦で凹

面布目、凸面はへうケズリ。胎

土は砂粒をほとんど含んでいな

い。凹面にへうで「＋」と記さ

1か
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図14記号瓦・鬼瓦・面戸瓦・埠拓影・実測図（1：4）

れている。包含層から出土した。

鬼瓦（23）23は鬼瓦で、脚部の左珠文帯である。鬼瓦（23）23は鬼瓦で、脚部の左珠文帯である。唐草文がわずかに残る。側面はハケ目とケ

ズリ、裏面はナデ。胎土は砂粒を少量含むが徴密。平安時代前期。瓦溜16から出土。

面戸瓦（24）24は面戸瓦である。焼成後の丸瓦を打ち欠いている。現場で調整しながら成形

したものと考えられる。凹面には粗い布目、凸面には平行斜線文のタタキ後、ケズリ。凹面右端

は面取りがされている。側面には刃物の引き上げ痕と割り放しの痕跡が見られ、胎土には長石粒

が多量に確認できることから九州系瓦である。瓦溜16から出土している。

埠（25）25は型作りの噂である。片面と側面の一部に平坦な面が残っている。型に沿って粘

土を詰め、その中に粘土塊を入れている。表面、側面ともにヘラケズリ。延石直上の埋土から出

土している。

（2）土器類（図15）

26は古墳時代の土坑45から出土した布留式期の高杯である。脚部外面ケズリ。27は平安時代前

期の須恵器甕口縁部である。瓦溜16から出土した。
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28．29は土師器皿の細片であ

所
る°延石外側の化粧土内に礫、

瓦片とともに含まれており、昌
JI11

福堂の変遷を探るうえで重要な26

資料となる。それぞれ小破片の

ために口径は復元できないが、

口縁部が外上方に湾曲しながら立ち上がり、：

て
＝マ

ー
ー

28

臺夛
29

10cm

一

n守

竺I

0

図15土器実測図（1：4）

口縁部が外上方に湾曲しながら立ち上がり、端部は肥厚し、

上がる。9世紀後半から10世紀初頭に比定できるものである。

上方に立ち

（3）石製品（図16）

30は火打ち石である。包含層から出土した。石材はチャートで角は磨

耗し、稜部分に擦痕が多数認められる。長辺4.0cm，短辺3.4cmである。

江戸時代のものと考える。

30

図16石製品

4°まとめ

今回の調査では、初めて平安宮朝堂院昌福堂の遺構を確認できた。確認したのは壇上積基壇の

最下部を構成する延石、裏込め土、地覆石掘形、地覆石抜き取

り痕、基壇盛土、整地層、化粧土である。延石は全て凝灰岩で

ある。延石は厚みが個々に違い、上面を揃えるために地山を掘

り込んで据えるもの、延石の下に土を入れるもの、ほぼ地山に

据え置くものとがある。延石の厚みが違うことは、別の場所

(長岡宮か）から転用しているものと考える。

朝堂十二堂の内、基壇を確認したのは延禄堂、修式堂、承光

堂、明礼堂、暉章堂に次いで6堂目であるが（図17)、発掘調査

で確認したのは今回が初めてである。

ここでは、今回の調査で判明したことと、今後の課題につい

て述べる。

蒼
龍
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虎
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回
簡
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□
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国
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睡
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凪
章
喜
門

宣
政
門

睡
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国科

（1）昌福堂の規模

11）

これまでの調査成果から、朝堂院の復元案も示されているが、

陽明文庫本『宮城図」（図18）が示す昌福堂の建物規模を表す数

値は柱間の数であって、具体的な数値はわからなかった。

これまでの調査で、朝堂院十二堂の建物の内、基壇の北縁を

確認しているのは、東西方向の西第五堂修式堂北縁、南北方向

会昌門

E N

●：遺構検出地点

図17朝堂院遺構検出位置図
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の東第三堂承光堂北縁の2箇所である（図17)。しかし、

『宮城図』に延禄堂・修式堂・暉章堂・明礼堂の北縁が一

直線上にそろって表現されていることから、修式堂の延

長線上に位置する東第四堂明礼堂北縁の位置が推定でき

る。また、『宮城図』には南北方向の堂の間が四丈との記

載があることから、承光堂の北縁と明礼堂の北縁から四

丈分を引くことによって承光堂の南北'幅がわかる。さら

に、承光堂と同じ九間とされる東第二堂含章堂の北縁も

推定できる。同様の手順で、昌福堂の基壇が南北十丈九
12）

尺（約33m)であることがわかった。昌福堂の北縁を確

認できたことによって、西第一堂である延休堂の北縁も

確定できる。また、『宮城図』には、昌福堂北縁より、龍

尾壇に至るまでが七丈三尺との記載があることから、龍

尾壇のより正確な位置を推定できる。

七間の建物である昌福堂の規模は南北十丈九尺（約33図181場明文庫本『宮城図』し|日｣vﾉ建物とのつ目掘呈vﾉ祝俣V生|判斗L~｢メノL（（ポｿ。。

に描かれた昌福堂（陽明文庫所蔵）
m)とした。ここに一つの疑問が生ずる。昌福堂の南に

位置し、九間の建物と記載される含章堂、承光堂は、計算上では南北が十二丈九尺（約39m)と

なる。各堂とも基壇端から建物までの控えが同じであるとすれば、柱間の距離に違いが見られる

のである。つまり、昌福堂の建物の柱間が広くなる可能性が高くなる。ここで注目したいのが、

前期難波宮朝堂院と、平城宮第二次朝堂院地区の下層遺構である。前期難波宮では、東西第一

堂・第二堂の梁行が他の堂より一間分長い。また、平城宮では、東西の第一堂のみ四面庇の建物

であり、庇がない他の堂と違いが見られる。つまり、朝堂院の建物の中でも第一堂の建物には明

確な区別が存在していたのである。

昌福堂の柱間が広いとするならば、東西第一堂のみ建物に違いがある可能性も指摘できる。し

かし、平安宮へと続く長岡宮、後期難波宮、平城宮第二次朝堂院地区上層遺構では、第一堂と他

の諸堂とに柱間と建物構造に違いは見られない。また、今回の調査で建築部材を転用しているこ

とが明らかになっており、凝灰岩とともに建物部材も転用していると考えられる。

これまでに平安宮朝堂院の調査で建物の痕跡は見つかっていない。さらに基壇の長辺の両側を

発掘調査で確認できていないことから、推測の域を出ない。今後の調査の検討課題としたい。

（2）緑釉瓦について

今回の調査では、緑釉瓦が多量に出土した。最も多く出土した場所は延石の直上の埋土である。

破片の点数でみると149点中22点が緑釉瓦であった。瓦は大量で重量があるために、離れた場所

に廃棄することは少ないと考えられることから、使用していた場所は近辺に求められる。総瓦葺

きであった朝堂院内の調査では、大量の瓦の廃棄士坑が確認されている。では、昌福堂に緑釉瓦
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が使用されていたのだろうか。

現在、緑釉瓦が朝堂院内で確実に使用されていると判断されているのは、大極殿のみである。

大極殿周辺が最も緑釉瓦の出土量が多いことが明確に示している。1979年に、丸太町通から南に
13）

街路一筋ずつのガス管埋設に伴う立会調査が行われている。それによると、調査区の前面道路の

瓦溜には緑釉瓦が多量に含まれているが、二筋目以南で検出した瓦溜には緑釉瓦の出土例は報告

されていない。以上のことを踏まえると、今回出土した緑釉瓦は大極殿で使用された瓦であると

判断される。

（3）基壇の構築順序について

断面観察から、昌福堂基壇の構築順序を考えると、l.基壇の盛土。2．延石裏込め。3．延

石を据えるために地山の掘り込みや土を入れて嵩上げ等を行う。4．延石を据える。5．地積石

掘形。6．延石外側整地層となる。延石の裏込め士は固く締まった褐色粘質土である。裏込め土

と地覆石掘形には凝灰岩片が多数含まれ、現地で調整しながら延石、地覆石を据えていることが

わかる。また、延石を据えた後に外側の地山を掘り込んで整地し、さらに礫を含んだ化粧土を入

れている。今回の調査からは、基壇を作り替えた明確な痕跡は確認できなかったが、延石外側に

9世紀後半から10世紀初頭の土器を含んだ土で化粧していることから、同時に作り替えが行われ

た可能性は十分考えられる。

（4）昌福堂の廃絶年代について

延石より上部は存在しなかったが、地覆石の抜き取りの痕跡は確認できた。抜き取り痕からは

瓦が出土しているが小破片であるために、詳しい年代は不明であるが平安時代中期の瓦と考えて

いる。しかし、延石と地覆石抜き取り痕を覆う埋士には瓦が多量に含まれており、平安時代前期

と中期の瓦しか出土していない。後期の瓦は認められなかった。このことは重要な意味をもって

いると思われる。

では、文献で昌福堂の消長を見てみたい。大極殿を含む朝堂院は、平安宮内で最も重要な建物

であり、国家の中枢であることから、内裏に次いで建設が急がれた施設である。前述したように
14）

延暦十五年（796）正月には、大極殿において桓武天皇が朝賀を受け、翌延暦十六年（797）に朝
15）

堂院にて射礼を行っていることから同年中には完成していたと思われる。昌福堂が文献に初めて
16）

見えるのは朝堂院東一殿と記される大同三年（808）であろう。また、昌福堂は宮廷儀式を記した
17）

『貞観儀式』にその名が見え、天皇即位の儀式の際などに使用されていたことがわかり、西面に三

箇所の階段があり、西面に土庇があったことも記されている。その後、貞観十八年（876）に朝堂
18）

院が火災を受けるが、昌福堂は焼け残ったと思われる。

また、正月に朝堂院で行われた御斎会では昌福堂は重要な役割を果たしている。御斎会では昌
19）

福堂は布施堂として使用されていた。また、雨天の際は布施堂は大極殿の後殿である小安殿が使
20）

用されたとある。平安時代中期以降の昌福堂関連の記載は、ほとんどが御斎会に関わるものであ
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る。11世紀前半に記された『北山抄』においても御斎会にて布施堂は昌福堂であるとの記載があ
21）

る。

しかし、12世紀初頭に記された御斎会の記事では、雨天の記載がないにも関わらず、小安殿が
22）

布施堂として使用されている。12世紀後半に描かれたとされる『年中行事絵巻』巻七「御斎会」

においても、昌福堂は描かれていない。12世紀の御斎会に昌福堂が使用されない理由は不明であ

るが、理由として考えられることは、昌福堂が既に廃絶していた可能性が挙げられる。『北山抄』

に書かれていても、建物は既に廃絶していることも考えられるが、長元七年（1034）に大風で東
23）

三堂承光堂、東第六堂康楽堂が倒壊した際、諸国に割り当てて修繕が命ぜられていることから、

11世紀前半には昌福堂も維持管理されていたと考えてよい。

その後、朝堂院は天喜六年（1058）に火災で焼失する。この火災で大極殿を始め、朝堂院は残
24）

すところ応天門と左右の楼閣のみであるとされるものである。

これは先述したように、昌福堂延石の直上埋土から後期の瓦が出土していないことに当てはま

る。また、出土した瓦には二次焼成熱を受けて変色しているものも多く見られた。つまり、延暦

十六年以降、朝堂院第一堂として存在した昌福堂は天喜六年（1058）をもって廃絶した可能性が

高い。その後大極殿や回廊などは再建され、治承元年（1177）の太郎焼亡まで存続するが、朝堂

院十二堂は再建されなかったと考えられる。

今回の調査では、これまでの調査成果と合わせ朝堂院十二堂の建物配置、規模がより明確にな

ったといえるが、今後の検討課題も多い。市街地化している京都の調査では、調査面積は狭く点

と点を繋ぐものである。そのためにも詳細な調査と記録が必要であることを痛感する。

なお、遺構は京都市文化財保護課の指導と地権者の御理解によって現地保存できることとなっ

た。また、今回の調査では多くの方のご指導を受けた。末筆ながら併せて謝意を示したい。

註

1） 辻純一「朝堂院の復原」『平安宮I』京都市埋蔵文化財研究所調査報告第13冊財団法人京都市埋

蔵文化財研究所1995年

『日本後紀』大同三年十月廿二日条

『貞観儀式』巻九朝堂儀条『延喜式』巻一八式部上朝堂座条

『延喜式』巻三八掃部寮御斎会条、『貞観儀式』巻五正月八日講最勝王経儀

鈴木久男「平安宮豊楽院（1）」『平安宮跡発掘調査概報昭和63年度』京都市文化観光局1989年

『平安宮・平安京跡ガス管工事に伴う立会調査』財団法人京都市埋蔵文化財研究所1979年

『木村捷三郎収集瓦図録』財団法人京都市埋蔵文化財研究所1996年

｢平安宮内裏内郭回廊推定地の調査」『平安博物館研究紀要』第3輯1971年

註7に同じ

註7に同じ
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12）

13）

14）

15）

16）

17）

18）

(約註6の調査で朝堂院東第四堂明礼堂の東西縁の延石を確認しており、基壇の東西幅は五丈八尺

18m)であることが判明している。

註6参照

『類聚国史』巻七一延暦一五年正月条

『日本後記』延暦十六年正月十七日条

『日本後紀』大同三年十月廿二日条

『貞観儀式』巻五天皇即位儀式条

『三代実録』貞観十八年四月十日条

この夜'2時頃、大極殿、小安殿、蒼龍・白虎楼、延休堂及び北門、北．東．西面の回廊百余間

けて、火は数日消えなかったとある。

『延喜式』巻三八掃部寮御斎会条、『貞観儀式』巻五正月八日講最勝王経儀

『西宮記』恒例第一正月御斎会．勘物

『北山抄』巻第一年中要抄上正月御斎会終事

『江家次第』巻第三正月丙御斎会

『左経記』長元七年八月条

『定家記』天喜六年二月廿六日条

北・東・西面の回廊百余間が焼

19）

20）

21）

22）

23）

24）
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Ⅱ平安宮豊楽院跡・鳳瑞遺跡

1．調査経過

今回の調査は、京都市中京区聚楽廻西町80番地に所在した建物が解体され更地になったことを

機に、対象地南側に史跡平安宮豊楽殿跡が存在することから、遺跡の確認を目的として行った発

掘調査である。調査地は、平安宮豊楽院清暑堂と豐楽殿北廊（以下北廊）跡に相当する。1987年
1）

の豊楽殿跡の調査で、北廊は豊楽殿北面中央階段を壊して造られていることがわかり、豊楽殿創

建当初には存在していなかったことが明らかになっている。今回の調査では、清暑堂と北廊の取

り付き部分を明らかにすることを主眼の一つとした。また、古墳時代から奈良時代の集落跡であ

る鳳瑞遺跡の範囲内でもある。なお、対象地は調査前から道路路面よりも数十cm盛り上がった状

態が観察できたことから、遺構が良好に残存していることが予想された。

調査区は、清暑堂南縁と北廊の残存状況と取り付き部分を確認することを目的に、最大東西幅

約23m、南北幅約11mのL字形に設定した。面積は約176㎡である。始めに重機で遺構面まで掘

削を行い、浅いところでは地表下約5cm、深いところは約40cmで江戸時代と平安時代の遺構を確

認できたため、人力掘削に切り替えて調査を行った。調査の結果、江戸時代の土取穴で一部削平

を受けていたが、清暑堂南面西階段の凝灰岩、壇上積基壇南縁の凝灰岩抜取溝、北廊の基壇盛土、
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雨水受けと考えられる溥敷きなどを確認した。都市化が進む平安宮跡において、遺構の残存状況

が良好であることから、広報発表を行い、平成19年9月22日に現地説明会を開催（参加者約400

名）し成果の公表に努めた。

これらの遺構は京都市文化財保護課の指導により、保存することとなった。写真撮影・測量な

どの記録作業を行った後、北廊基壇盛土の堆積状況の確認などを行うため、3箇所に断割を入れ、

土層の観察・記録作業を行った。北廊基壇盛土は版築による堆積が一部に観察できたことから、

ポリウレタン系接着剤による断面の剥ぎ取りを行った（図23)。また、凝灰岩の一部には風化によ

る剥離が見られたため、シアノアクリレート系接着剤と硬化促進剤によって接着を行った（図24)。

埋め戻しの際は、壁面と断面は土襄で覆い、凝灰岩と溥には不織布を敷いて砂襄で覆った。また、

呼司患戴
．.こ＝

図22作業風景図21調査前全景（西から）
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図23士層剥ぎ取り状況

図25埋め戻し状況（東から）

態一

癖

窪

図24凝灰岩修復作業

図26埋め戻し状況（東から）

清暑堂と北廊の基壇盛土が残存している場所は真砂士で覆って保護して埋め戻しを行い（図25

26)、全ての調査を終了した。

2．位置と環境

（1）位置と歴史的環境

平安宮は京都盆地の中でも、最も高燥な場所に立地している。船岡山から延びる台地の先端で

あり、数十万年前に堆積した地層で構成されている。また、数万年間河川の影響を受けておらず、
2）

洪水の心配がない最も地盤の安定している場所でもあった。
3）

古代都城の中でも、豊楽院は平安宮特有のもので天子の宴会の場とされ、朝堂院の西側に造営

された。ここで行われた儀式には正月元日の節会、七日白馬の節会、十六日踏歌の節会、十七日

大射の節会、十一月新嘗祭・大嘗祭の際の豊明節会などがある。清暑堂は、豊楽殿後房、後堂、

豊楽殿小安殿とも呼ばれ、平安時代前期には豊楽殿に天皇が出御する際の控えの場として使用さ

れていた。中期以降、儀式の整備が進むにつれ、多用な機能を持つようになり、大嘗祭の巳の日

には天皇は清暑堂に出御し、夜通し神楽が行われている（清暑堂御神楽)。北廊は清暑堂神楽の際
4）

には公卿の座が設けられたとされる。
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豐楽院の完成については判然としない。延暦十八年（799）に渤海使を臨見した白馬の節会の際
5）

に、豊楽院が未だ完成していないため大極殿前に仮殿を造ったとある。豐楽院が使用された事が
6）

初めて文献に現れるのは平城天皇の大嘗會、大同三年（808）であるから、この年までには完成し
7）

ていたことがわかる。その後、大嘗會を除く儀式は内裏などで行われるようになり、康平六年
8）

(1063）の大火により焼失、その後再建されることはなかった。豊楽院を含む平安宮域は鎌倉時

代後半以降、内野と呼ばれ荒れ野となり、室町時代には度々戦場となった。今回の調査区でも中

世の遺構は存在せず、生活の痕跡は見受けられなかった。周辺一帯の土地利用が再開されるのは

豊臣秀吉によって聚楽第が築かれて以降である。当地では江戸時代に至り、土取のために穴が掘

られ、その後京都所司代関連の建物の一角として近世を迎えたものと見られる。

（2）周辺の調査

豊楽院は、朝堂院が建物配置や規模が明らかになってきていることと比べれば、不明な点が多

い。調査地周辺ではこれまでに発掘調査・試掘調査・立会調査が実施されている。大半の調査報

告は当研究所から刊行された『平安宮I』に掲載されているため、ここでは、今回の調査に関連

する主な調査成果のみを取り扱うこととする。

発掘調査で初めて豊楽院跡を確認したのは古く、1928年のことである。丸太町通の市電敷設工

事に伴う緊急発掘調査で、建物基壇化粧と考えられる凝灰岩列を2箇所確認している。当時は資
9）

料が少なく、豊楽院に関連した凝灰岩であるとの認識はあったが、殿舎の特定はできなかった。

しかし、後年当時の地籍図から、基壇跡は不老門南東角延石・地覆石と清暑堂北縁延石と推定さ
10）

れている。また、1976年には豊楽殿の基壇ならびに礎石根固め跡を確認し、豊楽殿の遺構が良好
11）

に依存していることが明らかとなった。この調査を踏まえ、1987年に豐楽殿跡で実施された発掘

調査（図20）では、豐楽殿北西部の基壇盛土と凝灰岩切石を用いた壇上積基壇、礎石根固めを5
12）

箇所、豊楽殿に取り付く北廊部分などが確認された。北廊は豐楽殿北面中央階段を壊して造られ

ており、豊楽殿創建当初に存在しなかったことがわかった。1976年の調査成果と照らし合わせる

と、豊楽殿の建物規模は桁行9間、梁行4間で、柱間寸法は身舎桁行1間15尺、梁行1問14尺、

庇の出が13尺、基壇端から建物までの控えは11尺であることがわかった。また、豊楽院の中軸線

を割り出すことが可能となり、豊楽院の規模もほぼ明らかとなった。1988年には豊楽殿の北に位

置する渭暑堂跡の発掘調査（図20）が実施され、後世にかなりの削平を受けていたものの、わず
13）

かに基壇版築土層と礎石の根固め跡を確認している。
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3 遣 構

（1）基本層序と遺構の概要（図27、表3）

当調査地は、調査前の状況が周辺道路よりも盛り上がっており、調査地南側では、厚さ数cmの

現代整地層を剥ぐと北廊基壇盛土が残存していた箇所もある。基本層位は、調査区全体に5～50

cmの現代整地層がある。調査地北側の清暑堂基壇盛土が残存している場所では、現代整地層は10

~30cmである。以下一部に近世整地層が存在するが、GI←20～40cmで基壇盛土最下層である黒褐

色粘質士があり、GI_/35～50cmで聚楽土と呼ばれる黄褐色粘質士の地山である。調査地南側では、

北廊盛土下層に西から東へ開析谷が存在し、南肩は調査区外に広がっている。

遺構は平安時代以前、平安時代、江戸時代の大きく3時期があるが、中世の遺構が見られない

のは、周辺の調査結果と同様である。

（2）平安時代以前の遺構

落込み51（図28、図版7－2）調査区南側、北廊の下層で確認した。平安京造営以前から存在

した旧地形の谷である。調査区北側では黄褐色粘質土の地山を確認しており、西から東に開析す

る。江戸時代の溝、土取穴の壁から北肩は確認できたが、南肩は確認できなかった。しかし南側

で行われた豊楽殿跡の調査では確認されていないことから、南側に接する道路（旧丸太町通）下

に南肩が位置するものと思われる。平安時代の遺構の保存が決定したことから、底は確認できな

かったが、掘削した最も深い場所で約1.8mであった。幅は6m以上あるものと思われる。埋土か

らは遺物がほとんど出土していないが、断面観察から自然堆積ではなく、全て人為的な埋士であ

り、豐楽院造営の際に埋め立てられて整地されたと考えられる。この周辺から古墳時代後期の須

恵器が数点出土していることから、この頃にはすでに存在していたと考えられる。

（3）平安時代の遺構（図28、図版6－1）

調査地が豊楽院の一部として活用されていた時期である。

調査の結果、清暑堂と北廊の遺構が江戸時代の土取穴に破壊されているものの、遣存している

ことを確認した。清暑堂の遺構としては、基壇盛土、壇上積基壇南縁の凝灰岩抜き取り溝である

表3遺構概要表

時代 遺構 備考

平安時代以前 落込み51 谷状地形

平安時代
基壇盛土、階段、凝灰岩列、噂敷き、

溝21,柱穴47,溝48、土坑49．50
豊楽院清暑堂、北廊に伴う遺構

江戸時代
柵1，溝2，士坑1．7．15．17

士坑24．25．31．32など
柵1，溝2は京都所司代組屋敷

に関連する遺構の可能性あり
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10YR2/3黒褐色粘質土、心5cm程度の礫少量含む

10YR4/4褐色粘質土、凝灰岩片・の3～5cmの礫中量含む
10YR5/4にぶい黄褐色砂礫、の1～3cmの礫多量に混じる、凝灰岩片少量含む
10YR4/4褐色粘質土、凝灰岩片中量含む
2.5Y3/1黒褐色粘質土、黄褐色粘質土を帯状に含む
10YR2/3黒褐色粘質土

10YR4/2灰黄褐色シルト、黄褐色シルトをブロック状に少量含む
10YR5/4にぶい黄褐色シルト

10YR3/1黒褐色粘質土、非常に固く締まる

10YR3/4暗褐色シルト、黄褐色シルトブロック状に中量含む
10YR4/3にぶい黄褐色粘質土、の3～5cmの礫中量含む
10YR3/3暗褐色シルト

10YR2/1黒色シルト、の5cm程度の礫微量に含む

10YR2/2黒褐色シルト

2.5Y2/1黒色シルト～10YR3/1黒褐色シルト、黄褐色シルトをブロック状に少量含む
10YR3/2黒褐色シルト質粗砂
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’北廊盛土
｛創建直前整地層

清暑堂基壇盛土

’落込み51(客土）

図29落込み51．北廊・清暑堂断面模式図（1：40）

溝21と南面西階段を確認した。北廊の遺構としては、基壇盛土、雨水受けと考える博敷きを確認

した。

1）清暑堂（図27～32．44、図版6～10）

基壇盛土地山である黄褐色粘質土の上に固く締まった黒褐色粘質土を確認した。残存してい

る厚さは最大で約30clnである。盛土は1988年の調査で確認されているように版築で造成されてい

ると考えられるが、確認できた盛土は1層のみである。遺物や凝灰岩片は出土していない。溝21

の外側には広がらないことから、基壇盛土と判断したが、地山の一部が残っていた可能性も考え

られる。

南面西階段（図30．31、図版8．9）凝灰岩の延石と階段1段目である踏石を確認した。延

石、踏石ともに地山を掘り込んで据えられている。延石は長さ92cm以上、幅35～37cm、厚さが18

~20cmで、合計5石確認した。踏石は長さ95cm、幅40cm、厚さ31cmで、1石分残っており、延石

と組み合わさった状態で検出した。組み合わせの部分には切り欠きが設けられている。延石と踏

石の平面に残る組み合わせ部分は風化が進んでいない。踏石には2段目の踏石を積む際の基準と

するために線状の切り込みが認められる。踏石の蹴上げ高は27cIIl、踏面は33clllである。踏石の小
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口には調整時に使用した工具の痕跡が明瞭

に見られる。

階段の規模は、現存する凝灰岩やその抜

き取り穴（溝）から推測して、東西5.2m、

張り出し1.5mである。階段幅は豊楽殿と

同じである。なお、基壇本体と西階段部分

の盛土が一連であることから、両者は同一

工程で構築されたことがわかる。

また、延石と踏石には同じ凝灰岩でも色

調に違いが見られ、延石には松脂石と呼ばO 20Cml-IﾉH｣wー ノエv、ノ､J，ノLJ、一ノ剣し､x4＝'1斗v､一Yd,'1今月'二I'Hー !'丁.Vつ、
iliii

れる黒色のガラスを多量に含有している

図30凝灰岩小口工具痕跡拓影（1：5）
が、踏石には全く見られず、綺麗な白色を

呈している。ほとんどが地中に埋まる延石と露出する踏石で意識的に違いを持たせていることも

考えられよう。

溝21（図31、図版8－1）南面西階段の一部と壇上積基壇の化粧である凝灰岩を抜き取った痕

である。確認した長さは約8.5m、深さ約0.4mで、埋土には抜き取る際に割れた大小様々な凝灰

岩片を含んでいる。中には、四面に加工痕が残る切石も存在する。出土した遺物は細片が多いが
14）

土師器白色土器須恵器灰釉陶器などがある。京都I期新～Ⅳ期中段階までの遺物が含まれ、

9世紀前半から11世紀中葉に比定することができる。これは、ほぼ豊楽院の存続期間と一致する。

土坑49（図版10-2)清暑堂南面中央における北廊との接続部基壇の凝灰岩抜き取り痕である。

江戸時代の土取穴と溝2に削平されているが、長さ0.6m以上、深さ0.3m以上ある。埋士には多

量の凝灰岩片を含んでいる。西階段南端と延石掘形の底の高さが同じであることから、抜き取り

痕と判断した。

土坑50（図31）南縁基壇の凝灰岩抜き取り痕である。掘削は行っていないが、長さは1.2m以

上あり、断面観察から深さは約0.25mある。溝21の北端の延長線上に位置し、底部の高さも同じ

である。埋士に凝灰岩片が多量に含まれていることが確認できたことから、抜き取り痕であると

判断した。詳細な年代は不明であるが、溝21とは時期差があると考えられる。北廊の構築と関わ

ることであるので、詳細は後述する。

柱穴47（図32）江戸時代の溝2の底部で検出した柱穴である。上部は削平されている。掘形

は一辺約0.9mの隅丸方形を呈し、深さは最も道存する東端で約0.6mある。柱痕跡は直径約0.3m

の円形を呈する。遺物は出土しなかったが、形状と土層の重複関係から、平安時代前期のものと

考える。清暑堂が造営される前の仮殿の掘立柱建物の柱穴の可能性もあるが、想定する清暑堂の

柱筋と一致しない。清暑堂造営に伴う足場作業用の柱穴の可能性も考えられる。
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踏石

10YR5/3にぶい黄褐色砂質土、白色砂粒極めて多量に含む

（北廊Ⅲ期化粧土）

lOYR4/3にぶい黄褐色砂質土、瓦片・土師器片少量に含む、

土師器細片中量含む（北廊Ⅲ期整地屑）
10YR3/4暗褐色粘質土、瓦片・土器片中量含む（北廊Ⅲ期整地ﾙ1)

10YR4/3にぶい黄褐色砂質土、凝灰岩小片少量に含む、瓦片少量

含む（創建時整地層）

10YR3/2黒褐色粘質土、黄褐色シルトをブロック状に多量に含む

（延石掘形）

lOYR3/2黒褐色シルト、凝灰岩片をブロックで含む（踏石裏込め）

lOYR4/2灰黄褐色粘質士（踏石掘形）

lOYR3/2黒褐色シルト（延石裏込め）

10YR5/4にぶい黄褐色粘質土、黄褐色シルトをブロヅク状に少量

含む（延石根固め）

10YR5/6黄褐色粘質土（地山）

1

110YR7/4にぶい黄榿色粘質土、黒褐色粘質土を帯状に含む、

凝灰岩片を少量含む（近世遺構）

210YR2/2黒褐色粘質土、土師器片・凝灰岩片を少量含む

（江戸柱穴）

310YR5/3にぶい黄褐色砂質土、白色砂粒極めて多量に含む

（北廊Ⅲ期化粧土）

410YR4/3にぶい黄褐色砂質土、瓦片,土師器片少量に含む

（北廊Ⅲ期整地層）

510YR3/4暗褐色粘質土、瓦片,土師器小片中量含む

（北廊Ⅲ期整地層）

610YR3/3暗褐色粘質土、瓦片,土師器片中量含む

（北廊Ⅲ期盛土）

710YR6/6明黄褐色シルト、黒褐色粘質土をブロック状に

微量に含む（北廊Ⅱ期盛土）
810YR4/3にぶい黄褐色砂質土、凝灰岩小片少量に含む、

瓦片少量含む（創建時整地層）
910YR5/4にぶい黄褐色粘質土、凝灰岩片極めて多量に含む、
黒褐色粘質土ブロック状に含む（延石掘形）

1(）l0YR4/4褐色粘質土、黒褐色粘質土をブロック状に少量

含む（延石根固め）

lllOYR3/2黒褐色シルト（延石裏込め）

l210YR5/6黄褐色粘質土（地山）

２

３
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戸
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CC
〕

H=42.9m

llOYR3/4暗褐色砂質土、凝灰岩,瓦片多量含む（溝21）
210YR3/2黒褐色シルト、黄褐色砂泥をブロック状に少量含む（漁
310YR3/l黒褐色粘質士、凝灰岩,瓦片中量含む（清暑堂基壇盛土）

410YR5/6黄褐色粘質土（地山）

(凝灰岩掘形）

2m0
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図31西階段・溝21実測図(1:50)
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2）北廊（図27～29．33～35．44、図版7－1．10．11）

北廊の基壇盛土は良好に遣存していた。北廊の構築順序と年代決定のための遺物採取を目的と

して、調査区南端に断割を行った。その結果、遺物は瓦片、凝灰岩片を確認した。具体的な年代

を表す遺物は含んでいなかったが、断面観察により、北廊には2度にわたる作り替えが行われた

ことを確認した。以下、順にI期．Ⅱ期.Ⅲ期として記述する。

北廊｜期（図33．34）

基壇盛土北廊創建当初の基壇である。西端を確認した。東端は調査区外であるが、豊楽院の

中軸線が明らかになっていることから、幅は約6.4mの1間分であろう。高さは約0.6mである。

長さは清暑堂推定南縁から、豊楽殿北縁までの間で約30mある。

断面観察から判明した構築順序は、まず、厚さ約0.1～0.3mの凝灰岩片を多量に含む層と全く

含まない層との互層で蒲鉾状に土を盛り上げて、次に縁辺部に黒褐色粘質士を加えることによっ

て、断面の形状は台形を呈する。盛土は土を盛り上げただけであり、版築で築かれてはいない。

基壇外装台形状の盛土側面に丸瓦と平瓦を交互に貼り付けている。さらに褐色粘質土で瓦を

覆っている。凝灰岩の基壇化粧石は確認できなかった。盛土の外側には瓦が堆積していた。雨水

受けの可能性もあるが、敷き方に規則性は見られないことから、屋根から落ちた瓦とも考えられ

る。

基壇外装は、先述した土坑49壁面まで続いており、北廊I期の基壇化粧と判断した。しかし、

卿
18．82

H=42.5m
－

減型
01m
ト声声声声一弓

110YR3/1黒褐色粘質土、黄褐色粘質土を
ブロック状に中量含む

210YR5/6黄褐色粘質土、黒褐色粘質土を
ブロック状に少量含む

310YR4/3にぶい黄褐色粘質士、黄褐色粘
質土をブロック状に中量含む

図32柱穴47実測図（1：40）

基壇の外装とするには貧弱な構造である。凝灰岩

の痕跡はなかったが、北廊を拡幅する際に抜き取

ったことも考えられ、凝灰岩化粧を施す前の仮化

粧だけが残っている可能性もある。

北廊II期（図33．35、図版11)

基壇盛土1間幅の単廊である北廊I期を拡幅

している。西端を確認した。西端は、清暑堂南面

西階段の東端に接していることから、幅は約12m

と考えられる。拡幅した基壇盛土は、断面図では

不明瞭であるが、版築で築かれていることを確認

している。版築の単位は約5～20cmとやや粗い。

黄褐色粘質士と黒褐色粘質土を交互に積み重ねて

いる。土層剥ぎ取りを行ったのはⅡ期の基壇礁十

である。凝灰岩の基壇化粧石の痕跡は見られない。

噂敷き基壇盛土西端に沿って博が敷かれてい

る。博の大きさは一辺約25cm四方で厚さ約6mあ

る。溥は掘り込まれた溝の底に敷かれていたので

はなく、盛土の端に据えられており、わずかに外
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図34北廊I期側面実測図（1：40）

側に傾けている。溥敷きには修復の跡が見られ、

割れた溥の代わりに瓦を敷いているものも見受

けられる。溥の表面は風化が進んでおり、溥敷

きは北廊Ⅱ期の雨水受けと考えられる。

北廊を拡幅したこの時期には、清暑堂の北廊

I期取り付き部から西階段東端までの基壇化粧

は不要となることから、この時期に凝灰岩を抜

き取ったもの（土坑49．50）と考えられる。

北廊lll期（図33．35）

基壇盛土Ⅱ期の博敷きを埋め、さらに清暑

堂西階段の一部を壊して構築されている。西端

を確認した。幅は約13.4mと考えられる。盛土

に明確な段差は見受けられなかった。凝灰岩の

基壇化粧の痕跡は見られない。この時期には、

西階段の一部を埋めていることから、東西両階

段の役割は果たしていなかったと思われる。

化粧土基壇盛土の外側には白砂が敷いてあ

り、北廊周辺には白化粧が施されていた可能性

が高い。

白砂の化粧土を掘り下げた際に出土した遺物

は、京都Ⅱ期新～Ⅲ期中の古段階の遺物が含ま

れることから、北廊Ⅱ期の成立年代は9世紀後葉～10世紀前葉以前、北廊Ⅲ期の成立年代は10世

紀中葉と考えられる。

溝48（図33）北廊盛土上面に掘られた溝である。幅は約0.2～0.4m、深さ約0.15～0.2m、確

認した長さは約8mである。埋土はほぼ瓦のみで占められている。瓦には九州系の特徴を持った

ものも確認している。この溝はほぼ1間の幅に相当する場所にあり、何らかの区画を表す溝であ

る可能性がある。

整地層清暑堂の基壇前には整地層と考えられる層を一部で確認している。削平され、ほとん

ど残っていなかったが、北廊Ⅲ期の化粧土である白砂を覆っている。この層から出土した遺物に

は京都Ⅲ期新～Ⅳ期古段階の遺物が含まれており、10世紀後葉の年代が与えられる。

（4）江戸時代の遺構（図36、図版6－2）

豐楽院廃絶後に当地の土地利用が再開される時期である。遺構はほとんどが聚楽土と呼ばれる

黄褐色粘質土の採取を目的とした土取穴である。また、柵、溝も確認している。

土取穴群黄褐色粘質土が堆積する調査区北側にある遺構はほとんどが土取穴である。どの土
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110YR4/3にぶい黄褐色粘質士、瓦片・土師器片多量に含む

北廊Ⅲ期化粧土210YR5/3にぶい黄褐色砂質土、白色砂粒極めて多量に含む

Ⅷ"…層{#臘蕊職鯛陶職瀧鴛W…含”
北廊Ⅲ期盛土610YR4/3にぶい黄褐色粘質土

北廊Ⅱ期盛土{IlW:耀離註卜
溝埋土910YR2/3黒褐色シルト、の3～5cmの礫中量含む

北廊Ⅱ期盛土{冊:淵蕊蕊懸4卜撫譲灘謹謡ﾛｯｸ状に含む
創建直航整地Iw{}珊淵蕊職鮮蕊雛鰐目鮒鰯謡搬撫耀§む
催M淵繍溌獣燦蠕職議？
1610YR2/1黒色シルト

薄込み51喀士)1慨撒鰯聴司倣,詞上面に鉄分付着
1910YR5/6黄褐色シルト、黒褐色シルトをブロック状に少量含む

2010YR2/1黒色シルト

'|2110YR1.7/1黒色シルト

図35北廊西側断面図(1:40)

坑も壁面はオーバーハング気味に挾られており、礫を多く含む層に至って掘削を止めている。い

ずれも隣の士取穴と接するものが多く、埋土は単層であることから、一連の作業で土取が行われ

たことを表している。17世紀中葉～後葉の遺物が出土している。

土取穴群の分布は、黄褐色粘質土の分布に左右されるものだが、今回の調査地内では、ほぼ渭

暑堂基壇内に限られる。基壇外側では、厚く瓦の堆積が見られることから、意識的に避けて基壇

の内側を掘削していることがわかる。

土坑32楕円形の士坑であり、南端は調査区外に延びている。東西幅約1.3m，深さ約0.15mで

ある。埋土から大小2つの口径に分かれる土師器皿が10枚まとまって出土しており、地鎮遺構と

考えられる。京都皿古～中段階の土師器皿であり、17世紀末後葉から18世紀初頭の年代が与えら

れる。

柵1南北方向の柵である。約8m分の長さを確認したが、さらに調査区外に延びていくと思

われる。各柱穴の平面形は円形を呈しており、規模は直径約0.5～0.6m，深さは約0.6mある。柱

間は約1.5mである。遺物はほとんどが平安時代のものであるが、わずかに国産磁器片が出土した。

溝2南北方向の溝である。一連の土取穴群を掘り込んでいる。幅は約2～2.5m、深さ約0.8

~1.0mである。遺物は平安時代のものが最も多く、江戸時代の遺物はわずかではあるが、国産施

釉陶器や桟瓦が出土している。遺構の埋没年代は、出土した遺物から19世紀前半である。繰り返

し掘り返された痕跡が見られることから、長く維持管理されていたものと思われる。

江戸時代には当地は京都所司代組屋敷の一部であり、検出した柵1と溝2は同じ南北方向に軸
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図36遺構平面図江戸時代（1：150）

を持つことから、屋敷地の西限を示すものと考えられる。しかし、南側の豊楽殿の調査では溝2

の続きは確認されていないことから、さらなる検討が必要である。

遣 物4

（1）遺物の概要

遺物は整理箱にして38箱出土した。古墳時代、平安時代、江戸時代の遺物であるが、平安時代

の遺構は保存することとなり、掘削を限定したことから、出土した遺物の大半は江戸時代の土取

穴から出土した平安時代の瓦である。南側の豊楽殿は緑釉瓦が葺かれていたとされているが、今

回の調査では緑釉瓦は数点しか出土していない。遺物には凝灰岩片も多量に含まれる。

平安時代の遺物からは、宮域という特殊な環境のため、壷と甕などの貯蔵具類、及び煮炊具類

はほとんど見られず、土師器皿を中心とする供膳形態の土器がほとんどである。白色土器の出土

も目立つ。

細片がほとんどであるが、清暑堂と北廊の変遷を考えるうえで貴重な資料である。
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（2）土器類

1）平安時代の土器（図37、図版12）

化粧土出土土器土師器が出土している。ほとんどが細片であり、図示できるものは少ない。

1～7は全て土師器皿である。外面底部をオサエ、口縁部から内面を横ナデとナデで仕上げてい

る。器壁は薄く、口縁部はナデにより外反している。京都Ⅱ期新～Ⅲ期中段階に属する。9世紀

後葉～10世紀前葉の年代が与えられる。

1は口縁部のナデによる外反がややゆるく、器高も2.0cmを超えることから、Ⅱ期新段階に属す

るものである。2．3は体部の開きがさらに広がり、器高も低くなる。4～7は口縁部の外反が

さらに強まり、器壁は非常に薄く作られている。Ⅲ期古～中段階に属する。

整地層出土土器土師器、白色土器、緑釉陶器、灰釉陶器、須恵器が出土している。土師器皿

がほとんどであり、緑釉陶器、灰釉陶器、須恵器は数点で、全て椀である。白色土器は細片であ

るが、皿と思われる。整地層のため、細片が多く図示できるものは少ない。土師器皿は、外面底

部をオサエ、口縁部から内面を横ナデとナデを施す。

8．9は器壁も薄く、口縁部の外反が目立ち、端部を上方に小さくつまみ上げている。10は器

壁も薄いが、器高が高く、杯の可能性もある。8～10はⅢ期新段階に属する。11～13は器壁がや

や厚くなり、器高がさらに低くなる。口径は11が10.0cm、12は10.5cm、13は11.4cmである。器高

は11～13ともに0.7cmである。Ⅳ期古段階に属する。14は緑釉陶器椀である。内面、外面ともに

ヘラミガキ、口縁部横ナデを施す。胎士は撤密、色調は灰黄色、焼成は良好である。9世紀後葉

と考える。

溝21出土土器清署堂基壇凝灰岩抜き取り溝である溝21から出土した土器である。土師器、白

色土器、灰釉陶器、須恵器が出土しているが、凝灰岩片がほとんどである。白色土器がやや目立

つ。9世紀～11世紀中葉までの遺物が含まれており、1063年に焼亡する豊楽院の存続期間にほぼ

相当する状況を表す。

時代

平安時代以前

平安時代

江戸時代

合計

表4遺物概要表

内容
コンテナ

箱数

須恵器

土師器、須恵器、黒色土器、

緑釉陶器、灰釉陶器、白色土

器、瓦、鴎尾、噂、凝灰岩

土師器、焼締陶器、施釉陶器、

磁器、染付、石製品、瓦

47箱

Aランク点数

土師器15点、緑釉陶器1点、

白色土器6点、軒丸瓦7点、

軒平瓦6点、丸瓦1点、平瓦

1点、鴫尾1点、博2点

土師器4点、施釉陶器1点、

磁器1点、染付1点

47点（5箱）

Bランク

箱数

5箱

※コンテナ箱数の合計は、整理後、遺物を抽出したため、出土時より9箱多くなっている。
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Cランク

箱数

37箱
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図37平安時代の土器実測図（1：4）

15は土師器皿である。外面底部をオサエ、口縁部から内面を横ナデとナデを施す。器壁は非常

に薄く、口縁部はナデにより外反している。口径は10.8cm。Ⅲ期新～Ⅳ期古段階に属する。

16～21は白色土器皿である。いずれも磨滅が進み、調整が不明瞭のものが多い。16は高台が付

くが、削り出したか貼り付けたかは不明。底径は6.6cm｡17は削り出し高台である。底径は6.8cm。

16．17とも胎土は徹密、焼成は良好である。18は貼り付け高台か。底径は6.6cm・体部は横ナデ

を施す。胎土には砂粒を少量含む。焼成は良好。16～18はⅢ期古～中段階に属する。19は高台が

付くが、貼り付けか削り出しか不明。底径は7.0cm・胎士には少量の砂粒を含む。焼成は良好。20

は削り出し高台で、底径は7.0cm・胎土は徹密で焼成は良好である。19．20はⅢ期中～Ⅲ期新に

属する。21は平高台で底径5.0cm、回転糸切り痕が残る。Ⅳ期古～中段階に属する。

2）江戸時代の土器（図38）

土坑32出土土器江戸時代の土坑から出土した土師器Ⅲの一群である。口径によって大小2群

に分かれ、大が2枚、小が8枚出土している。いずれもほぼ完形である。Ⅲ期古～中段階に属す

る。

22．23とも外面オサエ、内面オサエ後ナデを施す。口径は22が5.6cm、23は5.8cm、器高は22が

1.0cm、23は1.2cmである。色調はにぶい黄榿色で土坑32

こ二臥’百副ある｡24.25は外面底部から体部にかけてｵｻｴ、

ミコヨら，雪口縁部には横ﾅデ､内面底部はｵｻｴを施す｡ロ
その他の遺構 径はいずれも10.2cm、器高は24が1.9cm、25は2.2

乱ノ
一.-一－－

cmである。

その他の出土土器26は遺構検出中に出土した。

肥前系磁器の椀である。低火度で焼成したと思わ

鍵
一一匡一26

肥前系磁器の椀である。低火度で焼成したと思わ

織暴熟れ､釉薬の発色が悪い｡胎土はややにぶい黄榿色跡乙1”

ﾄr型”密■蕊瀞窯灘
図38江戸時代の土器実測図（1：4）

体部下半に二重圏線が巡る。外面には、一つは梅

－34－

二

』

＝



鉢を3つ、一つは二重圏線の中に絵が描かれているようであるが、不明。もう一つは「廣口大門

口□□・・・」とある。高台内面には「平戸泊三河内山より」の銘がある。江戸時代前期に属す

るものと思われる。

27は京・信楽焼系施釉陶器の椀である。胎土はにぶい榿色で、内面から外面口縁部まで白濁釉、

外面口縁部から体部下半まで透明釉を施す。文様は外面口縁部に松文。19世紀前半。28は肥前系

磁器の染付椀の蓋である。外面のつまみに二重圏線、体部には菊文、内面口縁部には四方樺文、

天井部内面には、二重圏線の内側に松竹梅繁が施される。18世紀後葉に属する。27．28は溝2か

ら出土した。

（3）瓦類

瓦は軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、鴎尾、溥、緑釉瓦が出土している。平安時代前期から中期

の瓦が出土しているが、前期の瓦が多い。緑釉瓦は少ない。瓦類は重く、廃棄後は近場に穴を掘

り、埋めることが多いことから、今回出土した瓦のほとんどが清暑堂、または北廊で使用されて

いたものと思われる。

軒丸瓦（図39、図版12．13）29は複弁八葉蓮華文である。凹凸が激しい。弁子が極端に大き

く、一見すれば単弁に見える。輪郭線が僅かに残ることから複弁であることがわかる。瓦当部成

形は接合技法。瓦当部側面横ケズリ、裏面ナデ、丸瓦部布目をナデ消し。胎士は砂粒、小石を含

むが密。焼成は良好である。西賀茂角社瓦窯産で、NS156と同箔瓦である。平安時代前期。

30は単弁十四葉蓮華文である。瓦当部成形は接合技法である。瓦当部側面ヨコケズリ、裏面タ

テケズリ。胎土は砂粒を含む。焼成は良好。西賀茂瓦窯産。平安時代前期。

31は複弁八葉蓮華文である。蓮弁は輪郭線で囲む。瓦当部成形は一本造。瓦当部側面上半ナデ、

下半横ケズリ、裏面から丸瓦部凹面には布目痕。胎土は砂粒含むが密。焼成はやや軟。栗栖野瓦

窯産か。NS110と同箔瓦である。平安時代中期。

32は単弁十六葉蓮華文である。中房に「官」の銘が入る。萢型がかなり摩耗している。瓦頭部

成形は接合技法。瓦当部側面、裏面ケズリ。胎土は砂粒、小石を含む。焼成は軟・西賀茂角社瓦

窯産。NS109と同箔瓦である。平安時代前期。

33は単弁十葉蓮華文である。蓮子は1＋5と思われるが摩耗が進みわかりにくい。瓦当部成形

は接合技法。瓦当部側面、裏面はオサエ。胎土は砂粒を含む。焼成はやや軟。平安時代中期か。

34は緑釉単弁八葉蓮華文である。緑釉は瓦当部側面までかかる。瓦当部成形は不明。瓦当部側

面ナデ、裏面オサエ。胎士は砂粒を含み空隙が目立つ。焼成やや軟。栗栖野瓦窯産。平安時代前

期。同箔瓦は緑釉軒丸瓦の中で最も数が多い。

35は単弁蓮華文である。瓦当部成形は一本造。瓦当部裏面に布目痕。胎土は砂粒をほとんど含

まず密。焼成はやや軟。平安時代中期。

29．30．32は士坑1から、31は土坑17から、33は包含層、34は北廊盛土から、35は整地層か

ら出土している。
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軒平瓦（図40、図版13）36は均整唐草文である。中心飾りは上向きC字形が左右に分離し、

中に3葉を上にした対葉花文である。瓦当部成形は一体造である。瓦当部凹面、顎部凸面横ケズ

リ、側面ナデ、裏面ナデ、平瓦部凹面布目痕、凸面縄タタキ。瓦当部凸面、裏面にかけて朱が付

着している。胎土は5nm程度のチャートを含むが織密。焼成は良好である。西賀茂瓦窯産で

NS202Bと同箔瓦である。平安時代前期。

37は均整唐草文である。中心飾りは上向きC字形が左右に分離し、中に3葉を上にした対葉花

文である。瓦当部成形は一体造である。瓦当部凹面横ケズリ、顎部凸面横ナデ、平瓦部凹面布目

後ケズリ、凸面縄タタキ後ナデ。胎土は砂粒をほとんど含まず繊密。焼成も良好である。36と

NS202Bと同箔瓦であり西賀茂瓦窯産。平安時代前期。

38は唐草文である。唐草文は両端から中心に向かう。瓦当部凹面から平瓦部凹面布目痕、顎部

凸面横ケズリ、裏面縦ケズリ、平瓦部凸面オサエ。顎部凸面から裏面にかけてケズリが施されて

■■■■■■■■■■■■■■■■
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いない場所にはオサエ。胎士は小石を含むが徹

密。焼成も良好。平安時代中期。

39は唐草文である。瓦当部成形は不明。顎部

凸面、裏面ケズリ。胎土は砂粒、小石含む。焼

成はやや軟。平安時代中期。

40は唐草文である。瓦当部成形は半折曲技法

である。瓦当部凹面から平瓦部凹面にかけて布

目痕、顎部凸面から裏面にかけてナデ。胎土は

砂粒含み、空隙が多い。焼成はやや軟。平安時

代中期。

41は唐草文である。瓦当部成形は不明。顎部

凸面から裏面にかけてナデ。胎土は砂粒、小石

を含む。焼成はやや軟。池田瓦窯産か。平安時

代中期。

36．37は土坑33から出土した。38．39は土

坑2から、40は土坑1から、41は包含層から出

糖
’

：4,
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簿
？
〃

I弓
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43

o 10cnl

岸一

図41丸瓦・平瓦拓影・実測図（1：4）

土した。

丸瓦・平瓦（図41）溝48から出土した。斜格子の叩きを持つ瓦の一群である。

42は平瓦である。凹面布目痕、凸面斜格子タタキ。胎土は砂粒をほとんど含まない。焼成はや

や軟。43は丸瓦である。凸面に斜格子タタキ、凹面布目痕、側面には刃物引き上げ痕、割放しの

痕跡が残る。胎土は砂粒含むが密。焼成は良好。これらの瓦は桶巻作りの瓦群であり、九州系の

瓦であるならば、平安京に搬入されるのは10世紀中頃以降である。

鵤尾（図42、図版13）44は鴎尾の胴部右側面である。成形は粘土塊積み上げである。縦帯は

突帯、内郭には珠文貼り付けであるが、剥がれている。珠文の貼り付けた跡には型によって外周

を押し込んだ跡が見られる。胎土は砂粒、小石を含むが
＝要.-賃壷

溌 攝
、
$ た鴎尾の可能性が高い。

博（図43）45は縦25.5cm、横の残存長25.2cm、厚さ

6.1cmで形状は正方形であろう。風化が進み、表面の剥離

05cmが目立つ。土坑25から出土している。46は縦40.3cm、横岸F…

の残存長25.9cm、厚さの残存長5.9cmである。形状は長方

図42鴎尾拓影・実測図（1：4）形である。溝21から出土した。
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5．まとめ

今回の調査では、清暑堂と北廊の遺構を確認し、変遷についても明らかにすることができた。

ここでは、調査で明らかになったことを踏まえて、考えをまとめてみたい。

（1）清暑堂の立地

清暑堂の基壇南縁を確認でき、豊楽殿北縁から約28m離れていることが明らかとなった。清暑

堂が豐楽殿後堂、後房、小安殿と称されることは文献に記されている。この名称が示す通り、大

極殿と小安殿の関係と同じく、清暑堂は豐楽殿と対になり、天皇の控えの場としての役割を果た

している。他の都城でも見られる正殿と後殿の関係に当たる。小安殿までは天皇は輿に乗るが、
15）

小安殿から大極殿へは布を敷いて歩くことから考えても、正殿と後殿の距離は近い方が良いと思

われ、平安宮以前の都城でも、正殿と後殿の距離は15m以下である。平安宮大極殿と小安殿間の

距離も約12mと推定されている。豊楽殿と清暑堂の間だけが、倍以上の約28mと距離がある。

原因の一つとして考えられるのが、北廊の下層から検出した谷状地形の落込み51である。落込

み51の埋土は、確認した深さ約1.8mまで自然堆積層は確認できず、下層には一度に埋め戻された

と考えられる層が堆積し、上層には整地の跡が見られる。このような大規模な地業は平安宮造営

に伴うものと考えられ、豊楽院創建直前まで、落込み51は存在していたと考えられる。清暑堂の

基壇は、この落込み51の北肩に沿うように確認しており、落込み51を意識的に避けて造営されて

いる可能性がある。平安宮の建物配置が自然地形に左右された例はまだ知られておらず､今後平

安宮の調査を進める上で旧地形にも十分注意する必要がある。

（2）清暑堂の規模

ここでは、清暑堂の基壇規模、建物規模について触れる。規模については、これまでに何度か

復元が行われている（表5)。

基壇の規模については、今回の調査によって清暑堂基壇凝灰岩の抜き取り溝（溝21）が確認で

きたことによって、南縁が定まった。また、西縁は江戸時代の土取穴により削平されているが、

調査区西端の地山の高さと瓦の堆積状況から、Y=-23,725付近と想定できる。この結果をもとに

復元を行うと、基壇東西幅は約34～35mとなる。基壇南北幅であるが、北縁の定点とする1928年

の調査で確認された凝灰岩の位置が問題となる。古代學協会の復元によると、北縁凝灰岩の位置

を東2問の位置としている。今回の調査で推定南面西2間の位置に階段が存在することから、北

面東2間にも同規模の階段が存在することが想定される。階段延石と北縁基壇延石と判断するか

で約1.5mの違いが生じる。基壇南北幅は階段延石とすれば約10.5m、基壇北縁とすれば、約12m

となる。

次に、基壇の高さについて述べる。基壇に取り付く階段の傾斜は概ね最大で45度といわれてい
16）

る。つまり、階段の出が明らかになれば、基壇の高さ（最大高）を推測することができる。清暑
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堂の西階段の出は約1.5mであるので、基壇高は、最大で約1.5mと考えられる。また、踏石の蹴

上げ高が27cmであることを考えれば、階段の踏石は最大で5石と推定できる。

次に建物規模について述べる。1988年の調査では、柱の礎石根固め跡を確認しており、その位
17）

置は豊楽殿身舎の西端から東へ2間目の柱筋延長線上にあたることから、清暑堂の建物規模は豊

楽殿の身舎と同じであるとされてきた。今回の調査では建物の礎石根固め跡は検出できなかった

が、西階段を確認したことで桁行の柱位置を推定することが可能となる。切石積階段は登葛石

(耳石）の中央線または外側方を建物の柱の中心線の延長上にのるように据えるのが一般的である
18）

とされるからである。つまり、柱筋は必ず階段幅の内側に位置することになる。今回確認した西

階段の幅は豊楽殿の階段の幅と同じ約5.2mである。豊楽殿の柱間は4.5m(15尺）であり、階段

幅の内側に位置する。しかし、清暑堂に豊楽殿の身舎をそのまま当てはめると東西各1間目の柱

筋がわずかに階段の外側に位置する。以上を踏まえると、清暑堂の建物桁行は1間14尺とするの

が妥当であると思われる。梁間については、基壇南北幅が確定していないため、言及は避けたい。

（3）清暑堂・北廊の成立について

今回の調査では、清署堂と北廊の取り付き部分の解明が主眼の一つであったことは先に述べた。

当初、清暑堂は豐楽殿と時期を同じくして造営されたものと考えていた。しかし、清暑堂の南縁

基壇の凝灰岩抜き取り溝を確認したが、北廊との取り付き部分である中央間には、南縁想定ライ

ンにも、中央階段想定場所にも、東西方向に存在するはずの凝灰岩の痕跡は全く見受けられなか

った。中央間付近の士坑49は東側には続いておらず、取り付き部分の南北方向断割においても、

凝灰岩の痕跡は確認できなかった。

以上のことから清暑堂と北廊は同時に造営されるが、豐楽殿創建当初には存在していなかった

ことが明らかになった。

北廊の断割を行ったが、清暑堂と北廊の成立年代を推定させる遺物は確認できなかった。豊楽

殿跡の調査では、北廊の成立年代を9世紀前半としているが、豊楽殿跡の保存が決定し、掘り下

げを実施できず、北廊の変遷を認識出来なかったため、9世紀前半という年代が今回の調査の北

廊I期、またはⅡ期造営に伴うものであるか不明である。

表5清暑堂復元規模一覧表

書名 著者
発行年

(執筆年）

建物

桁行(間数・柱間） 梁間(間数・柱間）

基壇

東西(尺。m) 南北(尺･m)

西宮記 源高明 10世紀後半 7間 記入なし 記入なし 記入なし

陽明文庫本「宮城図」 鎌倉時代 7間 記入なし 記入なし 記入なし

大内裏圖考證 裏松固禅 18世紀末 9間・16尺 2間・13尺 154尺・46.2m 36尺・10.8m

平安通志 1895年 同上 同上 同上 同上

平安京提要 古代學協会 1994年 7間・15尺 2間・14尺 115尺・34.5m 38尺・11.4m
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清署堂と北廊が文献に初めて登場するのは遅い。清暑堂は、弘仁十二年（821）に奏上され承和
19） 20）

年間までに完成した『内裏式』に記載され、北廊は天暦元年（947）になってからのことであるが、

今回の調査で、清暑堂と北廊が一連の造営とわかり、さらに天皇控えの場としての清暑堂の役割

を鑑みると、豊楽殿造営後間もない時期に造られたと思われる。つまり、9世紀前半のかなり早

い時期に清暑堂と北廊は造営されたといえよう。

（4）北廊について（図44,表6）

今回の調査で、北廊の遺構としては基壇盛土、雨水受けの博敷き、白砂化粧土を確認した。ま

た、断割を行ったところ、中央部分を蒲鉾状に盛土、側面には瓦を貼り付けて土留めとし、さら

に外側に黄褐色粘質士を貼り付けて外装の化粧としており、当初単廊の1間幅であったことが明

らかになった（北廊I期)。その後、粗い版築によって、渭暑堂南面西階段の東端まで拡幅し（北

廊Ⅱ期東端は清暑堂南面東階段の西端)、西端には雨水受けの噂が敷かれる（北廊Ⅱ期)。噂敷き

を埋め、清暑堂西階段の一部を壊して埋める段階があり、基壇盛土外側には白砂を敷いて化粧し

ている（北廊Ⅲ期)。北廊Ⅱ期、Ⅲ期時の北廊の幅は、単廊に両庇を付けた3間であったと思われ

る。

また、北廊I～Ⅲ期を通して、基壇盛土上面には柱穴跡も礎石根固め跡も確認できなかったが、
21）

豐楽院北廊に鶯が集まるとの記載があることから、屋根があったことは間違いない。また瓦葺き

であるのが当然であることから、上部構造は根固めのない、礎石建本瓦葺の構造であったと考え

られる。以上から北廊には2度にわたる作り替えが行われたことを明らかにすることができた。

北廊各期の変遷をまとめたのが表6である。

では、なぜ当初単廊の幅だけで役割を果たしていた北廊が、3間幅を持つ必要があったのであ

ろうか。理由として挙げられるのは、平安時代中期に至って儀式の整備に伴い拡幅されたことが
22）

考えられる。

豊楽院は『内裏式』が制定された嵯峨朝において最も活用されているが、北廊は平安前期には

文献には全く記載が見られない。清暑堂も、あくまで天皇が豊楽殿に出御する際の控えの場とし

ての役割しか読みとれない。おそらく単廊時の北廊も天皇が豐楽殿と清暑堂の問を行き来する為

の通路の役割のみを担っていたと思われる。しかし、平安時代中期に編纂された儀式書である

『西宮記』や『北山抄』に北廊は突然登場するのである。記載されているのは11月大嘗祭の巳日に

表6北廊変遷表

遺構 造営年代 上部構造 基壇幅 備考

北廊I期 9世紀前葉 単廊 6.4m 清暑堂と一連の造営

北廊Ⅱ期 9世紀後葉～10世紀前葉以前 単廊十両庇 12．0m 雨落ち博敷き

北廊Ⅲ期 10世紀中葉 単廊十両庇 13．4m 白砂化粧土

整地層 10世紀後葉
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夜通し行われる清暑堂神楽の記事である。それによると、「清暑堂の中央間に天皇が出御し、南の
23）

軒廊（北廊のこと）上に2列になって公卿の座を設け、豊楽殿北庇に侍臣が座る」とある。この
24）

ように、清暑堂の役割に変化が見られるのは、清和朝の貞観年間以降である。拡幅が行われた北

廊Ⅱ期の造営年代（9世紀後葉～10世紀前葉以前）に近いことからも、北廊に公卿の座を設ける

必要が生じたことが、北廊の拡幅に繋がった可能性が考えられよう。

以上、今回の調査成果を踏まえて推論を交えながら知見を述べた。今回の調査では清暑堂、北

廊の遺構を確認し、旧地形が宮殿の建物配置に影響を与えていること可能性があることを示した。

豊楽院内の建物配置、規模については未だ不明な点も多い。その中で重要な定点を得ることがで

きたことは大きな成果である。また、遺構の変遷を明らかにすることができたことは、調査面積

の狭い平安宮の調査では貴重な成果といえる。また、江戸時代の遺構から、平安宮跡の遺構の解

体が進んでいく様相が見て取れた。今後の調査では、遺構・遺物の検討をさらに詳細に行ってい

く必要があるだろう。

最後になりましたが、今回の調査では鈴木久男、中野雄二、西山良平、橋本義則（五十音順・

敬称略）の方々からご教示．ご指導を得ました。記して感謝申し上げます。
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鈴木久男「平安宮豊楽院（1）」『平安京跡発掘調査概報昭和63年度』京都市文化観光局1989年

横山卓雄「京都盆地の自然環境」『平安京提要』（財)古代學協会角川書店1994年

『西宮記』巻八諸院「豊楽院天子宴会所」

『北山抄』巻五大嘗會事「御清暑堂有御遊事【中略】軒廊双行設王卿座其南横敷侍臣座」

『日本後紀』巻八延暦十八年正月壬子条「豊楽院未成功大極殿前龍尾道上構作借殿」

『日本後紀』巻十七大同三年十一月壬辰条

延暦二十四年（805）には有名な徳政争論があり、翌年には造宮職が廃止されていることから、この

年には主要な殿舎の造営は既に終わっていたと考えられる

『扶桑略記』康平六年三月二十二日条

佐藤虎雄「平安宮豊楽院の遺物」『古代学』第6巻第4号（財)古代學協会1958年

家崎孝治「平安宮の復元について」第11回京都市考古資料館文化財講座資料1987年

昭和3年当時の地籍図を調べることによって、凝灰岩の発見場所を現代の地図に反映させ、豊楽院

不老門と清暑堂の基壇の一部であることを明らかにされている。

梶川敏夫「附録1平安宮豊楽殿跡緊急発掘調査概要」『平安宮跡』京都市埋蔵文化財年次報告

1976-I京都市文化観光局1977年

註1に同じ

鈴木久男・網伸也「平安宮豊楽院（2）」『平安京跡発掘調査概報昭和63年度』京都市文化観光

局1989年

出土土器の年代に関しては、小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」

『研究紀要』第3号（財)京都市埋蔵文化財研究所1996年に準拠する。

吉田歓「大極殿と出御方法」『ヒストリア』第201号大阪歴史学会2006年

8）

9）

10）

11)

12）

13）

14）

15）
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16）

17）

18）

19）

20）

21）

22）

23）

24）

『古代の官衙遺跡I遺構編』独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所2003年

註13に同じ

宮本長二郎「階段」『日本考古学事典』三省堂2002年

『内裏式』正月七日節会条

『日本紀略』後編三天暦元年七月一日条「酉時鶯集豊楽院北廊占之」

註20に同じ

山口大学教授橋本義則氏よりご指摘があった。

『北山抄』巻五大嘗會巳日「御清暑堂有御遊事其儀堂中問設御座右立置物御机御後及両邊施屏風軒

廊双行設王卿座其南横敷侍臣座」

『三代実録』巻三「天皇留御豊楽殿後房文武百官侍宿親王以下参議已下侍御在所琴歌神宴

終夜歓楽賜御衣」

参考文献

『平安宮I』京都市埋蔵文化財研究所調査報告第13冊

『平安京提要』角川書店1994年

橋本義則『平安宮成立史の研究』塙書房1995年

山中裕・鈴木一雄『平安時代の儀礼と歳事』至文堂

山中裕『御堂関白記全注釈一長和元年一』高科書店

(財)京都市埋蔵文化財研究所1995年

1994年

1988年
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Ⅲ平安宮西雅院跡

1．調査経過

本調査は、共同住宅新築工事に伴う発掘調査であり、京都市文化財保護課の国庫補助事業とし

て財団法人京都市埋蔵文化財研究所が発掘調査を委託され、実施することとなった。

調査地は京都市上京区日暮通丸太町上る西入西院町747番地12他に所在する。当地は平安時代

には平安宮内の東部中央、内裏の南東隣接地に位置する西雅院跡東部の推定地に当たる。中世に

は内野と称された地域の一角を占め、桃山時代に入ると北側隣接地に広大な聚楽第が豐臣秀吉に

より造営され、当地域にも大名屋敷が建てられる。江戸時代には京都所司代や大名などの屋敷地

となり、上京の町屋地に連なる。これまでに西雅院推定地では、発掘調査や試掘調査が幾度か行

われているが、同院に関連する遺構は検出されていない（表7)。

調査地は、南北に走る智恵光院通に面する。敷地面積約356㎡、東と南に広がるL字形を呈する。

調査区は敷地西側に、東西約5.5m，南北約16m、面積約84㎡の規模で設定した。調査は2007年

2月26日から開始し、3月17日には調査作業を終了した。始めに発掘器材の搬入、調査区設定を

行った後、表土下1.2～1.8mほどの近・現代の盛土を機械力により除去し、排土は場内処理した。

その後、手掘り作業により遺構面の調査を行い、調査区北部で近世土坑、南部で土取穴などを検

や大名などの屋敷地
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出し、記録作業を進めた。調査終了後、調査区の埋め戻し、器材搬出など現場作業を終了した。

なお調査中に強風により倒壊した東隣マンションの金網の復旧も行った。

調査実施中には、京都市文化財保護課の指導を受けた。

表7周辺の主な調査一覧表

調査
年度
調査
方法

所在地 調査期間 調査概要 文献

上京区智恵光院通丸

太町上る西院町

（信愛保育隙I）

平安時代中期の土坑、近世の

溝、近世と考えられる盛土と

肖l1平の崖。

百瀬正恒他「平安宮西雅院跡」『平安京跡発掘調

査概報京都市埋蔵文化財研究所概報集1978-Ⅱ』

財団法人京都市埋蔵文化財研究所1978年

1977．07.()3

～07．24
発掘1977

堀内明博「平安宮西雅院跡」『平安京跡発掘調査

報告昭和55年度』財団法人京都市埋蔵文化財

研究所1981年

平安時代の士坑1基。江戸時

代の土取穴3基。近世以降の

東西方向の約1.8mの段差

上京区下立売通智恵

光院西入中村町526

1980．09．19

～10．04
発掘1980

試掘・立会調査一覧表『昭和57年度京都市埋蔵

文化財調査概要』財団法人京都市埋蔵文化財研

究所1984年

平安時代中期の土坑1基。平

安llf代後期の土坑2基。近世

の落込2基。

上京区浄福寺通下立

売下る中務町487

（出水小学校）

試掘 1982．09．171982

上京区浄福寺通下立

売下る中務町487

（出水小学校）

『京都市内遺跡試掘立会調査概報平成元年度』

京都市文化観光局1990年

地表下-1.24mにて平安時代

の整地層を検出。
試掘1989 1989．09．22

地表下-0.4mで江戸時代の土

坑、-1.4mで地山。

１
７
日
４
太
７
丸
町
通
院
暮
西
日
入
区
西
京
る
１

上
上
訓

『京都市内遺跡試掘調査概報平成3年度』京

都市文化観光局1992年
試掘 1991．03．121990
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2 造 構

（1）基本層序（図49）

調査区の現地表面は、標高43.7m前後である。近・現代盛土が地表面から厚さ0.7～1.7m堆積

する。その下に、調査区の北半では厚さ0.7～1.4mの整地土が認められた。この整地は、出土遺

物から、近世後半以降になされたものと考えられる。南半ではこの整地土が認められず、削平さ

れたと考えられ、近・現代には調査区の北半と南半では、1rn前後の高低差があったようである。

北半では整地土下、南半では近・現代盛土下が地山面となる。地山の標高は41.5m前後でほぼ水

平である。遺構は地山面で検出した。調査区北部では近世後半の土坑、中央部では砂礫堆積層、

南部では中世から近世の土取穴を検出した。

（2）遺構（図49、図版14）

検出した遺構は、近世の士坑群と中世から近世と考える土取り跡の土坑などである。平安時代

や平安宮西雅院に関連する遺構は確認できなかった。

整地土調査区北部で検出した。東西4rn以上、南北3.5m以上、厚さは東側で約0.4m、西側

で約1.4mを測り、西へ厚くなる整地の士層である。調査区外の北側に広がる。盛土の直下から混

砂礫層と砂泥層が幾層にも重なり、桟瓦を含む近世の瓦が多く出土した。出土遺物から江戸時代

後半と考えている。

土坑24．26．28．29調査区北東部の前述した整地土の下から検出した土坑群である。平面は

径0.5～1.6m，深さは0.4～0.8mを測る。埋土は黒～暗褐色や褐色の砂泥である。出土遺物から

江戸時代後半と考えている。

土坑11．16．19．35調査区南部から中央部西側で検出した土坑群である。平面は径1.4～3.4

m、深さは0.1～0.5mを測る。これらの土坑は砂礫層を避け、地山のいわゆる「聚楽土」を掘り

込む。埋士は褐色～暗褐色の粘性のある砂泥であり、明褐色粘質砂泥の地山土が混じる。これら

の土坑からの出土遺物は中・近世の遺物が少量含むが、平安時代前期の遺物を中心としている。

いずれも中世から江戸時代の土取穴であろう。

流路調査区の中央部で北西から南東方向の砂礫堆積層を検出した。幅約3.8m、長さ約8.2m

を測る。工事掘削深の関係から掘下げ調査は行わなかったが、一部分の断割り調査により検出面

表8遺構概要表

時代 遺構 備考

近世 土坑24、士坑26、土坑29など

中世～近世 土坑11、土坑19など 士坑は土取り跡
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7.5YR4/3褐色砂泥

混3cm以下の礫中量、炭、瓦片、土師器片

10YR4/4褐色砂泥混4cm以下の礫少量、土師器片

10YR4/4褐色砂泥混8cm以下の礫多量、瓦片

7.5YR4/4褐色砂泥混5cm以下の砂礫多量

（1～9.近世整地上）

7.5YR3/4暗褐色砂泥～7.5YR4/4褐色粘質土

7.5YR3/3暗褐色砂泥混径5cm大の礫、炭

7.5Ⅵ《3/2黒褐色砂泥混炭、粗砂

~7.5YR4/3~4/4褐色砂泥

(10～12．土坑24）

7.5YR3/3暗褐色砂泥混径3cm大の礫、炭

7.5YR4/4~4/6褐色砂泥・粘質

混径3cm大の礫、炭（土坑26)

10YR3/2黒褐色砂泥混炭、土師器片、小礫少量

10YR4/3にぶい黄褐色砂泥

混径5cm以下の礫、炭、瓦片少量

10YR4/3にぶい黄褐色砂泥混径3cm以下の礫多量

10YR4/4褐色砂泥混径5cm以下の礫中量、瓦片

10YR3/3暗褐色砂泥混径4cm以下の礫中量、炭、瓦片
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から深さ0.9m前後あることを確認した。遺物が全く出土しなかったが、平安時代以前の自然流路

と考える。

3 遣 物

遺物は整理箱で13箱出土した。江戸時代の遺物が10箱、平安時代の遺物が3箱、他に中世の遺

物が少量ある。

（1）土器類（図50･51)

中世から近世の土器類は、染付磁器、陶器、焼締陶器、磁器、輸入磁器、瓦質土器、瓦器など

があり、中世のものは少量である。平安時代の土器類は、土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、

黒色土器などがある。平安時代の遺物は前期から中期のものが出土しており、前期のものが多い。

土器類は、遺構に伴わないものが中心であり、小片のものが多い。それらのなかから比較的残存

状態の良いものを図示した。なお出土土器の年代については、小森俊寛・上村憲章「京都の都市
1）

遺跡から出土する土器の編年的研究」に準拠した。

平安時代の土師器には椀、皿、高杯がある。椀（1）は口径13伽、体部はわずかに内湾して立

ち上がり、口縁端部はつまみ上げられ肥厚する。胎土はにぶい黄榿色で、焼成はやや軟質である。

Ⅲ（2）は口径18cm、器高1.6cmである。体部は内湾してゆるやかに立ち上がり、口縁端部はつま

みあげ、肥厚する。胎士は明黄褐色、焼成はやや軟質である。1．2は、内面はナデ調整、外面

はへうケズリ調整である。平安京I期新～Ⅱ期古に属する。椀（3）は口径14cm、体部は内湾し

て立ち上がり、体部上端から口縁部は外反し、口縁端部は上方へ僅かに小さく突起させるように

収める。胎土は浅黄褐色、焼成はやや軟質である。皿（4）は口径15Ⅲ、器高1.4cm、体部は内湾

して立ち上がり、体部上端から口縁部は外反し、口縁端部は上方へ小さく突起させるように収め

る。胎土はにぶい黄榿色、焼成はやや軟質である。杯（5）は口径16cm、体部上端から口縁は外

反し、口縁端部が僅かに丸く突起する。胎土は浅黄榿色、焼成はやや軟質である。3～5は内面

はナデ調整、外面はナデとオサエ調整である。平安京Ⅱ期中～新に属する。2は近世の整地土か

ら、1．3～5は土坑11から出土した。高杯（6）は、脚部とわずかに杯部が残る。残存高は約

時代

平安時代

中世～近世

合計

表9遺物概要表

内容

土師器、黒色土器、須恵器、緑

釉陶器、灰釉陶器、輸入陶磁器、

瓦類

土師器、瓦器、焼締陶器、施釉

陶器、染付磁器、輸入陶磁器、

瓦類、骨製品

コンテナ

箱数

3箱

10箱

13箱

－50－

Aランク点数

土師器6点、緑釉陶器1点、

灰釉陶器2点、軒丸瓦1点、

刻印瓦1点

土師器2点、施釉陶器1点、

刻印瓦1点

15点（1箱）

Bランク Cランク

箱数 箱数

1箱 2箱

2箱 7箱

3箱 9箱



11cmである。脚部の断面は、径が最小径3.8cmほどであり、ヘラケズリで7角形に形成される。胎

土は浅黄榿色、焼成はやや軟質である。平安時代前期のものであろう。調査区北部の整地土から

出土した。

緑釉陶器椀（7）は、底部径6.2cm，蛇の目高台である。胎土は褐灰色、内外面に釉が施される。

9世紀後半に比定される。調査区北部の整地土から出士した。灰釉陶器には椀、皿がある。皿

（8）は、径8.9cmの貼り付け高台である。体部内面に段のあるいわゆる段皿である。胎土は灰白

色で内面に釉が施される。9世紀中頃に比定される。調査区北部の整地土から出土した。椀（9）

は口径17cm体部は内湾して立ち上がり、口縁部は外反し端部は丸く収める。胎土は灰白色で内面

と外面の上端部に施される。9世紀代に比定される。攪乱坑12から出土した。

中世から近世の土師器にはⅢがある。皿（10）は口径11cm、器高1.8cmである。体部は内湾し

てなだらかに立ち上がり、口縁端部はつまみ上げ丸く収まる。内外面はナデ調整、胎土は浅黄榿

色、焼成はやや軟質である。時期は16世紀末から17世紀初頭と見ている。調査区北部の整地土か

ら出土した。Ⅲ（11）は口径11cmである。体部はやや外反し、口縁端部は丸く収まる。内面と口

縁部外面はナデ調整である。胎土は灰白色、焼成は硬質である。平安京Ⅲ期に属する。調査区中

部の遺構検出中に出土した。

施釉陶器椀（12）は、口径9.3cm、器高4.5cmである。体部は内湾してロクロ目が段をなし、口

縁部は外反して端部は丸く収まる。高台はケズリ出す。胎土は灰白色、焼成は硬質、高台は露台
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であり、釉が内外面に施される。京・信楽産で19世紀のものである。近・現代盛土から出土した。

（2）瓦類（図50．51）

近世の瓦類は整理箱で8箱あり、平瓦、丸瓦、桟瓦、軒瓦、棟瓦などがある。また刻印をもつ

瓦が1点ある。平安時代の瓦類は3箱であり、平瓦、丸瓦、軒丸瓦がある。軒丸瓦は1点である。

また「木」の刻印をもつ瓦が1点ある。これらのうち残存状態のよい軒丸瓦と刻印のある瓦を図

示した。

軒丸瓦(13)は土坑11から出土した小片である。内区は単弁の蓮華文、外区には界線をはさみ

0.5cm前後の珠文がある。胎土は小粒が微量混じり、焼成はやや軟質である。小片のため特定でき

ないが、時期は平安時代前期であろう。(14)は丸瓦凸面に、幅l.5cm以上、長さ約2.2cmの大きさ

で「木・・」の字が陰刻されている。平安時代の木工寮の「木」と考えられる。土坑19から出土

した。（15）は丸瓦の凸面に、幅約1.lcm、長さ約1.6cmの隅丸方形枠内に「八長」の陰刻がある。

この刻印は、近世後半から近代の瓦窯を発見した平安京右京三条四坊十三町跡（現在の右京区山
2）

ノ内町）の調査で出土したものと同刻印であろう。近世の整地土から出土した。江戸時代後半の

ものと考える。
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4．まとめ

今回の調査で検出した遺構は、地山に達する土取穴跡と考えられる中世から近世の土坑が大半

であり、平安時代の遺構は残存しておらず、西雅院に関連する遺構も確認することができなかっ

た。しかし、土坑などから平安時代の遺物が出土し、平安時代前期から中期のものが多いことか

ら、この時期の遺構が当地にも存在していた可能性を示すものと考えている。

桟瓦を含む近世瓦が多く出土した土坑などは、京都所司代や大名の屋敷地に関連する遺構であ

ろう。

なお、流路と考える砂礫層は、わずかではあるが土取跡の土坑が砂礫層を掘り込んでいること、

また遺物が全く出土しなかったが北西から南東をしめす方位などから、平安宮成立以前の自然流

路と想定している。

註

1）

2）

小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」『研究紀要第3号』（財）

京都市埋蔵文化財研究所1996年

｢山之内村長衛兵」の「八長」であろう。能芝勉・モンペティ恭代『平安京右京三条四坊十三

町跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査概報2004-1（財)京都市埋蔵文化財研究所2004年
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Ⅳ平安京左京四条二坊十五町跡・本能寺城跡

1．調査経過

今回の調査は国庫補助事業に伴う発掘調査である。

調査地は平安京左京四条二坊十五町跡・本能寺城跡にあたっており、周辺の調査成果から遺構

が良好な状態で残存していることが推測されたため、発掘調査を実施するはこびとなった。

調査区は既存建物による攪乱や排土置き場、隣接する家屋との関係を考慮して、調査地中央部

やや東寄りに設定した。調査面積は約100㎡である（図53)。

調査は2007年8月24日より機械掘削を開始し、盛土および大規模な攪乱埋士を除去したのち、

2面に分けて調査を行った。各遺構面では遺構検出、遺構登録を行い、各遺構面の状況が明らか

になった段階で写真撮影、遺構実測を実施した。また、機械掘削士は場外へ搬出、調査に伴う人

力掘削土は調査地内で処理し、9月14日に全ての作業を終了した。

なお、調査期間中の2007年9月8日に地元を対象とした見学会を開催し、調査成果の公開につ

とめた。

調査地周辺の歴史的環境は次のように概観することができる。

平安京左京四条二坊十五町は北を六角小路(現在の六角通)、東を西洞院大路(現在の西洞院通)、

南を四条坊門小路（現在の蛸薬師通)、西を油小路（現在の油小路通）に囲まれた区画で、『拾芥

抄』などによると11世紀末から12世紀初頭にかけて藤原実季の邸宅があったことがわかる。また、

室町時代中期の文明十三年（1481）頃からは、京都でも有数の土倉である沢村氏により十五町の

雪洞院大路（現在の

通）に囲まれた区匝

があったことがわメ

亨である沢村氏によ
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図53調査区配置図（1：300）

土地の集中的な買得が行われ、やがて室町時代後期の天文十四年（1545）には、天文法華の乱後

に帰洛した本能寺がこの地に沢村氏より土地を購入して復興された。本能寺は京都法華宗の本山

の一つとして栄えたが、天正十年(1582)には明智光秀が織田信長を自刃させた歴史上著名な本

能寺の変により多くの建物が火災により失われた。その後、本能寺はこの地での再建が進められ

るが、豊臣秀吉の政策により、天正十九年（1591）に現在の寺町御池へ移転した。本能寺跡には

十五町の東西中央に南北方向の小川通が設けられ、江戸時代には町屋が建ち並ぶ市街地となった

ようである。

調査地は十五町の中央部北西寄りに位置している。調査地西隣接地で行われた立会調査では、
1）

平安時代後期の井戸、鎌倉時代から室町時代の土坑・水溜遺構などを検出している。2007年7月

から8月にかけて十五町東部で関西文化財調査会により行われた発掘調査では、本能寺にともな

う南北・東西方向の堀が発見された。南北方向の堀の内側には石垣が造られており、堀の埋土な

どからは「能」の異体字を刻んだ軒丸瓦をはじめとして遺物が大量に出土した。また、調査地周
2） 3）

辺では、左京四条二坊十一町・十四町の発掘調査で平安時代から江戸時代に至る多様な遺構を検

出している。特に十四町の調査では四条坊門小路南側で室町時代後期の幅約4mの堀を検出した。

それが下京の構に関わる濠であることが判明し、本能寺が南側の十四町まで広がらないことが確

認できた。

沿革や周辺の調査成果にみるように、調査地は平安時代から江戸時代の遺構が重複しているこ

とが明らかである。中でも位置的に本能寺の主要部分に当たっている可能性が考えられた。

蔦
ひ 舞慧琴認一選勢,"ｰ二，ｰｰ

調査前全景 図55作業風景(東から）図54
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遣 構2

（1）基本層序（図56、図版15）

調査地の層序は遺構が重複する平安京左京域特有の堆積状況を示しており、江戸時代中期以降

の大規模な攪乱のため、遺物包含層が残っている部分は少ない。

地表面から厚さ約0.5mの江戸時代後期以降の盛土の下は、厚さ約0.3mの江戸時代中期の包含

層である暗褐色砂泥である。調査地では江戸時代前期の包含層は認められず、暗褐色砂泥の下層

は厚さ約0.2mの桃山時代の包含層であるオリーブ褐色砂泥になる。オリーブ褐色砂泥の下層は厚

さ約0.3mの室町時代の包含層である褐色砂泥など（第1層）がある。第1層は攪乱のためもあり

広がりは部分的である。第1層の下層には平安時代後期から鎌倉時代の包含層である黄褐色泥砂

(第2層）がある。第2層の大部分は室町時代以降の遺構に削り取られており、調査区のごく一部

で認めたにすぎない。よく残っている部分で厚さ約0.15mである。第2層の下層はにぶい黄褐色

砂礫・黄褐色粘質土になる。堅く締まっており、遺物を含んでいないことから地山と判断した。

地山検出面の標高は約35.4mで、東部よりも西部がわずかに高い。

X=-110，154

1

X=－110，152

1
南 北

－ －－－－－一
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H=36.0m

0 2m

ト后戸一戸一一一

盛土・攪乱

10YR3/4暗褐色砂泥（江戸時代中期）

2.5Y3/3暗オリーブ褐色砂泥（の1～5cmの礫をわずかに含む）
10YR4/3にぶい黄褐色砂泥（の2～8cmの礫をわずかに含む）
10YR4/4褐色砂泥

2.5Y4/3オリーブ褐色泥砂

2.5Y4/4オリーブ褐色砂泥に2.5Y4/6オリーブ褐色粘質土ブロック（の1～3cm)が少量混
2.5Y4/2オリーブ褐色砂泥（土坑41)

10YR4/4褐色砂泥（の1～3cmの礫を多量に含む第1層）
2.5Y4/3オリーブ褐色泥砂（の1～3cmの礫を多量に含む第1層）
2.5Y3/2黒褐色砂泥（溝70)

2.5Y4/2暗灰黄色泥砂（溝70)

2.5Y4/2暗灰黄色泥土（中砂～粗砂を多量に含む）
10YR5/4にぶい黄褐色砂礫（地山）
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表10遺構概要表

時代 遺構 備考

平安時代 土坑97

鎌倉時代 土坑18

室町時代前期～中期
土坑27．土坑29．土坑52．土坑60．土坑87,溝70

柱穴69．柱穴99．柱穴23．柱穴109．柱穴92

室町時代後期
士坑6．土坑26．士坑17．土坑46・士坑49．土坑98

溝28

桃山時代～江戸時代前期 井戸12、土坑5．土坑15．土坑53．土坑54

調査では機械掘削でオリーブ褐色砂泥までを除去し、オリーブ褐色砂泥下面を第1面、第1層

下面を第2面として、それぞれ遺構検出を行った。第1面では室町時代前期から江戸時代前期の

遺構、第2面では平安時代中期から室町時代中期の遺構を検出した（表10)。以下では、遺跡を理

解する上で重要と判断した遺構を検出面ごとに報告する。なお、検出遺構および出土遺物の時期
4）

の判定は、平安京・京都I期～川期の編年案を準用する。

（2）第1面の検出遺構（図57、図版15．16）

第1面では井戸・土坑・溝・柱穴を検出した。

井戸12調査区北東部で検出した。北側は攪乱を受けるが、掘形は直径約1.4mの円形に復元で

きる。深さは1.0m以上である。石組などの井戸側はない。埋土はにぶい黄褐色砂泥で、刃期の遺

物が出土した。

土坑5調査区南東部で検出した。平面形はやや不整形な楕円形で、南北約2.5m、東西約1.7

m、深さは約0.7mである。南側は約0.3m深くなる。埋土は黒褐色砂泥で、虹期中段階の遺物が

まとまって出土した。

土坑15調査区中央東寄りで検出した。平面形はやや不整形な楕円形で、南北約2.7m、東西約

1.6m、深さは約0.5mである。埋土は暗灰黄色砂泥で、虹期中段階の遺物がまとまって出土した。

土坑53調査区東端で検出した。西側は土坑5と重複するが、土坑53の方が古い。平面形は南

北約1.7m、東西1.4rn以上の楕円形に復元できる。深さは約0.6mである。埋土は暗オリーブ褐色

砂泥で、Ⅲ期古段階の遺物がまとまって出土した。

土坑54土坑53の西側で検出した。東側は土坑5と重複するが、土坑54の方が古い。西側を攪

乱されるが、平面形は南北約1.8m、東西1.2m以上の楕円形に復元できる。深さは約0.4mである。

埋土は灰褐色砂泥で、Ⅲ期古段階の遺物がまとまって出土した。

土坑6調査区南東部の壁際で検出した。南側は調査区外にある。北東側・西側を攪乱される

が、平面形は南北0.6m以上、東西1.8m以上の楕円形と推定できる。深さは約0.4mである。埋土

は焼土粒・炭を含むにぶい黄褐色砂泥、オリーブ褐色砂泥などで、東から西に向けて堆積した状
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況を示す。埋土からはX期新段階の遺物がまとまって出土した。大部分は積み重なった状態で出

土した完形品を含む大量の土師器の皿である。

土坑26西部北壁際で検出したため、北側は調査区外になる。平面形は直径約1.4mの円形に復

元できる。深さは約0.8rnである。埋土は焼土粒・炭を含むオリーブ褐色砂泥で、X期新段階の遺

物がまとまって出土した。大部分は瓦が占め、焼けた壁土と考えられる焼土塊もある。瓦には

｢註」の字を刻んだ軒丸瓦や火を受けて赤く変色した平瓦・丸瓦が含まれる。

土坑17（図58）中央部で検出した。東側は土坑15と重複するが、土坑17の方が古い。また、

西端は土坑98に接するが、河原石の重なりや断面の観察から土坑17の方が新しい可能性が高い。

南西側を攪乱されるが、平面形は南北約1.2m、東西1.8mの長方形に復元できる。深さは約0.2m

であるが、上部が削平されているため、本来はさらに深かったと推定できる。埋土はオリーブ褐

色砂泥で、大きさ5～15cmの河原石を多量に含む。河原石の並び方には規則性は見出せない。最

上部でⅢ期中段階の遺物がわずかに出土した。

土坑46（図58）西部で検出した。南東側を攪乱されるが、平面形は南北約0.7m、東西約0.9

mの隅丸方形に復元できる。深さは約0.1mである。埋土はにぶい黄褐色砂泥で、大きさ5～15cm

の河原石を含む。河原石の並び方には規則性は見出せない。Ⅸ期からX期の遺物がわずかに出土

した。

土坑49（図58）中央部で検出した。北側を攪乱されるが、平面形は南北0.9m以上、東西約

0.7mの隅丸方形に復元できる。深さは約0.1nlである。埋土は灰オリーブ色砂泥で、大きさ5～

15cmの河原石を含む。河原石の並び方には規則性は見出せない。Ⅸ期の遺物がわずかに出土した。

土坑98（図58）中央部で検出した。東端は土坑17に接するが、河原石の重なりや断面の観察

から土坑98の方が古い可能性が高い。大半を攪乱され、北東側の一部が残存するのみであるが、

平面形は南北0.4m以上、東西0.7m以上の隅丸方形と推定できる。深さは約0.1mである。埋土は

オリーブ褐色砂泥で、大きさ5～15cmの河原石を含む。河原石の並び方には規則性は見出せない。
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遺物はほとんど出土していない。

土坑46．土坑49．土坑98はほぼ東西方向に並び、中心の間隔は土坑46と土坑49、土坑49と土

坑98ともに約2.1mである。いずれも上部が削平されており、本来はさらに深かったと推定できる。

規模・構造が共通することから一連の遺構と推定できる。

溝28（図59）西部で検出した南北方向の溝である。士坑26と重複するが、溝28の方が古い。

北側は調査区外に延びるが、南側は攪乱されて途切れる。断面形は浅いU字形で、長さ4.0m以上、

幅約0.5～0.6m，深さ約0.2mである。底部は南に向けて傾斜する。埋土は褐灰色砂泥で、南半部

分では大きさ約3～10cmの河原石を含む。Ⅶ期からⅨ期の遺物がわずかに出土した。

土坑27西部で検出した。北西側は土坑29と重複するが、土坑27の方が古い。平面形は南北約

1.8m、東西約1.0mの楕円形で、深さは約0.5mである。底部北東側に直径約0.5rn、深さ約0.1m

の浅いくぼみがある。埋士はにぶい黄褐色砂泥で、Ⅵ期新段階からⅦ期古段階の遺物がまとまっ

て出士した。焼締陶器の大甕の破片が多いことから、北東側のくぼみは甕の据え付け穴の可能性

がある。

土坑29西部北壁際で検出したため、北端は調査区外になる。北側は土坑6，西側は溝28と重

複するが、土坑29の方が古い。平面形は南北1.8m以上、東西約1.9mの隅丸方形に復元できる。

埋土は灰黄褐色砂泥で、Ⅸ期新段階の遺物が出土した。

土坑52東部北壁際で検出したため、北側は調査区外になる。平面形は直径0.5m以上の円形と

推定できる。深さは0.1m以上である。Ⅸ期からX期の遺物がわずかに出土した。

土坑60中央部で検出した。南東側を攪乱されるが、平面形は南北約0.4m、東西約0.6mの楕

円形で、深さは約O.1mである。埋土はオリーブ褐色砂泥で、Ⅶ期中段階の遺物がまとまって出土

した。

（3）第2面の検出遺構（図57、図版17）

第2面では土坑・溝・柱穴を検出した。

土坑87東部南壁際で検出したため、南端は調査区外になる。北側は土坑5，南側は土坑6と

重複するが、土坑87の方が古い。平面形は1.3m以上、東西約1.2mの円形に復元できる。深さは
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約0.6mである。底面および側面に大きさ約5～10数cmの河原石を貼り付けるように積み上げる。

埋土はオリーブ褐色砂泥で、X期古段階の遺物が出土した。

溝70調査区西壁際で検出したため西側は調査区外になる。南北方向の溝で、北側でわずかに西

に振る。東側は溝28と重複するが、溝70の方が古い。北側・南側は攪乱され途切れるが、それぞ

れ調査区外に延びると推定できる。断面形はV字形で、長さ3.2m以上、幅0.5m以上、深さ約0.5

mである。底部は南に向けて傾斜する。埋士は黒褐色砂泥・暗灰黄色泥砂で、Ⅸ期の遺物が少量

出土した。

柱穴69．柱穴99.柱穴23．柱穴109．柱穴92東部から中央部にかけて検出した東西方向の柱

穴列である。柱穴69は土坑46,柱穴99は土坑49の下面で検出した。柱穴は5基で、検出長は約

7.1mである。東側でわずかに南に振る。柱穴は直径約0.3～0.4m、深さ約0.3～0.4mで、柱穴

69．柱穴23．柱穴109は底部に大きさ約20cmの石を平坦な面を上にして据える。柱穴の間隔は西

側から約2.0m・約1.7m・約1.9m・約1.6mである。埋土はオリーブ褐色砂泥・灰色砂泥・灰黄

褐色砂泥などで、柱穴69．柱穴99からⅨ期、柱穴23からⅨ期からX期の遺物がわずかに出土した。

土坑18中央部南壁際で検出した。東側・西側を攪乱されるため平面形は不明であが、南北約

0.6m、東西1.1mの溝状と推定できる。深さは約0.2mである。埋土は暗灰黄色砂泥で、Ⅵ期中段

階から新段階の遺物がまとまって出土した。

土坑97東部北壁際で検出したため北側は調査区外となる。東側は攪乱されるが、平面形は直

径約0.5mの円形に復元できる。深さは0.1m以上である。Ⅲ期中段階の遺物がまとまって出土し

た。

3 遣 物

（1）遺物の概要

調査では第1面・第2面のそれぞれの段階で遺物を採集したが、新しい時代の遺構に、より古

い時代の遺物が混入することがしばしばあった。出土遺物は土器・瓦類が大部分を占め、他の遺

物は少ない。全体では桃山時代から江戸時代の遺物が約3割、室町時代後期の遺物が約5割、室

町時代前期から中期の遺物が約2割を占め、鎌倉時代以前の遺物は少ない（表11)。

なお、今回の調査では平安時代前期よりも古い時期の遺物は認めていない。

（2）土器類

土器には士師器・白色士器・黒色士器・瓦器・須恵器・焼締陶器・灰釉陶器・灰釉系陶器・緑

釉陶器・施釉陶器・磁器・輸入陶磁器などがある。

平安時代前期から中期の土器は、土坑97以外はすべて後世の遺構埋土に混入して出土した。ほ

とんどが小片である。平安時代後期から鎌倉時代の土器は土坑・第2層のほか、後世の遺構埋土
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時代

平安時代前期

～中期

平安時代後期

～鎌倉時代

室町時代前期

～中期

室町時代後期

桃山時代～

江戸時代前期

合計

表11遺物概要表

内容

土師器・白色土器・黒色土器．

須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器、

瓦

土師器・瓦器・須恵器・灰釉系

陶器、瓦、石製品

土師器・瓦器・須恵器・焼締陶

器・灰釉系陶器・施釉陶器、士

製品、石製品、金属製品

土師器・瓦器・焼締陶器・施釉

陶器・輸入陶磁器、瓦類、石製

品、金属製品

土師器・瓦器・焼締陶器、磁器

輸入陶磁器、瓦、土製品、石製

品、金属製品

コンテナ

箱数

38箱

Aランク点数

土師器7点、黒色土器1点

土師器3点、瓦器3点

土師器44点、施釉陶器1点

土師器35点、焼締陶器1点、

輸入陶器1点、瓦類11点、

焼土塊一括、焼瓦一括

土師器38点、施釉陶器11点、

輸入陶磁器3点、土製品3

点、石製品2点

166点（7箱）

Bランク Cランク

箱数 箱数

0箱 少量

0箱 少量

5箱 3箱

16箱 0箱

5箱 2箱

26箱 5箱

※コンテナ箱数の合計は、整理後、Aランクの遺物を抽出したため、出土時より6箱多くなっている。

に混入して出土した。土師器の皿・瓦器の椀・鍋釜類が目立つ。室町時代前期から中期の土器の

多くは土坑から出土した。土師器の皿が大部分を占めており、次いで瓦器の鍋釜類・焼締陶器の

甕類などが多い。室町時代後期の土器は土坑6出土の土師器の皿がほとんどを占める。桃山時代

から江戸時代前期の土器の多くは土坑からまとまって出土した。土師器のⅢ、焼締陶器の摺鉢、

施釉陶器の椀・皿・鉢が多い。

土坑97（図601～8）土師器Ⅲ（1～7）・高杯・甕、白色土器椀、黒色土器椀（8）・甕、

須恵器杯・壷、灰釉陶器壺が出土した。土師器Ⅲには小型皿（1～4）・大型Ⅲ（5～7）がある。

いずれも口縁部が強く屈曲し、器壁は薄い。黒色土器椀は内外面とも黒色で、やや粗いミガキを

施す。Ⅲ期中段階に属する。

土坑18（図609～14）土師器皿（9～11)、瓦器椀（12）・鍋（13）・釜（14)、須恵器甕、
5）

中国製青磁椀などが出土した。土師器には赤色系土師器と白色系土師器がある。赤色系士師器に

は小型皿（9～11）・大型皿がある。白色系土師器は少ない。瓦器椀は端部を丸くおさめ、低い

高台が付く。体部内面に粗いミガキ、底部内面にジグザグの暗文を施す。瓦器鍋は体部外面に指

の圧痕が顕著にのこる。瓦器釜は底部が欠損するが、球形の体部の三方向に脚が付くと考えられ

る。Ⅵ期中段階から新段階に属する。

土坑27（図6015～33）土師器Ⅲ（15～33)、瓦器椀・鍋釜類・火鉢、須恵器鉢・甕、焼締

陶器甕、施釉陶器壷、中国製白磁椀・皿、中国製青磁椀・壷などが出士した。土師器皿・焼締陶

器甕が大部分を占める。赤色系土師器には小型Ⅲ（15～17）・大型皿（18～25）がある。小型皿

はいずれも口縁部が内弩する。大型皿には器壁が厚いもの（18．19）と薄いもの（22．23）があ

る。白色系土師器には小型皿（26）・大型皿（27～33）があるが、小型皿は少ない。大型Ⅲには
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底部の丸みが強いもの（30～32）と平底気味のもの（33）がある。いずれも器壁は厚い。焼締陶

器甕は2個体以上の大型甕の破片がある。いずれも常滑産である。Ⅵ期新段階からⅦ期古段階に

属する。

土坑60（図6034～46）土師器皿（34～46)、瓦器椀・鍋釜類・火鉢、焼締陶器甕、中国製

白磁椀などが出土した。赤色系土師器には小型皿（34～37）・大型皿（38～43）がある。小型皿

には口縁部が内弩気味のもの（34）もあるが、外反するもの（36．37）が多い。白色系土師器に

は小型皿・大型皿（44～46）がある。大型皿はいずれも器壁が薄い。Ⅶ期中段階に属する。

土坑29（図6047～53）土師器皿（47～52)、瓦器鍋釜類・火鉢、焼締陶器甕、施釉陶器皿

(53)、中国製青磁椀・壷などが出土した。赤色系土師器は少ない。白色系土師器（47～52）は口

径が比較的小さいもの（47．48）から大きいもの（51．52）まである。施釉陶器皿は底部内面に

花文を印文し、内外面全面に灰釉を施す。底部外面には胎土目痕がのこる。瀬戸産である。Ⅸ期

新段階に属する。

土坑87（図6054～59）土師器皿（54～59)、瓦器鍋釜類・火鉢、焼締陶器播鉢・壷・甕、
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施釉陶器鉢などが出土した。赤色系土師器は少ない。白色系土師器（54～59）は土坑29出土土器

と比較すると底部から口縁部がより大きく開く。X期古段階に属する。

土坑6（図61、図版1860～87）土師器皿（60～87)、焼締陶器甕、施釉陶器椀などが出土

した。ほとんど全てを土師器皿が占める。完形もしくは大きな破片が積み重なった状態で出土し

ていることから一括して投棄されたことがわかる。また、破片数は赤色系土師器20片に対して、

白色系土師器は10,909片を数え、圧倒的に白色系土師器の割合が大きい。白色系土師器には丸底

の中型皿（60～69）・平底で底部内面中央にヨコナデによる径の小さな浅い圏線がめぐる中型皿

(70～79）・平底で底部内面に明瞭な圏線がめぐる大型Ⅲ（80～87）がある。丸底の中型皿の口

径は8.8～9.4cm，平底の中型皿の口径は9.8～10.3cm、大型皿の口径は11.6～12.1cmでまとまる。

また、平底の中型皿には明らかに底部を押し上げているもの（72）がある。X期新段階に属する。

なお、口縁端部に煤の付着がみられないことから、灯明皿に使用されたものはない。

土坑26（図6188～95）土師器皿（88～93)、瓦器火鉢、焼締陶器摺鉢（94)、施釉陶器椀

(95）などが出土した。赤色系土師器は少なく、小型皿（88）のみである。白色系土師器には丸

底の中型Ⅱ（89～92）・大型皿（93）がある。擢鉢は備前産（94）のほか信楽産がある。施釉陶

器椀は丸椀の小破片で、内外面に厚く藁灰釉を施し乳白色を呈する。朝鮮産である。X期新段階

に属する。

土坑46（図6196）土師器皿がわずかに出土したのみである。いずれも白色系土師器である。

96は小破片より復元したため口径の精度は低いが、口縁部の形状はⅨ期からX期の特徴をそなえ

る。
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土坑17（図6197）土師器、瓦器、須恵器、焼締陶器、灰釉系陶器、施釉陶器、中国製磁器

などが出土したが、ほとんどがより古い時代の遺物が混入したものである。施釉陶器椀（97）は

最上部にめり込む状態で河原石の隙間から出土した。底径が大きいことから大型椀と考えられる。

高台接地面以外に白色釉を施す。外面は2次焼成を受け、釉薬が変色・変質している。唐津産と

推定する。虹期中段階に属する。土坑17の下限をしめす遺物としてここに図示する。

土坑53（図6298～107）土師器Ⅲ（98～105)、焼締陶器甕、施釉陶器椀（106）・壷（107）

などが出土した。土師器皿には中型Ⅲ（98～101）・大型Ⅲ（102～105）がある。施釉陶器椀は

口縁部が屈曲する小型椀で、内外面に鉄釉を施し褐色を呈する。瀬戸・美濃産である。施釉陶器

壷は平底の底部片である。器壁は薄い。外面に灰釉を施す。底部外面には胎土目痕がのこる。朝
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鮮産である。刃期古段階に属する。

土坑54（図62108～122）土師器皿（108～120)、焼締陶器擢鉢、施釉陶器椀（121）・鉢な

どが出土した。土師器皿には小型皿（108）・丸底の中型皿（109～114）・平底の中型皿（115～

117）・大型Ⅲ（118～120）がある。施釉陶器椀は口縁部が屈曲する椀で、内外面に鉄釉を施し

褐色を呈する。瀬戸・美濃産である。Ⅲ期古段階に属する。

なお、122は板状でわずかに内弩する口縁部の破片である。外面は平行する弧文に白土を象嵌し

たのち、内外面に施釉し灰色を呈する。朝鮮産粉青沙器の方形に近い形態の壷の破片と推定する。

土坑15（図63、図版18124～149）土師器Ⅲ（124～140)、瓦器香炉・火鉢・灯火具、焼締

陶器壷・甕、施釉陶器椀（141～145）・皿（146）・鉢（147.148）・壷、中国製白磁皿（149)、

中国製青花椀．Ⅲなどが出土した。土師器皿には小型Ⅲ（124～126）・中型皿（127～134）・大

型皿（135～140）がある。施釉陶器には瀬戸・美濃産と唐津産があり、破片数では瀬戸・美濃産

の割合が多い。141は小型の丸椀、142は小型の筒型椀で内外面に灰釉を施す。ともに唐津産であ

る。143．144は丸椀で内外面に灰釉を施す。ともに唐津産である。145は口縁部が屈曲する椀で、

内外面に鉄釉を施し黒色を呈する。瀬戸・美濃産である。146は内面を型押し、外面・口縁端部を

削って花弁を表現する。内外面に長石釉を施す。底部内外面にそれぞれ3箇所の小さな目痕がの

こる。瀬戸・美濃産である。147は平面形が小判形で口縁部が強く屈曲する。内面には若松・楓、

口縁部には列点、外面屈曲部には直線を鉄釉で絵付けする。瀬戸・美濃産である。148は大型の三

足鉢である。底部はやや上底で、体部は屈曲してほぼ垂直に立ち上がる。口縁部は屈曲して開き、

端部は上方につまみ上げる。底部の3方に中実の足、体部の2方に把手を貼り付ける。体部外面

に2条一組で2箇所、口縁部内面に4条の沈線がめぐる。内外面全面に灰釉を施すが、垂らし掛

けによる隙間が多い。底部外面縁辺全周に17箇所の二枚貝の貝目痕がのこる。また、一部には焼

成による小さな亀裂がある。中国製白磁皿（149）は、器壁が薄く、内面の文様は型押しで施文す

る。別個体の破片も確認している。中国製青花はいずれも潭州窯系の製品である。

（3）瓦類

瓦類には軒平瓦・軒丸瓦・平瓦・丸瓦・面戸瓦、溥などがある。平安時代の瓦は全て後世の遺

構埋土に混入して出土した。ほとんどが小片で、わずかに軒瓦を認めたが、瓦当文様が確認でき

るものはない。また、1点のみ緑釉丸瓦がある。鎌倉時代から室町時代の瓦は土坑26出土がほと

んどを占める。ほかに土坑6から少量出土した。江戸時代以降の瓦はほとんどが桟瓦である。

土坑26（図64～66、図版18）軒平瓦（154）・軒丸瓦（155）・平瓦（157～160）・丸瓦

(161.162）・面戸瓦（156）が出土した。一括して出土しており、まとまりがよい。全体的にい

ずれも大振りである。

軒平瓦は1点のみで、文様は巻き込みの強い唐草文である。瓦当部分の成形は顎部を貼り付け

る。上端は面取り状の横方向のヘラケズリ、裏面はヨコナデである。平瓦部分は凹面はミガキ、

凸面はナデ、側面はタテナデである。軒丸瓦は瓦当部分の破片3点と丸瓦部分の破片が1点ある。
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実測図ではこれらを組み合わせ

た。文様は内区に「能」の異体字

である「誌」の字、外区には珠

文がめぐる。瓦当部分を貼り付け

る平瓦端面にはへうによるカキヤ

ブリを施す。瓦当裏面は横方向の

ナデ、側面はヨコナデである。丸

瓦部分は凸面はタテミガキ、側面

はケズリののちタテナデで、凹面

には布目と抜き縄の痕跡がのこ電・篭一｜酬駕懸舟躯
・譲

る。
0 20口n

面戸瓦は1点のみである。台形

図64土坑26出土瓦拓影・実測図1(1:4)
に成形する。凸面はタテナデとタ

テミガキ、側面はタテケズリで、凹面には布目と抜き縄の痕跡がのこる。平瓦には厚手のもの

(157.158）と薄手のもの（159.160）がある。凹面の一方の上端を横方向のへラケズリで面取

り状に成形する(157･159)。いずれも凹面・凸面・側面ともていねいなナデなどで平滑に仕上

げる。157．159の凸面には離れ砂、158の凸面にはわずかに布目がのこる。

丸瓦は2個体をほぼ完形に復元することができた。凸面は縄タタキののち丁寧なタテナデ、側

面は縦方向のへラケズリで、凹面には布目と抜き縄の痕跡がのこる。また、161の凸面には粗いタ

テミガキ、162の凹面には糸切り痕が観察できる。

なお、平瓦・丸瓦には火を受けて赤く変色したものがあり、中には葺土が融着しているものも

見られる。

澪（図67）溥は2点で、163は井戸12，164は土坑52から出土した。いずれも破片であるが、

平面形は方形と考えられる。全ての面にナデを施すが、広い面は片方の面が丁寧で、もう片方の

面は粗いので表裏がわかる。163の裏面には糸切り痕がのこる。

（4）その他の出土遺物

その他の出土遺物には土製品・石製品・金属製品などがある。

土製品桃山時代のおはじき（図62123）・江戸時代前期の焼塩壷（図63150･151)があ

る。123は施釉陶器椀の破片を打ち欠いて円形に加工したものである。土坑54から出土した。焼

塩壷は成形・調整とも粗雑で、粗いナデで仕上げる。土坑15から出土した。

石製品江戸時代前期の硯（図63152．153）がある。いずれも平面形は方形で、材質は粘板

岩である。ともに土坑15から出土した。153は小型で、底面・側面に漆や漆下地が付着している

ので、他の材質の台に接着されていたと推定できる。また、平安時代後期から江戸時代前期にか

けて、わずかずつながら砥石がある。材質は全て粘板岩である。
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金属製品室町時代前期の土坑27から銅

銭が9点出土した。判読できる銭銘には

｢開元通寳」・「皇宋通寳」・「聖宋元寳」・

｢元豐通寳」・「嘉祐通寳」がある。また、

室町時代前期から江戸時代前期にかけて、

わずかずつながら鉄釘がある。

その他（図版18）土坑26．土坑6から

焼土塊・焼土粒・炭が出士した。焼土塊に

はスサの痕跡があり、壁土と推定できる。

4．まとめ

一

’ 163

I

1

164
1

ー

魔認量
010an

図67井戸12．土坑52出土博実測図（1：4）

今回の調査では次のような調査地の歴史的変遷を明らかにすることができた（図68)。

調査で検出した最も古い遺構は平安時代中期（Ⅲ期）の土坑97である。土器がまとまって出土

した。このほかにも平安時代前期から中期の遺物は、少量ながらも後世の遺構埋土に混入して出

士していることから、平安京造営と同時に調査地周辺でも整備が行われたと推定できる。

しかしながら、その後の平安時代後期から鎌倉時代（Ⅳ期からⅥ期）にかけても検出した遺構

数は少ない。この時期の包含層である第2層が、調査地のごく一部でしか認めることができなか

ったことからみても、大部分は室町時代以降に攪乱されたと考えられる。

室町時代前期から中期（Ⅶ期からⅨ期）には検出遺構数、遺物出土量とも増加する。調査区西

端の溝70は規模が大きいことから区画施設の可能性がある。土坑は調査区東部・西部に集まる傾

向が看取できる。調査区東部では地山の粘質土がやや厚く堆積していることから、この部分の士

坑は土取穴で、土取りののち土器などの廃棄が行われたと考えられる。これに対して調査区西部

では地山が砂礫であり土取りは考えにくい。土坑27の底部には焼締陶器大甕を据え付けたと考え

られるくぼみがあることから、地下式収納施設であった可能性がある。調査区中央部には東西方

向の柱穴列がある。柱穴列の北側・南側とも攪乱されるため詳細は明らかでないが、柵または建

物の一部が見つかったと考えられる。

室町時代後期(X期）は調査地に本能寺が造営された時期であるので、詳しく報告することと

したい。この時期の遺構は2つの段階に分けることができる。より古い段階の遺構は土坑17．士

坑46．土坑49．土坑98．溝28、より新しい段階の遺構は土坑6．土坑26である。

先に、より新しい段階の遺構について検討する。まず層位的には、2つの土坑とも壁際で検出

したので、壁面の観察からオリーブ褐色砂泥を成立面とする遺構であることがわかる。出土遺物

をみると、2つの土坑の土師器皿はともにX期新段階に属する。また、土坑26からは「能」の字

を刻んだ軒丸瓦や火を受けて赤く変色した平瓦・丸瓦、焼けた壁土と考えられる焼土塊・焼土

粒・炭が出土した。同様に土坑6からも少量ながら火を受けて赤く変色した平瓦・丸瓦、焼土
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200）図68遺構変遷図（1

塊・焼土粒・炭が出土した。「誌」の字を刻んだ軒丸瓦は本能寺で使用されたものと判断できる。

また、この時期の火災は本能寺の変によるものとみて間違いない。したがって、土坑6．土坑26

は本能寺の変直後の遺構であり、オリーブ褐色砂泥はこの地での本能寺の再建（1582～1591）に

関わる整地層と推定できる。

次により古い段階の遺構について検討する。遺構の重複関係は次のように整理できる。土坑17
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はⅢ期中段階の土坑15よりも古い。土坑49はⅨ期の柱穴99よりも新しい。土坑46はⅨ期の柱穴

69よりも新しい。溝28はⅨ期新段階の士坑29よりも新しく、X期新段階の土坑26よりも古い。出

土遺物をみると、上限は士坑46埋土から出土したⅨ期からX期に属する土師器皿、下限は土坑17

最上部にめり込む状態で河原石の隙間から出土した虹期中段階の施釉陶器椀である。これらから

X期古段階以降で本能寺の変以前の遺構であることがわかる。

士坑46．土坑49．土坑98は約2.1m(7尺）の間隔で東西方向に並び、上部が削平されるが埋

土に河原石を含む状況から礎石を据えた柱穴の根石部分と考えられる。遺構の時期はこの地で本

能寺が再興された時期（1545～）におさまるので、本能寺の建物の一部を検出したと判断する。

また、土坑46の北側では類似する遺構を認めておらず、土坑46から西側へ約2.7m(9尺）の位

置には南北方向の溝28があることから、建物の北西隅部分に当たる可能性が高い。東側・南側へ
6）

の広がりは攪乱のため不明である。溝28は建物西側の雨落溝または境内の区画溝と考えられる。

土坑17はやや規模が大きく、西側の土坑98よりも新しい可能性が高いが、河原石を含む構造は共

通しているので一連の遺構と推定できる。直接の機能は不明であるが、建物の何らかの施設に伴

う遺構であると考える。なお、士坑46の中心は平安京の条坊復元では六角小路南築地芯から約48

m、油小路東築地芯から約46mに位置する。今後の周辺の調査に期するところが大きいが、本能

寺の建物配置復元の一つの手掛かりになるであろう。

桃山時代から江戸時代（虹期）には調査区東部に土坑が重複して分布する。室町時代前期から

中期の土取穴の西側に位置していることから、これらの土坑も土取穴で、本能寺が移転した跡地

で再び土取りが繰り返し行われ、土取りののちは土器などが廃棄されたと推定できる。ただし、

室町時代前期から中期に比べると遺物の出土量は格段に多い。

また、これらの土坑の上層には江戸時代中期の包含層である暗褐色砂泥が堆積していることか

ら、この頃になると現在と同様、小川通に面して建物が建ち並んでいたことであろう。

ｊ
ｊ

註
１
２
『京都市内遺跡立会調査報告平成7年度』京都市文化市民局1996年

｢平安京左京四条二坊」『平成9年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文化財研究所

1999年

平尾政幸『平安京左京四条二坊十四町跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査概報2003-5（財)京都

市埋蔵文化財研究所2003年

小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」『研究紀要』第3号（財）京

都市埋蔵文化財研究所1996年

『平安京左京二条四坊十町』（財)京都市埋蔵文化財研究所2001年

室町時代後期(X期）の遺構には、これらの他にX期古段階の土坑87がある。建物が南東方向に展

開すると仮定すると土坑87は建物内部に位置することとなる。調査区東部には室町時代前期から中

期の土坑が集まる状況からみると、むしろ、土坑87は建物に先行すると考えた方がよい。そうする

と建物の時期はX期中段階以降に限定されることとなり、まさしく本能寺が復興された時期に合致

する。

3）

4）

5）

6）
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V平安京西寺跡・唐橋遺跡

1．調査経過

調査地は、京都市南区唐橋西寺町35-12に所在する。今回の調査は、建物の新築工事に先立っ

て実施されたものである。対象地は、平安京西寺跡（平安京右京九条一坊十四町）および古墳時

代の集落跡である唐橋遺跡にあたる。平安京西寺跡の調査では23次となる。

西寺は、平安京造営時に東寺と共に朱雀大路の左右に造寺された。東寺は、現在も往時の様相

がうかがえるのに対し、西寺は、大正10年(1924)に史跡指定された講堂基壇のマウンド状の高

まりを西寺児童公園に残すのみである。西寺跡の発掘調査は、京都府教育庁文化財保護課が昭和

34年(1959)に初めて実施した。この調査では、東僧坊の礎石や基壇を検出している。それ以降、

奈良国立文化財研究所・烏羽離宮跡調査研究所・当研究所などによりこれまでに20数次にわたる

調査が実施されている。主要な調査については、表12にまとめた。これらの調査により、造営時

の主要伽藍配置はほぼ明らかになっている。
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表12周辺の主な調査一覧表※Noは図69の調査地点の数字と対応

文献調査主体調査年度 調査概要No

｢史跡西寺跡」鳥羽離宮跡調査研究所

1979年
京都府教育庁文化財保護課1961" 食堂院（礎石、礎石跡）1

｢史跡西寺跡」烏羽離宮跡調査研究所

1979年

京都府教育庁文化財保護課

奈良国立文化財研究所

金堂、南大門、東西僧坊（礎

石、礎石跡、基壇）
1962年2

｢史跡西寺跡」烏羽離宮跡調査研究所

1979年

中門、東回廊、南大門（雨落

ち溝、基壇、地覆石）
京都市教育委員会1974年３

｢史跡西寺跡」烏羽離宮跡調査研究所

1979年
京都市文化観光局文化財保護課北僧坊（礎石跡）1974年4

『平安京跡発掘調査概報』京都市埋蔵文

化財研究所概報集1978-Ⅱ1978年

東僧坊（礎石跡、雨落ち溝

基壇）
(財)京都市埋蔵文化財研究所1977年5

京雛市文化観光局文化財保護課||臓鶴謁鱸潔門辮文1977年 大炊殿（礎石）6

｢第19次発掘調査」『平安京跡発掘調査

報告昭和55年度』1981年
(財)京都市埋蔵文化財研究所西僧坊（基壇、礎石跡）1980年７

(財)京都市埋蔵文化”究所｜蕊,篭摺蕊』『篇謬発掘調査西寺西築地（築地）1980年8

｢第18次発掘調査」『平安京跡発掘調査

報告昭和55年度』1981年
(財)京都市埋蔵文化財研究所土壌、集積遺構1980年9

｢V西寺跡」『京都市内遺跡試掘調査概

報』1998年
京都市文化観光局文化財保護課西寺西築地（築地犬走）1997年10

l）

今回の調査地は、周辺の調査や西寺の復元推定ラインな

どから、西寺西築地内に位置していることがわかっており、

関連する遺構が検出されると想定された。付近では、北西

に約25m離れた所で京都市埋蔵文化財調査センターが1997

年に調査（表12-10）を行っており、西寺西限を区切る西大

宮大路の東側側溝を検出している。

調査は、2007年2月16日に、北側に隣接する民家の養生

を行ったうえで調査区を設定し、2月19日から重機掘削を

開始した。排土は敷地が狭いため土置き場がなく場外搬出

とした。3月2日に東壁付近を一部拡張して確認調査を行

い、全ての作業を終了した。調査の結果、西寺西限の築地

Y=－24，046

1

「
1

1
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ノ

X=－112，98
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0 5m

道路

図70調査区配置図（1：250）

に関連する遺構は検出できなかったが、湿地状の遺構や平安時代の柱穴を検出した。
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2 遣 構

（1）基本層序（図73）

調査区南部では現代盛士．近世以降の整地層の下に厚さ約10mの黄灰色～灰黄褐色砂泥層(1

層）があり、次に褐色砂泥が混じる厚さ20cm程の灰黄褐色砂泥層(3層）が堆積する。その下に

は遺物を少量含んだ厚さ30伽の灰色砂泥砂質層（9層）があり、以下、地山の褐灰色粗砂・灰色

粘土（10.11層）となる。調査区北部では、現代盛土・近世以降の整地層の下は、12世紀の遺物

を含んだ黄灰色～灰黄褐色砂泥層（2層）が20～25cmあり、その下層は中央部まで続く薄い黄褐

色砂泥層（4層）がみられる。次に9世紀から10世紀後半の遺物を多量に含んだ10～15cmの黄灰

色粘質士層（5層、落込み1）が、その南に褐灰色粗砂（7層、落込み7）広がり、以下、地山

となる灰色粘土（11層）が堆積する。

西寺が存続した時期の遺構としては、中央部から北部に続く黄褐色砂泥層（4層）の下で数基

の遺構を検出した。

（2）検出した遺構（図73、図版19）

検出した遺構は、平安時代の柱穴、士坑および湿地状落込みである。

落込み1調査区の北側の約1／3を占める湿地状の遺構。南北250cm、東西210cm以上。埋土

は黄灰色粘質土で深さは約15cmある。埋士からは9世紀から10世紀後半の土師器皿・高杯・甕・

鍋、須恵器甕、緑釉陶器椀、軒丸瓦・軒平瓦などが出土している。

柱穴2土坑6，落込み7の上面で検出した。掘形は長径が50伽、短径が40cm，深さ20cmの楕

円形を呈し、柱痕跡は径約20cmある。埋土は暗オリーブ褐色砂泥で、柱痕跡から土師器皿、丸瓦

の小片が出土した。

柱穴3灰色砂泥砂質層（9層）の上面で検出した。掘形の径約40cmの円形で、深さ25cm、柱

痕跡は径約20cmある。埋土は暗灰黄色砂泥で、10世紀の土師器皿、瓦の小片が出土している。

柱穴4灰色砂泥砂質層（9層）の上面で検出した。径約25cmの円形で、深さは20clllo埋土は

黄灰色砂泥粘質で、柱痕跡は検出していない。

土坑5灰色砂泥砂質層（9層）の上面で検出した。径約40m、深さ5cmの浅い窪み状の土坑

で、埋士は褐灰色砂泥。埋土から土師器皿、須恵器甕の小片が出土している。

土坑6落込み7の上面で検出した。南北130cm，東西160cm以上の土坑。埋土は黄灰色泥砂。

土師器皿、黒色士器甕の小片が出土している。

表13遺構概要表

時代 遺構 備考

平安時代中期 柱穴、土坑、湿地状落込み
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落込み7調査区の中央部の1/3を占め、南側から北へ下っている。埋士は褐灰色粗砂で、10

世紀前半の土師器皿・甕、須恵器杯・杯蓋・甕、瓦などに混じって古墳時代の土師器甕、須恵器

杯・壷の小片が出土している。

土坑8落込み7の下で検出した。南北180cm以上、東西80cm以上、深さ10cmの浅い窪み状の

土坑。埋土は暗黄灰色泥砂。埋土からは土師器皿、9世紀前半の須恵器杯蓋が出土している。

土坑9落込み7の上面で検出した。南北150cm以上、東西100cm以上、深さ10cmの不定形を呈

する浅い土坑。埋土は黄灰色粘質土。埋土からは土師器皿・甕、古墳時代の須恵器壺の小片が出

土しているがいずれも混入である。

遣 物3

（1）遺物の概要

2）

今回の調査で出土した遺物は、整理箱で8箱である。その大半が9世紀から10世紀の士器類と

瓦類である。

平安時代の遺物は主に落込み1．落込み7から出土している。土師器皿・甕・高杯脚、須恵器

杯・杯蓋・甕、黒色土器甕、緑釉陶器椀、軒丸瓦・軒平瓦などがある。

その他に古墳時代の土器類が少量出土しているが、全て混入したものである。落込み7からは

土師器高杯、須恵器壷の小片、土坑9からは須恵器甕の小片が

出土している。

出土した遺物はほとんどが小片で、磨滅が激しいものもあり、

図化できないものが多い。

＝鐡職

（2）出土遺物

土器類

古墳時代の土器（図74、図版20）1は落込み7から出土し

た5世紀後半の須恵器壷で、頸部には凸帯が巡り、櫛描き波状

2
010cm
信一一一一一

図74古墳時代の土器実測図

（1：4）
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図76軒瓦拓影・実測図（1：4）

文を施している。2は士坑9から出士した6世紀の須恵器甕である。

平安時代の土器（図75、図版20）落込み1から土師器皿・杯・甕（3．4．6)、緑釉陶器椀

(10．11）が出土している。これらは9世紀後半～10世紀前葉のものであろう。土坑6からは9

世紀後葉の土師器皿（5）が出土している。土坑8からは須恵器蓋・杯（7．9）が出土してい

る。地山直上の灰色砂泥層から出土した須恵器杯蓋（8）は、胎土は精撤で7．9と同様9世紀

前半のものである。

なお、落込み7から出土した10世紀前葉の土師器皿・甕、須恵器杯・甕などはいずれも小片で、

図化できなかった。

瓦類（図76、図版20）

軒瓦は全て落込み1から出土している。12は複弁八葉蓮華文軒丸瓦で、外区には珠文が巡り、

細い界線が花文に近い位置で廻る。蓮弁は子葉をもち、Y形の間弁は中房までのびる。中房は不

明である。13～15は均整唐草文軒平瓦である。13は界線で区切られた外区と脇区に珠文を配し、

内区には上向きになったC字状の中心飾りから、先端が丸くなる唐草文が左右に3転している。

表14遺物概要表

－79－

時代 内容
コンテナ

箱数
Aランク点数

Bランク

箱数

Cランク

箱数

古墳時代 土師器、須恵器 須恵器2点

平安時代前期 土師器、須恵器、瓦類
土師器1点、須恵器3点、軒丸
瓦1点、軒平瓦3点

平安時代中期
土師器、須恵器、黒色土器、

緑釉陶器、瓦類
土師器3点、緑釉陶器2点

平安時代後期 土師器､須恵器、灰釉陶器

鎌倉時代以降 瓦器、施釉陶器、焼締陶器、

合計 8箱 15点（1箱） 6箱 1箱



中心飾りの部分は磨滅している。14は13と比べると唐草文の先端の形状が異なり、C字状の中心

飾りの中に「小」の字を逆さにした文様があるが、13と同文の可能性がある。15も13．14と同様

の意匠と思われるが、唐草文の先端部の形状が異なっている。平瓦部凹面には布目痕が残る。12

～15の軒瓦は、大きさ・文様などから栗栖野瓦窯産と考えられる。

遺物の約半分を占めている丸・平瓦は、主に落込み1から出土しているが、ほとんどが小片で

あった。また、出土した瓦類には刻印や記号などは認められなかった。

4°まとめ

調査地は西寺寺域内の北西隅にあたり、西築地に関連する遺構の検出が期待されたが、今回の

調査では発見できなかった。しかし、以下のことがわかった。

今回の調査区から約8mほど南へ離れたところで1980年に実施した発掘調査（表12-9)では、

地表下約50cmで平安時代の遺構が検出されている。また、北西方向へ約25m離れた地点で実施さ

れた1997年の試掘調査（表12-10）の結果では、地表下約80cmで平安時代の遺構が検出されてい

る。当該地はその中間地点となり、南から北に向かって下る土層の堆積を確認できた。この士層

の堆積は、落込み1の埋土から出土した遺物が10世紀代のものであること、南部の地山直上の出
3）

土遺物が9世紀前半であることから、この範晴におさまると考えられる。西寺は正暦元（990）年
4）

に塔以外は焼失し、更に天福元（1233）年にはその塔も焼けて再建されなかったという記述があ

る。今回の一連の土層の堆積はこの間のものである。

ほかに、柱穴を3基検出した。いずれも規模が小さく、性格は不明であるが、西寺寺域内北西

隅の状況を示す成果といえる。

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

註
１
２
３
４

杉山信三『史跡西寺跡』鳥羽離宮跡調査研究所1979年

小森俊寛『京から出土する土器の編年的研究』（有)京都編集工房2005年

『日本紀略』正歴元年二月二日条

『明月記』天福元年十二月二十五日条
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Ⅵ法勝寺跡･岡崎遺跡

1．調査経過

調査地は、白河天皇が創建した法勝寺の伽藍北辺地にあたる。調査地の東を通る南北通りは法

勝寺中心伽藍の中軸にほぼ乗っており、調査区の南約100mの地点には金堂某壇が遣存している。

金堂跡および回廊の発掘調査は昭和50年に行われており、金堂の版築基壇や礎石下に据えられた

大規模な根石群を良好な状態で検出し、柱の位置を推定することができた。また、昭和61年には

金堂基壇の東を発掘調査し、金堂に取り付く回廊基壇の南へ折れる部分と雨落ち溝を検出してい

る。

発掘調査に先立ち、京都市文化財保護課によって敷地東半部と西半部で試掘調査が行われた。

西半部の試掘トレンチで南北方向の溝の東肩を検出し、多くの平安時代後期の瓦が出土した。そ

のため、京都市文化財保護課の指導のもと、敷地西半部に東西約12.5m、南北約9mの調査区を

設定し、発掘調査を行うこととなった。なお、東半部の試掘トレンチでも柱穴等が確認されたが、

工事掘削が届かないことが判明したため、調査対象外となった。発掘調査は試掘調査成果を受け

て、金堂跡の北側に所在したと考えられる堂舎群の有無を確認するとともに、法勝寺伽藍の北限

のデータを得ることを目的に行った。
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調査は盛土を重機で除去したところ、調査区西端部において南北方向の溝状遺構を確認した。

この遺構は試掘調査で確認していた南北方向の溝であり、幅が2m以上あることが判明した。た

だ、溝の上層から出土する遺物は平安時代後期の瓦類とともに江戸時代以降の土器類を含んでい

た。また、断面観察によれば溝廃絶後には東側に接して江戸時代後期以降の土塁が存在し、この

溝の形成時期が問題となった。最終的に溝最下層まで掘り下げたところ、出土遺物は16世紀末か

ら17世紀初頭までしか遡らないことが判明し、近世の岡崎村に関する遺構であることが判明した。

なお、溝の東では数条の耕作溝と攪乱土壌を検出しただけで、法勝寺の遺構は全く確認できなか

った。調査ではこれらの遺構の写真および実測図などの記録を作成し、発掘調査終了後は地盤改

良を行いながら埋め戻しを行い、すべての作業を終えた。
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2110YR1.7/1黒色砂泥（締まり有り土塁構築土）

2210YR2/1黒色砂泥（土塁構築土）

231YR3/1黒褐色砂泥（締まり有り土塁構築土）
241YR2/1黒色砂泥（締まり有り土塁構築士）

2510YRl.7/1黒色砂泥（締まり有り）
261YR3/1黒褐色砂泥

272.5Y5/2暗灰黄色シルト（締まり有り土塁構築土）
282.5Y3/2黒褐色砂泥（締まり有り）

292.5Y4/2暗灰黄色砂泥（締まり有り土塁構築士）
302.5Y2/1黒色砂泥（土塁構築土）

312.5Y4/2暗灰黄色砂泥（締まり有り土塁構築土）
322.5Y3/1黒褐色砂泥（土塁構築土）

331YR3/1黒褐色砂泥

342.5Y3/1黒褐色砂泥

351YR2/1黒色砂泥（締まり有り土塁構築土）
361YR3/1黒褐色砂泥（江戸時代耕作土層）

372.5Y2/1黒色砂質シルト（土塁東溝）
382.5Y3/1黒褐色砂泥（土塁東溝）

392.5Y6/2灰黄色粗砂～砂礫（基盤層）

1YR3/1黒褐色砂泥（締まり有り）

1YR2/1黒色砂泥

1YR3/2黒褐色砂泥

1YR2/2黒褐色砂泥

10YR4/3にぶい黄褐色泥砂
1YR3/2黒褐色砂泥

10YR3/1黒褐色砂泥

10YR4/2灰黄褐色砂泥
1YR2/1黒色砂泥（土塁構築土）

1YR3/1黒褐色砂泥（土塁構築土）

10YR1.7/1黒色砂泥（土塁構築土）

10YR2/1黒色砂泥（土塁西溝）

1YR3/1黒色砂泥（土塁西溝）

2.5Y3/2黒褐色砂泥

2.5Y4/2暗灰黄色シルト(SD9上層）
2.5Y3/2黒褐色粗砂(SD9中層）

2.5Y4/1黄灰色砂質シルト(SD9下層）

1YR3/1黒褐色砂泥

2.5Y5/2暗灰黄色シルト締まり有り土塁構築土）
2.5Y3/1黒褐色砂泥（締まり有り土塁構築土）
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2 遺 構（図81．82、図版21）

敷地周辺は東から西へ緩やかに下がる傾斜面で、白川の右岸に形成された河岸段丘上に立地す

る。調査地での基本層序は、東半では約0.5mの盛土を除去すると、下層に江戸時代の耕作土層が

約0.3mほど堆積していた。西半は後述するように江戸時代に土塁が形成されており、約0.2mの

盛土下で土塁上面となる。地盤面はこれら江戸時代の耕作土層や士塁形成層を除去した段階で灰

黄色の粗砂～砂礫層の基盤となる。基盤上面の標高は52.0mである。

検出した遺構は江戸時代以降の溝や攪乱土壌が主体であり、法勝寺に関係する遺構は確認でき

なかった。これらの遺構の中で注目できるのが調査区西端部で検出した南北溝(SD9)である。

西肩が調査区外となるため溝幅は不明だが、現状で2rn以上になることは間違いない。検出面か

らの深さは約0.8mで、溝底部の標高は北端で51.05m、南端で50.9mと北から南へ流れる。断面

を観察すると、最下層に流水堆積を示す黄灰色砂質シルトが堆積しており、中層に黒褐色粗砂、

上層には暗灰黄色シルトが堆積していた。出士土器から16世紀末から17世紀初頭に成立した堀状

の人工溝と考えられる。

また、調査区北壁の断面観察によると、SD9埋没後であるが東に隣接して土塁が形成されてい

たことが判明した。土塁は固く締まった黒褐色～黒色砂泥を下から積み上げて構築し、最上層に

は暗灰黄色シルトを盛り上げている。士塁構築当初は幅約0.6mの南北溝が土塁の東西に掘られて

おり、東溝は南端で途切れるが、西溝は南の調査区外へ連続する。士塁の基底部幅は約3.4m、高

さ約0.7m、後には東西の溝を埋めて基底部幅が広がっていた。

土塁の構築年代であるが、東溝から18世紀～19世紀の遺物が出土しており、江戸時代後期まで

存続していたことは明らかである。また、西側溝は早く機能を失い、土塁西側の落ち部下層から

17世紀に遡る焼締陶器播鉢や唐津椀・古伊万里椀などが出土している。おそらく、SD9を埋め戻

して間も無く、17世紀前半には土塁が構築されたと考えられる。なお、土塁構築士には地盤土が

まったく含まれていなかったことから、SD9を掘削した土は土塁構築土には使用されていないと

考えられる。

3 遣 物（図83～85、図版22．23）

出土遺物は整理箱にして11箱分出土しているが、その大半は平安時代後期の瓦類である。土器

類はSD9およびその上層の土塁西側落ち部から若干の資料が出土しているにすぎない。

瓦類は調査区全体から出土しているが、中でも江戸時代の耕作土層を切り込むかたちで成立す

る調査区東半の攪乱土壌から多く出土した。これらの瓦類は平安時代後期を中心とする法勝寺関

係の資料と、江戸時代以降の資料に大きく分けることができる。

平安時代後期の軒丸瓦では、播磨産（1．2）と京都産の三巴文軒丸瓦（3）が出土しており、

前者には周縁上に唐草が巡る特殊な軒丸瓦（1）が含まれる。また、三巴文軒丸瓦（4）は大型
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図83軒瓦拓影・実測図1(1:4)

の資料で鎌倉時代に入る可能性がある。平安時代

後期の軒平瓦は播磨産の均整唐草文軒平瓦（6）

および偏向唐草文軒平瓦（8）がある。前者は粘

土積み上げによって曲線顎を成形し、顎面をヨコ

ヘラ削りで仕上げ、後者はいわゆる「包み込み技

法」によって製作されている。また、文様部顎面

から凸面にかけて太い縄叩きが施される丹波系唐

草文軒平瓦（7）や、折り曲げ技法の痕跡が顕著

な京都産の剣頭文軒平瓦（9．10）もみられる。

これらの軒瓦のほか丸瓦や平瓦が多く出土してお

り、当地が法勝寺の寺域内であることを暗示する

資料となる。なお、1点だけであるが池田瓦窯産

と考えられる、平安時代中期の均整唐草文軒平瓦

（5）が出土している。法勝寺の前身が藤原氏の別

業と伝えられることから、何らかの関係が想定で

きよう。

江戸時代以降の瓦類は多量の桟瓦が攪乱土壌か

11

Ｆ
Ｆ
《
廷
ｑ
〕

１
１

〆鐸､繍曇"『-;跡-・
芦三・℃坐

14

20cm

一’

、
〕
１
１

図84軒瓦拓影・実測図2（1：4）
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れていた。軒丸瓦（11）

一
一
一

一
言

は「満」銘軒丸瓦で、軒

平瓦（13）とともに満願

寺の移建造営段階の資料

と考えられる。また、中

＝

図85SD9および士塁西側落ち部出土土器実測図(1:4)
心飾りに細弁蓮華文をも

つ優美な軒平瓦（14）も満願寺関係の資料であろう。軒平瓦（12）は文様構成や顎の形態・製作

技法から考えて、満願寺が移建してきた18世紀初頭より遡ると考えられる資料で、岡崎村が成立

した16世紀のものと想定している。

なお、これら瓦類の出土遺構は、資料1．3．4．7がSD9上層である他は、すべて攪乱土壌

内からの出土である。

土器類はSD9から土師器皿を中心にまとまって出土している。この溝の中・下層である黒褐色

粗砂と黄灰色砂質シルトからは土師器皿だけが出土した。口径10cmの小型Ⅱ(15)と口径12cm弱

の中型皿（16．17）で構成される。上層の暗灰黄色シルトからは、土師器皿とともに焙烙鍋が出

土し、破片であるが信楽産の揺鉢や瓦質土器片なども共伴するが、磁器類がまったく出土しない

のが特徴的である。土師器皿は小型皿（18．19）が口径約9～9.5cm、中型皿(20)が口径11.7

cmと、下層の土師器皿よりも小型化しており、時期が若干下ることを示している。焙烙鍋(21)

は口径35.5cmのやや大型で深さのある資料で、口縁端部が内側に肥厚するなど型式属性として古

表15遺構概要表

表16遺物概要表

※コンテナ箱数の合計は、整理後、Aランクの遺物を抽出したため、出土時より2箱多くなっている。

－86－

時代 遺構 備考

江戸時代 南北溝(SD9)、土塁、土塁東西溝 近世岡崎村の西限か

時代 内容
コンテナ

箱数
Aランク点数

Bランク

箱数
Cランク

箱数

平安時代 瓦 11箱 軒瓦10点 9箱

江戸時代
土師器、焼締陶器、染付磁器、

施釉陶器、瓦質土器、瓦
2箱

土師器7点、焼締陶器1点、

施釉陶器2点、染付磁器1

点、軒瓦4点、

1箱

合計 13箱 25点（2箱） 1箱 10箱



い様相を持っている。内面には板状工具による整形痕跡が認められ、外面には煤が付着する。こ

れらの資料は平安京左京北辺四坊の報告で年代基準資料とした土壌F1605出土土器と類似してお
1）

り、16世紀末から17世紀初頭の年代観も矛盾しない。

このほか、SD9埋没後の士塁西側の落ち部から信楽の揺鉢(22)や唐津椀(23．24)のほか、

古伊万里椀（25）が出土しており、17世紀の年代が与えられる。これらは土塁が構築された年代

を間接的に示す資料であろう。

4．まとめ

法勝寺の旧跡は、戦前まで京都市立動物園内に残されていた「塔ノ壇」と称する土壇が八角九

重塔の基壇と考えられていた。また、「塔ノ壇」の北側には「御所ノ内」という地名が残り、金堂

跡基壇が残存し、金堂跡士壇の北側では「五大塔（堂）芝原」や「薬師前」など五大堂と薬師堂

の存在を示す地名が認められる。

これら中心伽藍の北半部に所在したと考えられる堂の位置や、伽藍地北辺に想定される諸施設

について現状では全く不明といえる。今回の調査ではそれらの解明が重視されたが、残念ながら

遺構としては寺院施設の存在は確認することができなかった。しかし、多くの法勝寺関係の瓦が

出土することから、当地が法勝寺の伽藍地内であることはほぼ間違いないであろう。

法勝寺には多くの堂が建立されており、広大な敷地を有していた。西限については、現在の岡

崎通りが平安時代の「車道」に相当し、この大路を西限として築地が構えられ、二条大路末に面

する部分に西大門が建てられたと考えられている。南北規模については不明だが、金堂の北側に

多くの建物が存在したことから、当地を越えて冷泉小路末あるいはそれより北に延びることが想

定できる。どちらにしても東西2町以上、南北2町以上の広大な敷地をもつ、天皇の御願寺にふ

さわしい大寺院だったことが、今回の調査でも再確認できたといえる。

次に、江戸時代の遺構であるが、調査区西端で検出した南北溝SD9が近世岡崎村の成立を考え

るうえで重要な遺構となる。SD9は16世紀末まで遡る人工の堀であり、埋没後も江戸時代を通じ

て土塁として残されていたようである。

岡崎村は、室町時代の16世紀中頃には東山十郷の一つとして岡崎郷と呼ばれ、白川の左岸で

｢くろたに道」（昔の車道・現在の岡崎道）の東方から天王町・黒谷辺りまでの地域に形成された

村である。江戸時代には上岡崎・中岡崎・下岡崎に分かれており、現在の当調査地の東を南北に

通る道が、近世には村の中枢路として機能していた様子が、元禄十四年実測大絵図（1701）に描

かれている。この大絵図を詳細に観察すると、路の東西に家々が軒を連ねるが、その後方の畑地

との境界は草地状に表現されている。おそらく、ここに表現された岡崎道との間の境界施設が土

塁であり、当初は南北方向の堀が掘削されていた可能性が高いであろう。

SD9から出土する土師器には磁器や陶器が共伴しておらず、16世紀末から17世紀前半までの様

相を呈している。おそらく中世末期の混乱期に堀が掘削され、その村境が近世には土塁として継

－87－
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図86「天明六年京都洛中洛外絵図」京都大学附属図書館蔵
『慶長昭和京都地図集成1611(慶長16)年～1940(昭和15)年』より抜粋、加筆し転載した。

承されたと考えるのが自然である。

その後、元禄十六年（1703）には上京の行衛町から中岡崎に満願寺が移転し現在まで法灯を保
2）

っている。「天明六年京都洛中洛外絵図」（1786）（図86）をみると18世紀後半までは満願寺の門

前の多くの家並みとともに村境が表現されているが、19世紀前半には満願寺の門前は衰退し、畑

地として利用されるようになる。今回検出した村境の土塁も、家並みの衰退とともに機能を低下

していったと考えられるのである。

ｊ

註
１ 『平安京左京北辺四坊』京都市埋蔵文化財研究所調査報告第22冊（財)京都市埋蔵文化財研究所

20()4年

『慶長昭和京都地図集成1611(慶長16)年～1940(昭和15)年』柏書房1994年2）
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Ⅶ中臣遺跡84次調査

1．調査経過

今回の調査は、京都市山科区勧修寺西金ケ崎390,391の共同住宅建設工事に伴い実施した、中

臣遺跡84次調査である。調査地は中臣遺跡の中央部南西寄りの地点にあり、｜日安祥寺川と山科川

に挟まれた栗栖野丘陵が、西側に向かって急激に傾斜する低位段丘面に位置する。現在でも北側

約30mには比高差約3mの段丘崖が認められる。

中臣遺跡は、これまでの調査で、後期旧石器時代から中世に至るまでの遺構、遺物を確認して
1）

いる複合遺跡である。調査地周辺の調査では、東側に隣接する36次調査で、時期不明の土壌が、
2）

北側に隣接する市街化道路16号線建設工事に伴う10次調査で、3．4世紀の竪穴住居が1棟、平

安時代の掘立柱建物1棟などが確認されているが、中臣遺跡内では比較的遺構密度の低い場所に

当たる。当調査地では、遺跡内での遺構の広がりを確認することを目的とした。

調査の結果、旧安祥寺川に向かって落ち込む旧地形を確認したものの、遺物はほとんど確認で

きず、時期を特定できる遺構はなかった。

図87調査位置図（1：5,000）
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敷地境界線

010m

図88調杳区配置図(1:400)

遣 構2

（1）基本層序と遺構の概要（図92、図版24）

調査区は調査前は田圃であり、全体に約0.2～0.3mまで耕作士・床土となっている。以下、東

側は|日耕作土である黒褐色粘質土が残っており、地表下約0.4m以下が黄褐色粘質土と暗褐色粘質

土からなる地山である。黄褐色粘質土と暗褐色粘質土は一連のもので、土色は序々に変化してい

る。全ての遺構は地山上面で検出した。

また調査区西半では、旧安祥寺川に向かって落ちていく2段の低位段丘崖を確認した。この低

位段丘は当地域が区画整理事業が行われる昭和50年代まで残っていたことがわかっている。現代

の田圃は区画整理事業時に、市街化道路の高さに合わせて、低位段丘の落込みに盛土を行い造成

している。

図89調査前全景（南西から） 図90作業風景
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遺構は、低位段丘の落ち込みと、土壌、小穴

が存在するが、風倒木痕や木の根と考えられる

ものも多い。また、全体に耕作土によって削平

されており、遺物を確認した遺構も少なく、時

期を特定できるものはなかった。

時代

時期不明

表17遺構概要表

遺構

落込み6．7

（2）検出遺構（図91）

落込み6．7低位段丘の落ち込みである。南西を流れる旧安祥寺川とほぼ並行している。確

認した比高差は落ち込み6．7ともに約0.2mである。埋土には縄文土器、土師器、須恵器、土師

器皿などが出土しているが、細片がほとんどである。区画整理時に田圃造成のため、埋められて

いる。

3 遣 物（図93、表18）

遺物は、縄文時代から江戸時代のものが整理箱にして1箱分出土した。内容は縄文土器、土師

器、須恵器などである。遺物は極めて少数であり、いずれも細片で図示できるものはほとんどな

い。

落込み6出土土器（1）落込み6からは、須恵器、土師器が出土している。図示できたのは、

須恵器杯蓋のみである。外面全面に降灰。天井部を除く外面と内面ヨコ

ナデ｡天井部と体部に明瞭な綾が見える｡色調は灰色､焼成は良好であ//-E三、

′霧塗
る。飛烏時代に属するものと思われる。

落込み7出土土器（2）落込み7からは遺物はほとんど出土せず、わ
010cm

ずかに縄文土器を1点確認したのみである。深鉢の体部と思われる。内

外面ともに条痕を施す。焼成は良好だが、胎士に雲母、石英を多く含ん図93士器実測図
（1：4）

でいる。縄文時代晩期に属する。

表18遺物概要表

時代 内容
コンテナ

箱数
Aランク点数

Bランク

箱数

Cランク

箱数

縄文時代 縄文土器 縄文土器1点

飛鳥時代 土師器・須恵器 須恵器1点

江戸時代 土師器

合計 2箱 2点（1箱） 0箱 1箱

※コンテナ箱数の合計は、整理後、Aランクの遺物を抽出したため、出土時より1箱多くなっている。
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4 ．まとめ

今回の調査では、遺物も少なく、時期の特定できる遺構は確認できなかった。周辺ではすぐ北

側で弥生時代後期の竪穴住居が1棟確認されているが、全体に遺構は稀薄である。今回の調査結

果もこれまでの成果を裏付けることとなった。しかし、調査地南東側では、断絶があるものの、

弥生時代後期から古墳時代、平安時代にかけて多数の建物が確認されている。また、北西側約150

mでも同時期の建物が多数確認され、方形周溝墓や古墳も存在する。調査地が位置する中臣遺跡

西側の低位段丘面では、このように活発な土地利用がなされる場所と、ほとんど土地利用の痕跡

が見られない場所が存在する。中臣遺跡内において、今回の調査地周辺がどのような意味を持っ

ていたのかは、今後の課題である。

ｊ
ｊ

註
１
２
『中臣遺跡発掘調査概要』昭和55年度京都市埋蔵文化財調査センター1981年

『中臣遺跡』建設省国庫補助による発掘調査概要1977年（財)京都市埋蔵文化財研究所1978年
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Ⅷ妙満寺窯跡

1．調査経過

（1）調査経過

調査に至る経過調査地は、京都市左京区岩

倉幡枝町743-28,743-29,1215-3，1256-6

番地に所在し、この地に住宅の建築が申請され

た。当該地は妙満寺窯跡の範囲に含まれ、京都

市文化財保護課が2007年6月13日に調査対象

地で2箇所のトレンチを設けて試掘調査を実施

した。

その結果、敷地東側の南北トレンチで、地表

下約1.5mで炭層・遺物包含層を検出、平安時

代の瓦・士器が出土し、対象地内に平安時代の

遺構が良好に残存していると判断したため、財

団法人京都市埋蔵文化財研究所に発掘調査を委

卿

図94調査区配置図(1:1,000)
託し、発掘調査を実施することとなった。

今回の調査では、周辺の分布調査・発掘調査の成果に基づき、飛烏時代から平安時代の須恵

器・瓦の窯とそれに伴う施設を検出すると共に、周辺の調査と合せて当地の変遷を明らかにする

ことを目的とした。

調査経過発掘調査では、2007年6月25日から機械掘削を行い、遺構調査を26日から開始した。

調査区は、調査地北部に長方形（東西14m×南北11m)に設定した。

調査は、遺構面（第1面、地表下約0.7～1.5m)まで機械掘削し、その後手掘りで調査を行っ

た。遺構面は1面で、攪乱などを掘り下げ、遺構検出状況を記録した。その後、落込などの遺構

の調査を実施し、平面実測と写真撮影を実施した。最後に断割により下層の堆積状況を確認し、

断面写真撮影・実測などを行い、7月27日に調査を終了した。

（2）遺跡の位置と環境（図95）

地理的環境調査地周辺は、岩倉盆地の西側に位置し、周辺は木造家屋とコンクリート家屋が

混在した宅地である。

当地域は、岩倉盆地西辺にある城山（標高137m)の周囲に広がる丘陵地（幡枝丘陵）の東麓部

に立地し、調査地は北西から南東へ緩やかに下がる傾斜地に位置する。この幡枝丘陵は1962年末

－95－
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から1963年にかけて、国立国際会議場建設のための士取によってかなり削り取られ、その後宅地

が造成された。1971年には、調査地東側が栗栖野から木野に通じる道路（主要地方道下鴨静原大

原線）建設によって東側が切り取られ、調査地上面から道路までは約3mの段差がある。調査地

付近の現在の標高は98mである。

歴史的環境調査地周辺は、飛烏時代から平安時代の窯業生産地である幡枝・栗栖野窯跡群の
l）

範囲に含まれる。

幡枝地域では、飛烏時代（7世紀初頭）から須恵器と瓦生産が開始される。元稲荷窯は瓦と須

恵器の兼業窯であるとされる。その後、7世紀後半まで瓦・須恵器生産が栗栖野5．6号窯など

で、継続して生産される。奈良時代（8世紀末前半から後半）には、当地域では窯業生産は見ら

れない。

平安時代前期（9世紀初頭）には、再び栗栖野地区で瓦・陶器生産が本格的に再開され、須恵

器・緑釉陶器・白色土器の生産も同時に行われる。この時期の窯としては栗栖野地区の21･23号

窯・13号窯などがある、その後、前期中葉（9世紀中頃～後半）には本山官山窯、前期後半には

妙満寺裏窯・妙満寺境内窯平安時代中期（10世紀初頭）には栗栖野3号窯などの窯があり、須

恵器・陶器などの生産は平安時代中期には終了する。瓦生産は引き続き行われ、平安時代後期か

ら、一部鎌倉時代前半まで操業する。

中世の様子は明らかではないが、室町時代頃には土師器の生産が開始され、近世・近代まで生

産が行われていた。

（3）周辺の調査（図95）

調査地周辺で行われた、これまでの主要な分布調査・発掘調査の概要を述べる。

調査地北隣の宅地東側崖面では1971年に同志社大学が灰原と推定される遺構を発見した。報告

には「B16(地点）は道路脇の崖面に長さ約5m，幅約1mにわたって灰の層が認められ、灰層

中より須恵器杯・甕破片を多く採取した。この灰層中には窯壁と考えられるものは認められず、
2）

窯吐灰原と考えられる｡」と記載され、「妙満寺前窯」と名付けられた。

調査地北西約300mには、妙満寺裏（庭）窯があり、緑釉陶器・素地・須恵器などが採取され害

■
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3）

窯と推定されている．同北西約100mには、妙満寺境内窯があり、緑釉陶器・素地などを焼成した
4）

害窯が確認されている。調査地南西側約150mには元稲荷窯がある。1935年に瓦・須恵器が採取
5）

され窯が確認され、1963年に害窯1基を発掘し、瓦陶兼業窯であることが明らかとなった｡調査

地100m南側では1995年に発掘調査が実施され、江戸時代(16世紀代）の土師器生産に関連する
6）

遺物が出土し、建物などの遺構を検出した。

調査地南西約150mには栗栖野3～11号窯があり、1985年に発掘調査が実施された。飛烏時代
7）

の害窯3基・平安時代後期の平窯5基が検出された。1992年には丘陵の東側で栗栖野21．22号窯
8）

が発掘され、平安時代前期の害窯が2基検出された。

構遣2

（1）層序（図98）

層序調査地は、場所によって堆積状況が異なるが、基本的層序は地表面から約0.7～1.1mま

でが現代整地層（第1層）で、上部は褐色土で下部は黄褐色土と褐色土が互層となる。第2層は

明黄褐色砂土と明褐色砂土の混合層で無遺物の地山（第2層）である。第1層では、調査区北西

部と南西部は褐色泥礫層、問には斜方向に黄褐色砂泥層が堆積する。

遺構の概要調査は、第2層上面を第1面として調査を行った。第1面では攪乱・削平がひど

く、江戸時代以降の遺構を検出したが、それ以前の遺構は検出できなかった。第1面の検出高は

Y=-20,448

／
〃

/_H=970m
1

／

／
〆

／

／

0 2m

褐色土

｜盛土'第’
にぶい茶褐色土

褐色土

暗オリーブ褐色砂泥

4と11の混合土

黒灰色砂泥

｜落込‘
浅黄色砂泥

にぶい黄褐色砂泥ブロック

灰黄褐色砂泥

10にぶい黄褐色砂泥：落込2

11明黄褐色砂土と明褐色砂土の混合土：地山（第2層）
１
２
３
４
５
６
７
８
９

図98基本土層図（北壁東部、1：40）
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西端の方が東端より0.4m高く、西側から東に若干傾斜する地形を呈する。第1面上面の標高は、

調査区中央で46.5mである。

（2）第1面の遺構（図99、図版25．26）

落込1調査区南東部で検出した落込で、西肩部は攪乱溝に切られる。西側は直に落込み、底部

は平坦である。南北幅は8m確認し、南北・東側に継続する、深さは約0.4mである。埋土は3層

に分かれ、l層は黒灰色砂泥で堅く締まる（厚さ約0.1m)、2層は浅黄色砂泥で、にぶい黄褐色

砂泥ブロックを含み、締まらない（厚さ約0.3m)、3層は灰黄褐色砂泥（厚さ約0.1m)である。

遺物は2層に多く、瓦・土師器・須恵器・施釉陶器・素地・窯壁などが出土した。土師器は江戸

時代に属する。
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表19遺構概要表

時代 遺構 備考

江戸時代 落込1．2

落込2落込1の底部で検出した落込で土壌で、西側は傾斜し、底部は平坦である。南北幅は

7.5m確認し、南北・東側に継続する、深さは約0.4mである。埋土はにぶい黄褐色砂泥で黄色砂

泥ブロックを含む。埋土中の遺物は少なく、瓦・土師器・須恵器・緑釉陶器素地などが出土した。

土師器は江戸時代に属する。

3 遣 物

（1）遺物の概要

遺物は整理箱にして7箱出土した。種類には瓦類・土器類などがあり、大半が士器類である。

その他、窯壁も若干出土した。

時期別には、飛烏時代から江戸時代で、飛烏時代のものが最も多く、次いで平安時代前期のも

のが占め、他の時代に属する遺物は微量である。

以下、種類毎に主要遺物を報告する。

（2）土器類（図100.101、図版27．28)

土器類の器種には、土師器皿、須恵器杯身・杯蓋・鉢・甕、緑釉陶器・同素地椀・皿・壷など

がある。時期は、飛鳥時代後半（7世紀後半）と平安時代前期（9世紀後半）・江戸時代である。

表20遺物概要表

時代 内容
コンテナ

箱数
Aランク点数

Bランク

箱数

Cランク

箱数

土師器、須恵器 須恵器21点

飛烏時代後半

丸瓦、平瓦、鴎尾 丸瓦1点､平瓦1点、鴎尾1点

須恵器、緑釉陶器素地、 須恵器1点、緑釉陶器・素地
窯壁 18点、窯壁5点

平安時代前期
軒平瓦、平瓦、鴎尾 軒平瓦1点、平瓦2点、鴎尾1点

室町時代 土師器

江戸時代 土師器・陶器・磁器

合計 8箱 52点（1箱） 7箱 0箱

※コンテナ箱数の合計は、整理後、Aランクの遺物を抽出したため、出土時より1箱多くなっている。
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土器類は、落込1から多く出土し、落込2．第1層からも若干出土した。

土師器Ⅲがあるが、小片のために図示することができなかった。口縁部内外面横ナデで底部

内面に圏線が巡る。

須恵器（1～21）杯蓋(1～6)は、返りのあるものと、無いものに分かれる。3．4は天井

部がやや丸みをおび、口縁部はなだらかに開き、端部は丸く収める。3．4は内面に返りがある。

天井部外面回転ケズリ、天井部内面・口縁部内外面は回転ナデである。5．6は天井部が平坦で、

口縁部はなだらかに開き、端部は垂下する。天井部外面回転ケズリ、天井部内面・口縁部内外面

は回転ナデである。1．2はつまみ部で、1は宝珠型、2は偏平で、天井部が平坦であることか

ら薬壺の蓋の可能性がある。つまみ部・天井部内外面は回転ナデである。

杯身（7～13）は、底部切り離しの杯Gと、高台を貼り付ける杯Bに分かれる。杯G7．8は

底部が丸みを持ち、体部は内弩気味にたちあがる。底部外面はへう切り不調整で、底部内面・体

部内外面は回転ナデである。杯B9～13は底部が平坦で、体部は直線的に外上方に伸び、口縁部
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図101土器実測図2（1：4）

は外反するものと直線的なものがあり、端部は丸く収める。底部外面端部に外傾する高台が貼り

付く。底部・体部・口縁部内外面は回転ナデ、高台部は強く回転ナデを施す。

鉢（14）は、体部・口縁部が内弩し、口縁端部に面を持つ。口縁部外面に2条の凸線がある。

凸線は削出しである。体部外面下半は回転ケズリ、体部内面・口縁部内外面回転ナデ。

甕（15～18．21）は、口縁部が大きく開くものと、そうでないものに分かれる。15．17．21

は口縁部が大きく外反し、端部はやや垂下する。外面に凸線があり、櫛描き波状文を施す。凸線

は貼付けである。口縁部内外面回転ナデ。16は口縁部が外反し、端部は内側に肥厚する。口縁部

内面と体部肩部に櫛描き直線文を施す。口縁部内外面回転ナデ、体部外面ナデ、内面ケズリ後ナ

デである。

壺（19．20）は、口縁部が外反する。肩が張り、体部は丸く収める。

出土遺構は、3．9．14は第1層、他は落込1である。

緑釉陶器・素地（22～40）椀（22～26．28．30．32．34～40）は、30が小椀で他は通常サ

イズである。高台は22．30が平底、23～26．36～38が蛇の目高台、28．32．34．35が輪高台で

ある。体部は内弩気味に開く。口縁部端部はやや外反し、39は外面に、40は内面に凹線紋を施す。

35は外面に陵が付く陵椀である。22．24．32．34．35は底部内面に圏線を施す。高台は削出高

台で、回転ケズリ。底部内面・体部内外面は回転ナデ、底部内外面・体部内面にへうミガキを施

すものも見られる。30は底部外面回転糸切り後未調整。28．32は高台内面から下面に回転ナデを

施す。28．32は内外面にハケで緑釉を施す。

皿（27．29．31）は、高台が27は蛇の目高台、29．31は輪高台である。体部は外上方に開く。

29．31は底部内面に圏線を施す。高台は削出高台で、回転ケズリ。底部内面・体部内外面は回転

ナデ、底部内外面・体部内面にへうミガキを施すものも見られる。29．31は高台内面から下面に

回転ナデを施す。29．31は内外面にハケで緑釉を施す。

壷（33）は、底部は平坦で外面端部に外傾する高台があり、体部は内弩気味に立ち上がる。高

台は削出高台で、回転ケズリ。底部外面・体部外面は回転ケズリ、底部内面・体部内外面は回転

ナデである。
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図102瓦類拓影・実測図(1:4)

25．38は黄灰色を呈し軟陶であるが、他は灰色を呈し硬陶である。出土遺構は、全て落込1で

ある。

（3）瓦類（図102、図版29)

瓦類には、丸瓦・平瓦・鴫尾などがある。時期は、飛烏時代と平安時代初期である。

瓦類は、落込1から多く出土し、落込2．第1層からも出土した。

飛鳥時代（41．42．47）飛烏時代の瓦類には丸瓦・平瓦・鴫尾がある。丸瓦（41）は行基式

で、凸面タテナデ・凹面布目で、端部内面ヨコケズリ。端部ヨコケズリ。平瓦（42）は、凸面格

子叩き・凹面布目である。表面色調はやや赤みを帯びる。47は鴎尾鰭部の右側面である。側面に

装飾は無い。側面外面はケズリ、内面はナデ、胴部上面はナデである。胎土は砂粒を含み硬質で

ある。

平安時代前期（43～46）平安時代の瓦類には平瓦・鴎尾がある。43．44は、凸面縄目叩き・

凹面布目で、糸切り痕が残る。端部ヨコケズリである。45は軒平瓦の狭端部で、凹面側の布を凸
9）

面側に回り込み、狭端面から凸面側を布の上から押さえつける「凸面押圧技法」で成形する。鴫

尾（46）は大型鴎尾の胴部左側面で、縦帯部内側の忍冬唐草文の上から3単位目の一部である。

出土遺構は、43～47は落込1，41．42は落込2である。
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（4）窯壁（図版29）

窯壁（48～52）は落込1．2などから出土した。スサ入り粘土が焼き締まり、表面には灰が掛

かり、光沢を持った面も見られ･時期は不明である。

4°まとめ

今回の調査では、飛烏時代・平安時代の窯関係の遺構検出を期待したが、後世の削平などによ

り、当該期の遺構は全く検出できなかった。

以下、遺構・遺物に分けて調査成果をまとめておく。

遺構調査地周辺は1960年代に土取のための削平を受け、その後宅地造成がなされたため、調

査区全面に削平・攪乱を受け、南東部で落込を検出したに過ぎない。落込内出土遺物は、多種類

の遺物を含むこと、時期差がかなりあること、炭・灰・窯壁が少ないことから、窯の灰原そのも

のではなく、それらが上部から流れた2次堆積の状況を示している。堆積時期は、江戸時代と推

定できる。

落込2の西肩は東側に傾斜し、この傾斜が旧地形の状況を表している可能性は高い。地山の土

はやや軟質の花崗岩のぱいらん土で、害窯を築くのには適した土質・傾斜であること、窯壁が出

土したこと、土器類に窯壁が付着した個体を確認したことなどから、調査地の上部に当該期の土

器類や瓦類の窯、または土師器の窯が想定できる。この結果から、1971年に発見された調査地北

側の窯跡推定地も、同様に2次堆積の可能性が高い。

なお、当調査地は京都市文化市民局編『京都市遺跡地図台帳』には「妙満寺窯跡」として含ま

れるが、すでに同志社グループ『京都市本山・幡枝地区遺跡分布調査の記録』・京都大学考古学

研究会編『岩倉古窯跡群』には「妙満寺前窯」と呼称されること、妙満寺裏窯・境内窯からかな

り離れること、瓦窯なども含まれる可能性があることから、妙満寺窯地区内の1支群として分け

て捉えた方が妥当と考えられる。

遺物出土した遺物は飛烏時代・平安時代前期・江戸時代の大きく3つに分かれる。

41．42．47は、調査地北側の南西側に位置する元稲荷窯出土遺物と類似し、飛烏時代前半（7

世紀前半）に含まれ、この範晴に含まれる。

1～16の須恵器は、飛烏時代前半（7世紀前半）に含まれる。須恵器杯では、杯G(7．8)

が返りを持つ蓋（3．4）と組み合い、杯Bが返りの無い5．6と組み合うと考えられ、これら

が共伴したと推定できる。

この後、当地区では窯業生産は行われず、平安時代前期（9世紀前半）の段階で、瓦生産が復

活をするが、長く継続しないようである。43～46がこの範晴に含まれる。45の平瓦は「凸面押圧

技法」で成形され、この技法が幡枝地域で行われたことが確認され、軒平瓦製作技術の系譜を考

える上で注目できる。
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平安時代中期（9世紀後半）には、緑釉陶器・同素地の生産が行われる。器形・製作技法など

は妙満寺裏窯・境内窯出土遺物と類似し、この範嬬に含まれる。高台は平底のものが少なく、蛇

の目高台と輪高台が同比率を占める。輪高台の28．32は、高台を削り出した後に高台部を内面か
10）

ら下面に回転ナデを施し、同技法のものが尼吹ノ谷窯・本山官山窯でも確認され、幡枝地区内の

陶器技術系譜を示唆する。また、35のような陵椀が出現する。

江戸時代の土師器は、調査地南側で1995年に発掘調査した遺物と類似する。

今回の調査は、小面積で削平が大きかったにもかかわらず、多くの資料が得られた。特に、平

瓦の製作技法や、緑釉陶器・同素地からは極めて貴重な成果が明らかとなった。また、窯本体は

検出できなかったものの、周辺出土資料との比較検討によって、幡枝地域内の瓦窯・須恵器・陶

器窯の変遷を明らかにする手がかりを得ることができた。
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Ⅸ植物園北遺跡1

1．調査経過

今回の調査は、個人住宅兼共同住宅新築工事に伴う発掘調査である。

調査地は植物園北遺跡にあたっており、周辺の調査成果から遺構が良好な状態で残っているこ

とが推測されたため、発掘調査を実施するはこびとなった。

調査区は現地事務所や排土置き場、隣接する建物との関係を考盧して、調査地中央南寄りに設

定した。調査面積は約125㎡である（図104)。

調査は2007年6月1日より機械掘削を開始し、盛土・旧耕作土を除去したのち実施した。遺構

面では遺構検出・遺構登録を行い、遺構の状況が明らかになった段階で写真撮影・遺構実測を行

った。また、機械掘削土は場外へ搬出、遺構掘削に伴う排土は調査地内で処理し、調査終了後に

埋め戻しを行い、6月30日に全ての作業を終了した。

なお、調査期間中の2007年6月26日・27日に地元のノートルダム学院小学校6年生および松ケ

崎小学校5年生・6年生を対象に遺跡見学会を開催した。
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猟
植物園北遺跡は京都盆

地北部の鴨川扇状地上に

広がる東西約2m・南北

約lkmの大規模な集落跡

で、縄文時代晩期から室

町時代の遺構・遺物が確

認されている。中でも弥

生時代後期から古墳時代

前期にかけては多数の竪

穴住居・溝・土坑などの

遺構が検出されている。

調査地は植物園北遺跡

の中では南東端近くに位

置しており、周辺ではこ

れまでに数回の発掘調

査・立会調査が行われて
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1） 図104調査区配置図(1:400)

で行われた立会調査では、

調査地での遺跡の状況を推定する直接の成果が得られた。この調査では古墳時代前期（庄内式併

行期から布留式）の竪穴住居6棟をはじめ、柵・土坑・柱穴などを検出するとともに当該時期の

土器が出土した。検出状況から一部の遺構は調査地に広がっていることが確実である。
2）

また、調査地北側の松ヶ崎本町の発掘調査では古墳時代前期の竪穴住居など、調査地西側のノ
3）

－トルダム女子大学構内の発掘調査では弥生時代後期から古墳時代前期と古墳時代後期の竪穴住
4）

居など、調査地西北西側の北山通中央部の発掘調査では弥生時代後期の竪穴住居などを検出して

いる。
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遺跡の沿革や周辺の調査成果にみるように、調査地は弥生時代から古墳時代の遺構が分布する

範囲内にあり、竪穴住居などの遺構を検出できる可能性が極めて高いと考えられた。

遣 構2

（1）基本層序（図107）

調査地周辺の地形は北から南に向けてわずかに傾斜している。調査地全域には約0.6mの厚さの

盛土が行われており、その下層には厚さ約0.1mの旧耕作土および厚さ約0.05mの床土がひろがる。

機械掘削では床土までを除去した。

床土の下面は南西部のX=-105,219付近より南側、Y=-20,636付近より西側では地山となるが、

それ以外の部分では厚さ約0.1～0.2mの褐色砂泥（第1層）が堆積する。この層は大きさ5～10

mの河原石を含んでおり、東部・北部に向けて徐々に厚くなる傾向にある。第1層の下層はにぶ

い黄褐色泥砂・褐色泥砂・褐色粘質土などとなる。堅く締まっており遺物を含んでいないことか

ら地山と判断した。地山検出面の標高は北部が南部よりも約0.2m高く、旧地形も南に向けて傾斜

していたことがわかる。

調査では古墳時代前期から江戸時代の遺構を検出した。以下に主要な遺構を報告する（表21)。

（2）飛烏時代から平安時代（図108、図版30．31）

溝24北部で検出した東西方向の溝である。東側は調査区外に延びるが、西側は攪乱を受けて

途切れる。断面形は浅いU字形で、現存長7.1m、幅約0.3～0.5m、深さ約0.1mである。上部は

X=－105，216 X=-105,218

’ ’
北 南

1

－H=68.0m

4
二-4

6

7

８
猫

一
一
一
一
一

0 2m
岸F戸一一一J

盛土

2.5Y4/1黄灰色砂泥（旧耕作土）

10YR5/2灰黄褐色泥砂（耕作溝）

7.5YR4/3褐色粘質土、堅く締まる（床土）

10YR3/2黒褐色砂泥、径1～5cmの礫を多量に含む
10YR3/3暗褐色砂泥（竪穴住居20埋土）

10YR2/3黒褐色砂泥（竪穴住居20埋土）
10YR4/3にぶい黄褐色砂泥（竪穴住居20貼土）
10YR4/4褐色砂泥（第1層）

10YR3/4暗褐色砂泥、径1～5cmの礫・土器片を多
量に含む（竪穴住居30埋土）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ

1110YR2/3黒褐色砂泥、土器片を多量に含む（竪穴住居30埋土）
1210YR3/3暗褐色砂泥（竪穴住居30埋土）

1310YR3/4暗褐色砂泥（竪穴住居30埋土）
1410YR3/3暗褐色砂泥（竪穴住居30埋士）

1510YR3/3暗褐色砂泥（竪穴住居30壁溝）

1610YR4/6褐色砂泥と10YR3/4暗褐色砂泥が混じる
（竪穴住居30貼土）

1710YR2/3黒褐色砂泥（土坑43)

1810YR4/6褐色粘質士（地山）

図107束壁断面図 (1 40）
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図108遺構平面図（1：100）
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17．5YR3/3暗褐色粘質土（径1～2cmの礫を少量含む貼土）
210YR4/3にぶい黄褐色粘質土（壁溝）

O 2m
h－FF行一一一

図109竪穴住居10実測図（1：40）

削平されており、本来はさらに深い溝であった可能性が高い。底部は西に向けて傾斜する。埋土

は黒褐色泥砂で、平安時代前期の遺物がわずかに出土した。

竪穴住居10（図109）北部から中央部で検出した。上部は削平されており、南西部は不明瞭と

なる。検出面で床面の貼土が現れていた。平面形は南北約5.6m，東西約5.0mの方形で、南北軸

で北側がわずかに西に振る方位をとる。貼土は暗褐色粘質土で、厚さ約0.1rnである。壁溝は北

辺・東辺の一部で認めた。幅約0.1rn、深さ約0.05mである。主柱穴は4基を認めた。いずれも直

径約0.2m、深さは約0.1～0.2mで、柱あたりはない。竈はなく、ほぼ中央に直径約0.5m、深さ

－110－



約0.05mの浅い土坑があるが、炉ではない。

．"i"－脚-"“貼土から奈良時代後半の遺物がわずかに出土
南 北

した。

溝39（図110）北部で検出したわずかに

蛇行する東西方向の溝である。東側・西側と

1

画L一W1、
も調査区外に延びる。断面形は深い逆台形で、110YR3/4暗褐色砂泥

210YR3/3暗褐色砂泥

現存長8.0m,幅約0.7～1.0m、深さ約0.6m310YR3/4暗褐色砂泥(径0.5～2cmの礫を少量含む）
42.5Y3/3暗オリーブ褐色粘質士（堅く締まる）

である。底部は西に向けて傾斜する。埋土最

図110溝39断面図（1：40）
下層の暗オリーブ褐色粘質土は堅く締まって

いるのに対して、上層の暗褐色砂泥などは人為的に埋め立てられた状況をしめす。飛烏時代の遺

物がわずかに出土した。

（3）古墳時代前期（図108、図版31．32)

竪穴住居20（図111）東部壁際で検出した。西辺部のみで、大部分は東側の調査区外となる。

平面形は南北約4.7m、東西0.7m以上の方形と推測できる。ほぼ南北方向の方位をとる。貼土は

にぶい黄褐色砂泥で、厚さ約0.05mである。壁溝は西辺の南半で認めた。幅約0.1m、深さ約0.05

mである。西辺壁際中央に南北約0.6m、東西0.3m以上、深さ約0.1mの土坑がある。埋士は暗褐

色砂泥・黒褐色砂泥で、0.2m以上の厚さで堆積する。布留式の段階の遺物がまとまって出土した。

竪穴住居30（図112）東部で検出した。ほぼ西半分で、東側は調査区外となる。平面形は北・

西・南の3箇所に鈍角の屈曲があることから、多角形であると考えられる。検出長は南北約9.0m、

東西4.3m以上で、長さが測定できる北西辺は約4.1m、南西辺は約7.2mである。貼土は褐色泥砂

と暗褐色泥砂が混じっており、厚さ約0.05～0.1mである。壁溝は途切れる部分があるが、検出部

分の壁沿いで認めた。幅約0.1～0.2m，深さ約0.1mである。主柱穴は2基を認めた。ともに直径

約0.25m，深さ約0.5mで、柱あたりは直径約0.15mである。主柱穴の間のやや南寄りに別の柱穴

がある。直径約0.3m、深さ約0.2mで、柱あたりは直径約0.15mである。また、北西辺中央の壁

溝内側に約1.4mの間隔で2基の杭痕が並んでおり、入口の施設であった可能性がある。このほか

Ｅ
○
・
画
の
Ⅱ
エ

盆

=-20,634

c」’110YR3/3暗褐色砂泥

210YR2/3黒褐色砂泥

310YR3/3黒褐色砂泥（壁溝）

410YR4/3にぶい黄褐色砂泥（貼土）
0 2m
－－情－引

図111竪穴住居20実測図（1：40）
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。◎ 110YR3/4暗褐色砂泥（径1～5cmの礫・土器片を多量に含む）

210YR2/3黒褐色砂泥（土器片を多量に含む）
310YR3/3暗褐色砂泥

410YR3/4暗褐色砂泥

510YR3/3暗褐色砂泥

610YR3/3暗褐色砂泥（壁溝）

710YR3/3暗褐色砂泥

810YR4/6褐色砂泥と10YR3/4暗褐色砂泥が混じる（貼土）

、

○

H=68.0m
’

A，

0 2m
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図112竪穴住居30実測図（1：40）
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にも床面には小規模な土坑が数基あるが、機
Y=-20,638

-H=-68.0m

能は不明である。

産缶『'nlヰl聿診△.,妹･'－1斗崇イレ士オらjI奔一L,､子,､庁･子､、一 西 東床面のほぼ全体には炭化材や焼土が広がっ

ており、焼失住居であることがわかる。炭化

材には壁に直交する丸木状の部材と壁溝内側

211／2

判に旧､壁に但父9旬メMⅥ天(〃罰jMと壁捕内1則01m
~

に平行する板状の部材がある。前者は屋根の110YR3/2黒褐色砂泥(径1～3cmの礫を少量含む）
210YR3/3暗褐色砂泥

垂木、後者は壁材と考えられる。炭化材の一 (10YR4/3にぶい黄褐色粘質土ブロックを含む）

部について樹種を同定した結果、壁に直交す

図113溝38断面図（1：40）
る炭化材1～4はいずれもコナラ亜属、北西

辺の壁溝に平行する炭化材5．6はともにアカガシ亜属、南西辺の壁溝に平行する炭化材7はコ

ナラ亜属であった。埋士は暗褐色砂泥などで、0.3rn以上の厚さで堆積する。庄内式併行期の遺物

がまとまって出土した。ただし、床面に伴うものはなく、大部分は埋土上層から出土しており、

竪穴住居が廃絶した後のくぼみに廃棄されたものと考えられる。

竪穴住居25南西隅部で検出した。北東隅部のみで、ほとんどが西側・南側の調査区外となる。

平面形は南北1.5m以上、東西0.6m以上の方形と推測できる。南隣接地の調査では西壁断面の

X=-105.228付近で竪穴住居の南壁を確認しているので、同一の竪穴住居とすると南北約4.0mと

なる。残存部分が少ないため方位は不明瞭である。貼土は褐色砂泥で、厚さ約0.05mである。壁

溝は認めていない。埋土は黒褐色砂泥で、0.2m以上の厚さで堆積する。庄内式併行期の遺物がわ

ずかに出土した。

土坑23南部で検出した。平面形は南北約2.7m、東西約1.9mの楕円形で、深さは約0.3mであ

る。埋土は黒褐色泥砂などで、庄内式併行期の遺物がまとまって出土した。

溝38（図113）北西部で検出した北東から南西方向の溝である。北側・西側とも調査区外に延

びる。断面形はU字形で、現存長6.1m,幅約0.7～1.0m、深さ約0.4～0.5mである。底部は北東

に向けて傾斜する。埋土は黒褐色砂泥・暗褐色砂泥で、庄内式併行期の遺物がわずかに出土した。

表21遺構概要表

時代 遺構 備考

平安時代 溝24

飛鳥時代

～奈良時代
竪穴住居10、溝39

古墳時代前期 竪穴住居20．竪穴住居25・竪穴住居30、土坑23,溝38
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遣 物3

出土遺物のほとんどは土器類である。また、古墳時代前期の遺物が大部分を占め、弥生時代後

期、飛鳥時代以降の遺物はわずかである。以下では飛烏時代から平安時代と古墳時代前期に分け

て遺物を報告する（表22)。

（1）飛烏時代から平安時代（図114）

竪穴住居10、溝24．39および遺物包含層から出土した。ほとんどが小破片である。

溝24須恵器、瓦片が出土した。須恵器は杯身（4）の口縁部で、調整は内外面とも横方向の

ナデである。平安時代前期に属する。

竪穴住居10黒色土器・須恵器が出土した。黒色土器は内面が黒色の椀の小片である。須恵器

には壷（2）・杯身（3）がある。2は小型の壷で、調整は内外面とも横方向のナデで外面は平滑

に仕上げる。3は底部で、
溝 39包含層

調整は外面はへう切りの

のちナデ、内面は横方向

のナデである。奈良時代一三茎菫菫一．
6

後半に属する。

ご雪幸ヲ溝39土師器のみが
出土した。甕（1）の口

竪穴住居10

〆卜式，

Li-一

Z
一

縁部で、調整は外面は横

方向のナデ、内面は横方

溝24

-f_M皇と三"方向のﾅ美内面廷横方
向のハケである。飛鳥時

図114溝39．竪穴住居10・溝24．包含層出土土器実測図（1：4）
代に属する。

表22遺物概要表

※コンテナ箱数の合計は、整理後、Aランクの遺物を抽出したため、出土時より2箱多くなっている。

－114－

時代 内容
コンテナ

箱数
Aランク点数

Bランク

箱数
Cランク

箱数

室町時代以降 土師器・施釉陶器・磁器、瓦 0箱 少量

平安時代 土師器・須恵器・緑釉陶器、瓦 須恵器1点、緑釉陶器1点 0箱 少量

飛烏時代

～奈良時代
土師器・黒色土器・須恵器、瓦 土師器1点、須恵器5点 0箱 少量

古墳時代前期 土師器 土師器62点 8箱 2箱

弥生時代後期 弥生土器 弥生土器1点 0箱 少量

合計 12箱 71点（2箱） 8箱 2箱



包含層土師器・黒色土器・須恵器・緑釉陶器、瓦片が出土した。須恵器には杯蓋（6）・杯身

(5．7）・甕がある。5は短い立ち上がり部をもち、調整は内外面とも横方向のナデである。飛

烏時代に属する。6は端部が屈曲して垂下し、調整は天井部外面はへう切りののちナデ、ほかの

部分は横方向のナデである。奈良時代に属する。7は口縁部で、調整は内外面とも横方向のナデ

である。特徴に乏しく、飛烏時代から平安時代のいずれかの時期に属すると考えられる。緑釉陶

器には椀（8）がある。口縁端部は外反し、内外面に淡緑色の釉薬を施す。幡枝産である。平安

時代前期に属する。

（2）古墳時代前期

竪穴住居20．30、土坑23などから出土した。また、新しい時代の遺構や遺物包含層に混入して

出土したものも多い。竪穴住居30出土のものが最もまとまっている。ただし、完形に復元できる

個体は少なく、表面が摩耗・損傷しているため調整の詳細が不明瞭な破片が多い。

竪穴住居20（図115）壷（9）・甕（10～13）・高杯（14．15）・小型器台（16）がある。

9は口縁部は緩やかに外反し、端部はまるくおさめる。調整は口縁部内外面とも横方向のナデ

である。

甕には受口状口縁のもの（10)、「く」字状口縁のもの（11～13）がある。10は口縁部の屈曲は

緩やかで端部の面は明瞭ではない。調整は口縁部内外面とも横方向のナデ、肩部外面は縦方向の

ハケ、内面は指オサエである。11は口縁部は緩やかに外反し、端部はやや尖り気味となる。調整

は口縁部内外面ともハケののち横方向のナデ、肩部外面はハケののち横方向のナデ、内面は横方

向のナデである。12．13は口縁部は肩部から強く屈曲して内弩気味に開く。12は端部に鋭い面を

つくるのに対し、13は内側にわずかに肥厚する。調整はともに口縁部内外面とも横方向のナデで、

12は端部と端部内側をへう状工具で加工する。また、13は肩部内面はケズリである。12は搬入品

である。

14は杯部で口縁部は屈曲してわずかに外反して開く。調整は内外面ともミガキであるが、詳細

は不明である。15は脚部で裾部

は緩やかに外反して開く。透孔

は3方である。柱状部は中空で

内面中央に細い棒状工具を突き

刺した痕跡がのこる。調整は不

明である。

16は杯部が脚部から屈曲して

開く。透孔は3方である。調整

は杯部外面は横方向のミガキ、

内面は不明で、脚部外面は縦方

向のミガキ、内面はシボリのの

て
雲臺琴

、=_|乳
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岸一口

図115竪穴住居20出土土器実測図（1：4）
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図116土壌23出十十器実測図(1:4)

転

、ワ員

20cm

ちナデである。

布留式の古い段階に属する。

土坑23（図116)"(17～21)･甕(22～27)･高杯(28)がある。

17は口縁端部が垂下する。調整は内外面とも横方向のナデである。弥生時代後期に属する土器

が混入したものである。18は頸部の小片で口縁部は肩部から屈曲して直立気味に立ち上がる。屈

曲部外面には突帯が巡る。調整は外面は不明で、内面は横方向のナデである。突帯には刻目を施

す。また、鉄分の多い土を上掛けしているようで表面は鮮やかな榿色に発色する。19～21は底部

である。19．20は底面は小さく、外面中央はくぼむ。19の調整は外面はハケののちナデ、内面は

放射状のハケののち左上がりのハケである。20の調整は内外面ともナデである。21は底部が段を

もって張り出す。底面が大きく器壁も厚いことから大型の壷と考えられる。調整は底面には粗い

砂の圧痕がのこる。外面はナデ、内面は横方向のハケである。

甕には複合口縁のもの（22．23）・受口状口縁のもの（24）・「く」字状口縁のもの（25）が

ある。22．23は口縁部は肩部から屈曲してさらに段をつくって外反気味に開き、端部には面をも

つ。調整は口縁部内外面は横方向のナデ、肩部外面はハケ、内面は横方向のナデである。23は山

陰地方の土器の影響を受けていると考えられ、また、22にも同様の傾向を看取できる。24は端部

が直立し明瞭な面をもつ。調整は口縁部内外面とも横方向のナデで、外面の屈曲部分に刺突文を

施す。25は球形の体部から口縁部が強く屈曲して短く直線的に開き、端部は尖る。調整は口縁部

内外面は横方向のナデ、体部外面はハケののちナデ、内面はナデである。体部外面のハケの痕跡

はほとんどのこらない。「く」字状口縁の甕にはほかに口縁部の屈曲が25よりも弱いものもある。

また、甕の破片には調整が体部外面がタタキのものや内面がケズリのものが少量含まれる。26は

平底で、調整は底面はナデ、外面はタタキ、内面は板状工具による放射状のナデである。27はや

や上底で、調整は底面はナデ、外面はハケ、内面はナデである。

28は脚部で裾部は柱状部からわずかに屈曲して開く。透孔は3方である。柱状部は中空で杯部と

の接合部に粘土を充填した痕跡がのこる。調整は外面は縦方向の粗いミガキ、内面は不明である。
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庄内式併行期の新しい段階に属する。

竪穴住居30（図117、図版33）壷（29～35）・甕（36～48）・器台（49～52）・高杯（53～

59）・有孔鉢（60～62）・小型土器（63）がある。破片数では甕が最も多く、次いで器台・高杯

が多い。

壷には受口状口縁のもの（29）・「く」字状口縁のもの（30）・直口のもの（31．32）がある。

29は球形の体部から口縁部は外反し、端部は屈曲して外上方に開く。調整は口縁端部は内外面と

も横方向のナデ、頸部・体部外面は横方向のミガキ、内面は横方向のナデである。30は外上方に

開き、端部はまるくおさめる。調整は口縁部内外面とも横方向のナデである。31．32は外反気味

に直立し、端部は31はまるくおさめ、32は尖り気味となる。調整はともに口縁端部内外面は横方

向のナデ、口縁部外面はハケで、31は口縁部内面は横方向のナデ、32はハケののち横方向のナデ

である。底部は平底のもの（34．35）とわずかに上底のもの（33）がある。調整は外面はハケ・

ナデ、内面はナデである。

甕には受口状口縁のもの（39～45）と「く」字状口縁のもの（36～38）がある。受口状口縁に

は口縁端部が直立し明瞭な面をもつもの（40)、外側につまみ出しているもの（42)、倭小化して

いるもの（45）など様々な形態がある。調整は口縁部内外面とも横方向のナデ、肩部外面はハ

ケ・ナデ、内面はナデが多い。42の肩部外面は横方向のタタキののち縦方向のタタキを部分的に

施しており、あたかも格子状タタキのような痕跡を示す。41．45の肩部内面はケズリである。ま

た、40は肩部外面に櫛描文と刺突文を施す。「く」字状口縁には外反するもの（36）と外上方に

直線的に開くもの（38）がある。調整は内外面とも横方向のナデ・ハケである。46は体部の破片

で、調整は外面は横方向のナデ、内面はケズリで、外面に断続的な上下方向の沈線を施す。47．

48は上底で、47の調整は内外面ともハケ、48の調整は外面はタタキ、内面はハケである。

器台には杯部が脚部から緩やかに開くもの（49．50)、屈曲して開くもの（52)、皿状の杯部の

もの（51）がある。49．50の杯部はほぼ同じ形態である。透孔は3方である。調整はいずれも丁

寧で、杯部内外面・脚部外面は放射状のミガキ、脚部内面はハケ・横方向のナデである。52の調

整はほかに比べるとやや粗雑で、ミガキの前のハケが一部にのこり、また、放射状のミガキのの

ち断続的な粗いミガキがある。なお、色調は49．50が浅黄榿色、51．52が榿色を呈し、対照的な

印象を与える。

高杯には杯部が外反するもの（53．54）と椀形のもの（55．56）がある。56は口縁端部が内

側に強く巻き込む。調整は内外面ともミガキである。脚部にも様々な形態がある。透孔は57が6

方・58が4方・59が3方である。調整はいずれも外面は縦方向のミガキであるが、内面は不明で

ある。

有孔鉢には平底状のもの（60．61）と短い脚部をもつもの（62）がある。60の調整は底面、内

外面ともにナデ、61の調整は底面はナデ、内外面はハケである。62は半球形で、器壁は薄い。調

整は体部外面は夕タキののちナデ、内面は板状工具によるナデで、脚部はつまみ出して成形して

いるため、指圧痕が強くのこる。また、穿孔は丁寧である。
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63は手握ねで成形しており、指圧痕が強くのこる。底面のみナデで調整する。

これらの土器はまとまりがよく、庄内式併行期の新しい段階に属する。

溝38（図118）壷（65．66）・甕（64）がある。65は口縁部が肩部から屈曲して短く外上方に

立ち上がり、端部は尖り気味となる。調整は内外面とも横方向のナデである。66は平底と考えら

れる。調整は外面は縦方向のミガキ、内面は丁寧なナデである。64は受口状口縁で端部が外上方

に開き明瞭な面をもつ。調整は内外面とも横方向のナデである。庄内式併行期に属する。

竪穴住居25（図118）甕（67）・高杯がある。67は尖底で、小さな底面をもつ。調整は内外面

ともナデである。庄内式併行期に属する。

包含層（図118、図版33）壷・甕（71）・高杯・小型器台（69）・脚台（70）・小型土器（68）

が出土した。71は体部下半が完存する。体部は倒卵形で、底部はわずかに上底となる。調整は底

面はナデ、体部外面は夕タキののちハケ、内面はハケののち一部を横方向のナデである。外面に

は薄く煤が付着する。69は透孔は3方である。調整は脚部外面は縦方向のミガキ、内面は不明で

ある。70は底部から「ハ」字状に開く。調整は外面はハケ、内面は横方向のナデである。68は球

形の椀形を呈する。口縁端部は外反し、底部はわずかに上底となる。調整は底面は板状工具によ

るオサエ、ほかは丁寧な横方向のナデである。
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4．まとめ

今回の調査で出土した最も古い遺物は弥生時代後期の士器である。古墳時代前期の遺構や包含

層に混入して出土した。調査地西北西側の北山通中央部の発掘調査では弥生時代後期の竪穴住居

を検出しており、今回の調査ではこの時期の遺構を検出することはなかったが、すでに調査地近

隣に集落が成立していたことが裏付けられた。

調査地が盛期を迎えるのは古墳時代前期である。庄内式併行期の遺構には竪穴住居30．竪穴住

居25．土坑23．溝38などがある。竪穴住居30は多角形の大型住居の類例として特筆できる。溝

38は集落内の区画溝の可能性が考えられる。また、布留式の段階の遺構には竪穴住居20がある。

竪穴住居30と竪穴住居20は重複することから、竪穴住居を建て替えながら集落が継続していたこ

とがわかる。南隣接地で行われた立会調査では同時期の竪穴住居6棟をはじめ多数の遺構を検出

しており、調査地周辺で遺構が稠密する状況が明らかとなった。このことから古墳時代前期の集

落は、調査地のさらに東側に広がっていたと推定できる。なお、竪穴住居30と竪穴住居20の検出

面は約0.1～0.2mの高低差があり、その間に褐色砂泥（第1層）が堆積する。この層は河原石や

土器片を含んでいることから洪水などの影響で堆積したものである可能性も推測できる。この層

の成因については近隣での類例の増加を待ちたい。

飛烏時代の遺構には溝39、奈良時代の遺構には竪穴住居10がある。既往の植物園北遺跡調査で
5）

は、南部の下鴨半木町で行われた発掘調査で古墳時代末から奈良時代の竪穴住居3棟や多数の掘

立柱建物などを検出している。しかしながら、東部でこの時期の竪穴住居の検出は初めてのこと

であり、飛烏時代から奈良時代の集落が調査地周辺に所在していることが明らかとなった。

平安時代以降の遺構には溝24のほか土坑・柱穴があるが、まとまりはよくわからない。おそら

く調査地周辺はこの頃には耕作地と利用されるようになり、各時代の遺構が耕作により削平され

たためと考えられる。

以上のように今回の調査では、植物園北遺跡東部の状況についての知見を深めることができた。

遺跡の沿革や周辺の調査成果で述べたように、近年は相次いで植物園北遺跡東部の調査が行われ

ており、今後も綿密な調査を続けることにより、調査地周辺の歴史的状況が明らかになることが

期待される。

ｊ
ｊ

註
１
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｢植物園北遺跡」『京都市内遺跡立会調査報告平成18年度』京都市文化市民局2007年
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X植物園北遺跡2

1．調査経過

今回の調査は、小規模共同住宅建設に伴うものである。京都市文化財保護課による試掘調査の

結果、平安時代の遺構が良好に残存していることが判明したため、財団法人京都市埋蔵文化財研

究所が京都市から委託を受け、国庫補助事業として本調査を実施した。

調査地は、植物園北遺跡の中央北側に位置する。植物園北遺跡は、弥生時代終末から古墳時代

前期にかけての時期を中心とする大規模な集落遺跡で、東西約2伽、南北約1伽の範囲におよぶ。

これまでに縄文時代中期から室町時代までの遺構が確認されている。調査地周辺では、2000年に

調査地の約200m南西で実施した発掘調査(1)で、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての流
1）

路と古墳時代前期から中期にかけての竪穴住居2棟が検出されている。また、1997年に通りを挟

んで西に隣接する敷地で行われた試掘調査（2）では、平安時代の掘立柱建物1棟が検出されて
2）

いる。今回の調査でも当該時期の遺構・遺物の出土が期待された。

調査区については、京都市文化財保護課の指導により、敷地北側に東西8.5m、南北18mの範囲

で設定した（図122)。調査は2007年11月19日より開始した。重機で耕作士、床士などを除去し

て、地山面で奈良時代と平安時代の遺構を検出したため、人力掘削に切り替えて調査を行った。
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図120調査前全景（北から） 図121作業風景

調査面は1面である。奈良時代の土坑、平安時代の掘立柱建物、柱列、土坑、溝などを検出した。

掘立柱建物を構成する柱穴が調査区の南に展開することが推測されたため、京都市文化財保護課

の許可を得て、建物建設の範囲内で拡張を行った。拡張面積は約30㎡である。そのため、調査面

積の合計は約183㎡となった。拡張区でも柱穴などを確認し、図面作成と写真撮影などの記録を行

って調査を終了した。調査終了後に埋め戻しを行い、12月15日に全ての作業を終了した。

遣 構2
道路

Y=-21,580Y=-21,576

1 1（1）基本層序（図123）

調査前は、敷地のほぼ中央に南北方向の石積みで区画

された段差があり、西側は東側より30～50cm高くなって

いた。この段差は現代の区画整理に伴う盛土によるもの

である。断面図l～3層が盛土で、4層は石積み構築時

の裏込めである。5～8層は旧耕作土とその床土で、調

査区北側ではこれらを除去して黄褐色シルト～極細砂の

地山相当の無遺物層となる。調査区南側では、床土の下

に断面図28層の平安時代の遺物包含層が20～40cm堆積す

る。この層は、X=-104,652付近で急激に落ち込んで北側

には堆積していないことから、旧耕作段階で削平された

ものと考えられる。遺物包含層を除去すると無遺物層と

なる。無遺物層はX=-104,656付近から南に進むにつれて

砂質が強くなり、X=-104,660付近からは断面図31層の砂

礫層となる。調査地の基盤を形成するこれらの無遺物層

は、堆積状況から遺跡の西を北西から南東方向に流れる

賀茂川とその支流である明神川の氾濫堆積物と考えられ

X=－1“,648

X=-104,656

’
隣
地
境
界

道
路 隣

地
境
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、．
､

道路

0 10m

図122調査区配置図(1:400)
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る。遺構は、全て無遺物層上面で

検出した。検出面の標高は76.3m

前後で、ほぼ水平である。

↑
匡
因
・
＠
ト
Ⅱ
工

靴
Xご~7“'“4－（2）遣構（図124．表23）

110YR3/2黒褐色

粘質シルト～極細砂炭化物混

210YR3/3暗褐色

シルトー細砂1～25mの礫多量混

310YR3/3暗褐色

粘質シルト～極細砂

1～10cmの礫多量、炭化物少量混

410YR4/2灰黄褐色

粘質シルト～極細砂

小礫少量、炭化物少量混

510YR3/3暗褐色

粘質シルト～極細砂小礫微量混に

10YR4/4褐色粘質シルト斑状に混

610YR3/4暗褐色

シルトー細砂やや粘質

3～10cmの礫多量、炭化物少量混

遺構は、全て無遺物層上面で検

出した。遺構の重複関係や出土遺

物から奈良時代から平安時代中期

にかけての間で時期差がとらえら

れる。以下に主要な遺構の概略を

示す。

建物1（図125、図版34）調査

区の北西部で検出した掘立柱建物

である。建物の西半は調査区外に

広がっており、桁行3問、梁間1

間以上の南北棟の建物と考えられ

る。方位は北に対して約15度西に

振れる。柱問は、桁行・梁間とも

に2.2mの等間である。柱掘形の平

面形は一辺40～60cmの方形のもの

と、径約50cmの楕円形のものがあ

る。検出面からの深さは15～30cm

で、柱痕跡から推測される柱径は

17～20cmある。

建物2（図126、図版35）調査

区の南西部で検出した掘立柱建物

である。桁行3問、梁間1間以上

の南北棟建物で、北には庇が取り

付く。調査区外に広がるため全体

～

鰯 i

Xﾐー704,650～

筐

富鱈雲
2

函〃
H=76.2m

疵ﾌ〆
02m
ト帝一戸一一弓

図125建物1実測図（1：50）

表23遺構概要表
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時代 遺構 備考

奈良時代 土坑22,溝49．50

平安時代 建物1．2．3，柱列1．2，溝8，土坑30、礫敷15
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.5Y4/2暗灰黄色粗砂～小礫混極細～細砂

も化物微量混

OYR3/3暗褐色粘質シルト～極細砂

t化物少量混

OYR3/4暗褐色中～粗砂混シルト～極細砂

t化物多量混
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～10mの礫多量渥
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10YR3/2黒褐色シルト～極細砂に10YR4/4褐色シルト少量混

10YR3/1黒褐色シルト～極細砂炭化物少量混

10YR3/2黒褐色シルト～極細砂に10YR4/4褐色シルト少量混

10YR4/3にぶい黄褐色シルト～極細砂炭化物やや多、3～7cmの礫少量混

10YR3/2黒褐色シルトー細砂炭化物多量混

10YR2/2黒色粘質シルト～極細砂1～2cmの礫微量、炭化物多量混

10YR3/2黒褐色シルト～極細砂炭化物微量混に10YR4/4褐色シルトのブロック混

図127建物3実測図（1：50）

１
２
３
４
５
６
７

の規模は不明である。方位は北に対して約15度西に振れる。建物1とほぼ柱筋を揃える。柱間は、

桁行が2.3mの等問。梁間は北柱筋では2.1m，南柱筋では2.6mある。庇の出は2.65mである。身

舎の柱掘形の平面形は、北東の隅柱が一辺40～50cmの方形、それ以外は径40～50cmの楕円形であ

る。検出面からの深さは20～50cmある。柱痕跡から推測される柱径は15～18cmo庇の柱掘形の平

面形は一辺40～60mの長方形で、深さは検出面から約15cmある。柱は抜き取りが行われていた。

建物3（図127）調査区の北側ほぼ中央で検出した。建物の北は調査区外に広がる可能性があ

る。桁行2間以上、梁間1問の南北棟建物である。南から1間目の梁間中央に間仕切りと考えら

れる柱穴がある。方位は北に対して約5度西に振れる。柱問は、桁行・梁間ともに2.4m前後であ

る。柱掘形の平面形は、径25～30cmの円形で、検出面からの深さは5～15cmある。柱痕跡の径は
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約10cm・南東の隅柱では、柱痕跡は認められ

なかったが、底付近で径5～10cmの石2個と

水平に置かれた平瓦を検出した。根石として

使用された可能性がある。

柱列1（図128）調査区の北半中央で検

出した南北方向の柱列である。調査区内では、

4間分を検出した。方位は北に対して約10度

西に振れる。北から3番目の柱は建て替えを

行ったと考えられる。建て替え後の柱問は、

北端が2.0m、それ以外は2.3m前後である。

柱掘形の平面形は、北2つは径35cm前後の円

形、南4つは一辺30～50cmの方形ないしは

いびつな楕円形である。検出面からの深さは

10～25cm・柱痕跡から推測される柱径は13

~16cmある。

柱列2（図129）調査区の北半西側で検

出した東西方向の柱列である。調査区内では

2間分を検出した。方位は北に対して約6度

西に振れる。柱間は、西から2．3m，1.9mで

ある。柱掘形の平面形は、西から直径40cmの

円形、一辺25～30cmの方形、直径30cmの円

形である。検出面からの深さは15～20cm・

柱痕跡の径は10～15cmある。

溝8調査区の北東隅で検出した。南東か

ら北西方向の溝である。調査区内では約5m

分を検出した。検出面での規模は、幅1～

1.4m、深さ25～30clll・断面形はU字形を呈

する。底は北西に向けて傾斜する。埋土は、

下層がやや砂質の強い中砂から粗砂の水流堆

積で（図123-11層)、上層は小礫の混じるシ

ルトから細砂の固く締まる層である（図

123-10層)。平安時代前期の遺物が出土した。
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図128柱列1実測図（1：50）

礫敷15（図130、図版35）調査区の北東部で検出した。東西方向の礫敷で、東は調査区外へ広

がる。幅約0.8m、検出長は約1.5mある。径1～15cmの礫が密に敷かれる。礫の間から平安時代

前期の遺物片が少量出土した。
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110YR3/1黒褐色

210YR3/2黒褐色

310YR3/2黒褐色

410YR3/1黒褐色

粘質シルト～極細砂炭化物多量混

シルトー細砂1cm以下の礫少量、炭化物少量混

シルト～極細砂に10YR6/4にぶい黄榿色シルト斑状に混

シルト～極細砂炭化物多量混

図129柱列2実測図（1：50）
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図130礫敷15実測図（1：20）

土坑30調査区の北西部で検出した。西は調査区外へ広がる。建物1．3の柱穴を削平する。

平面形は径約2.5mの楕円形で、断面形は播鉢状を呈する。深さは最深部で約40cmある。埋土（図

123-23～26層）からは、炭化物の他に焼けた瓦や平安時代前期・中期の土器類が多量に出土した。

遺物の出土状況は下層から上層まで、大きな差異はなく、一度に埋まったものと考えられ、廃棄

土坑として使用された可能性がある。

土坑22調査区の北西部隅で検出した。西半は調査区外に広がる。平面形は楕円形の士坑で、

径約2.0m、深さは約25cmある。底は平坦で断面形は逆台形状を呈する（図123-18.19層)。埋土

から、8世紀後半の所産と考えられる土師器杯・皿、須恵器杯などが出土した。土坑22の南で検

出した北西から南東方向の溝49．50は、遺物が出土していないが、土坑22と埋士が類似し、平安

時代の建物群とは方位の振れが異なることから、同時期の遺構の可能性がある。
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3 遣 物

遺物は、遺物コンテナにして10箱出土した。時期別には平安時代前期・中期のものが9割を占

め、縄文時代、古墳時代、奈良時代、近代の遺物が各少量ある（表24)。種別では、大半を占める

土器の他に、瓦、金属製品、石器が出土している。以下、種別に概要を述べる。

（1）土器類

土器類は、破片数にして1,419点出土した。そのうち、古墳時代・奈良時代・近代のものを除い

た平安時代前期・中期に位置付けられるものは1,349点ある。その種別の内訳は、土師器46％、

須恵器26％、白色土器15％、緑釉陶器10％、黒色土器2％、灰釉陶器1％である。以下に、平安

時代の建物に関連すると考えられる遺構と遺物包含層から出土した土器について概要を述べる。

掲載土器の詳細は表26にまとめた。

建物1．3，柱列1．2出土土器（図131）1～11は、建物1．3，柱列1．2から出土した

土器である。1は柱列2出土の土師器甕である。口縁部外面は横ナデ、内面は横方向のハケ目が

付く。2～7は白色土器である。2は皿、3は椀もしくは皿、4～7は椀で、出土遺構は表26の

通りである。高台は全て削出の平高台である。いずれも胎土は精良で、器面の磨滅が著しいが、

7の外面には丁寧なヘラミガキが認められる。8．9は須恵器である。8は建物3出土の皿であ

る。口縁部端部は外反する。外面には密なヘラミガキを施す。9世紀後半に位置付けられるもの

である。9は柱列2出土の椀である。高台は削出の輪高台で、外面はヘラミガキを施す。10．11

は緑釉陶器である。10は建物3出土の椀で、磨滅が著しく釉薬は剥がれ、痕跡が残る。焼成は軟

質である。11は建物1の柱抜き取り穴から出土した椀である。高台は貼付高台で、高台の接地部

には沈線がめぐる。焼成は須恵質で堅徹。釉の厚さは薄く、色は濃緑色である。9世紀後半から

時代

縄文時代

奈良時代

平安時代

近代

合計

表24遺物概要表

内容

石器（石錐）

土師器、須恵器

土師器、須恵器、黒色土器、

緑釉陶器、灰釉陶器、白色

土器

軒瓦、平瓦、丸瓦

染付、焼締陶器、施釉陶器

コンテナ

箱数

6箱

6箱

12箱

Aランク点数

石鍼1点

土師器10点、須恵器19点、緑釉

陶器16点、灰釉陶器2点、白色

土器13点

軒平瓦1点、平瓦4点

66点（2箱）

Bランク Cランク

箱数 箱数

4箱 0箱

6箱 0箱

10箱 0箱

※コンテナ箱数の合計は、整理後、Aランクの遺物を抽出したため、出土時より2箱多くなっている。

－130－



話二三E三三〒

。
．

”

1

、＝ゴ雪是ﾖｰ亜デ
’------一一戸

1.----..-.．全===痔･--.J7

、 ＝ﾖﾆﾆﾆﾆｻﾞL－－噸cm1
5

図131建物1．3，柱列1．2出土土器実測図（1：4）

仁土垂

末頃の所産と考えられる。

土坑30出土土器（図132、図版36,表25）遺物は層別に取り上げを行ったが、量や種類、時期

の違いは認められなかったため、一括で報告する。9世紀半ばから10世紀末頃までのものが混在

する。破片数では301点ある。比率は表25に示した通りで、土師器、須恵器に次いで白色土器が

高い割合を占める。また、杯・椀・皿の供膳形態に限 表25土坑30出土土器比率表

れば、白色土器の破片数が最も多い。また、須恵器の

杯・椀・皿のうち約26％にあたる8点は、緑釉陶器

と共通する器形を示すものである。

12～14は土師器である。12．13は皿で器壁は薄く、

口縁端部が強いナデにより屈曲する。10世紀後半代

に位置付けられるものである。14は高杯の脚柱部で

ある。色調は灰白色を呈する。面取りは8面行う。

15～21は須恵器である。15は椀で、口縁部は斜上方

に直線的に開く。器壁は薄い。16～18は椀もしくは

皿の底部で、16は削出の蛇の目高台、17は削出の平

高台、18は削出の輪高台である。16．17の底部内面

にはヘラミガキが認められる。18の高台は、削出の

のちナデを行うため丸みをおびる。19．20は壷の底

部である。ともに底部に糸切り痕をのこす。21は鉢

である。口縁端部は肥厚する。22～24は白色土器。

22は三足盤の脚部で、丁寧なナデで仕上げる。23．

24は椀もしくはⅢの底部である。23は削出の平高台、

24は削出の蛇の目高台である。調整は磨滅のため不

明。25～31は緑釉陶器である。25は皿で、体部と口

縁部の境をヘラケズリしたのち全面にヘラミガキを施

す。焼成は軟質で、釉色は淡緑色を呈する。26は椀
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器種 器形 破片数 比率（％）

土師器 杯・椀・皿

高杯・盤・鉢

甕・窯・鍋

その他

不明

小計

42

12

25

0

25

104

40.5

11．5

24．0

0.0

24.0

100.0 34．6

黒色土器 杯・椀・皿

甕

その他

不明

小計

4

0

0

0

4

100.0

0.0

0.0

0.0

100.0 1.3

須恵器 杯・椀・皿

壷・瓶

鉢

甕・大型壷

その他

不明

小計

31

9

0

35

0

8

83

37.4

10．8

0.0

42．2

0．0

9.6

100.0 27.6

緑釉陶器 杯・椀・皿

壷・瓶

その他

不明

小計

41

1

0

0

42

97.6

2．4

0．0

0.0

100．0 13．9

白色土器 杯・椀・皿

高杯

盤

その他

不明

小計

50

2

1

0

6

59

84.7

3.4

1.7

0.0

10．2

100．0 19．6

灰釉陶器 杯

壷・瓶

その他

不明

小計

9

0

0

0

9

100.0

0.0

0.0

0.0

100.0 3.0

総計 301 100.0 100.0
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図132土坑30出土土器実測図（1：4）

もしくは皿である。高台は削出の蛇の目高台で、丁寧なへラミガキを行ったのち全面に施釉する。

焼成は軟質で、釉色は黄緑色を呈する。27～30は椀である。27の高台は削出の平高台で全面に施

釉する。焼成は軟質で、釉色は淡緑色。28の高台は断面三角形の貼付高台で、底部内面には浅い

沈線が一条めぐる。施釉は全面に施す。焼成は軟質で、釉色は濃緑色である。29の高台は貼付の

輪高台である。焼成は須恵質。釉薬の厚さは薄く、釉色は緑色。高台は無釉である。30の高台は

貼付の輪高台である。焼成は須恵質で釉色は黄緑色、高台は無釉である。31は壷の口縁部である。

焼成は軟質で、釉薬は厚く、釉色は濃緑色を呈する。32．33は灰釉陶器の椀である。いずれも貼

付高台で、底部を除く内面に施釉する。33の高台接地部には重ね焼きによる釉薬が付着する。

遺物包含層出土土器（図133.134、図版36）9世紀半ばから10世紀後半までの時期幅のある

資料であるが、調査地付近での建物群の存続時期を示すものと考えられる。34～39は土師器であ

る。34は皿で、口縁部が強い横ナデにより屈曲する。35は皿で、口縁部は直線的に立ち上がり、

端部は丸みをおびる。36の皿の口縁部は内湾して立ち上がる。端部は丸くおさめ、内面に浅い沈

線がめぐる。外面は粗いヘラケズリを行う。9世紀前半から半ばに位置付けられるもので、包含

層出土の遺物の中では最も古い。37は、高杯の脚柱部である。面取りは8面で、色調は灰白～白

色を呈する。38．39は甕である。38の口縁部は横ナデ、体部外面はナデ、内面はヘラケズリを行

う。口縁端部は丸くおさめる。39は口縁部内面は横ハケ目、外面はナデで仕上げる。口縁端部は

内側に肥厚し、面をもつ。40～49は須恵器である。40．41は皿。40の口縁端部は外反し、外面

はヘラミガキを行う。41の高台は削出の蛇の目高台である。調整はナデで仕上げる。42～46は椀

である。42の口縁端部は外反し、外面にはヘラミガキを行う。43は削出の平高台で、底部には糸

切り痕がのこる。口縁端部は緩く外反する。44は削出の蛇の目高台、45は削出の平高台、46は削

出の輪高台である。45の外面はヘラミガキを行う。47は蓋、48は壷の頸部である。49は、いわゆ

る瓶子で口縁部以外はほぼ完存する。底部は糸切り痕が明瞭にのこる。50～53は白色土器である。
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図133遺物包含層出土土器実測図(1:4)

50は椀もしくは皿の高台で、削出の輪高台である。内外面と

もに丁寧にへうミガキを行う。51は皿である。削出の輪高台

で、ケズリののち横ナデを加える。体部はヘラミガキを行う。

52は三足盤の脚である。外面は面取りを行う。53は高杯の

脚端部である。端部が下方に突出する。54～60は、緑釉陶

器である。54～57．60は椀、58は椀もしくは皿、59は皿で

ある。54は須恵質で釉は厚い。釉色は濃緑色である。55は

軟質で、内外面とも丁寧なヘラミガキを行う。釉は薄く、黄

緑色である。56は小型のもので軟質。底部には糸切り痕がの

図134瓶子49
こる。全面に施釉する。釉はやや薄く、黄緑色である。57の

焼成は軟質で、胎土には砂粒を多く含む。高台は削出の平高台である。内外面ともへラミガキを

行い、全面に施釉する。釉は薄く、白みがかった黄緑色である。58の焼成は軟質で、高台は削出

の蛇の目高台である。内外面ともにへうミガキを行い、全面に施釉する。釉はやや厚く、黄緑色

である。59は須恵質で、高台は削出の輪高台である。内面にはへうミガキが認められる。全面に

施釉する。釉は薄く、黄緑色である。60は貼付高台で焼成は須恵質。全面に施釉する。釉はやや

厚く、濃緑色である。
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NQ 器種 器形 出土遺構・層位 口径 器高 底径 色調 備考

1 土師器 喪 柱列2 (25.0） <3.9＞ 7.5YR6/6榿色 残存口縁部1/4

2 白色土器 皿 建物3 ＜1.3＞ (6.2） 2.5Y8/1灰白色 残存1/8

3 白色土器 椀かⅢ 建物3 ＜1.3＞ (6.6） 2.5Y8/2灰白色 残存1/6

4 白色土器 椀 建物3 ＜2.1＞ (6.8） 2.5Y8/1灰白色 残存1/5

5 白色十器 椀 柱列1 ＜1.4＞ (6.9） 2.5Y8/1灰白色 残存1/10

6 白色土器 椀 建物1 (10.8） ＜2.8＞ 2.5Y8/1灰白色 残存1/10

7 白角十器 椀 柱列1 (14.0） ＜3.3＞ 10YR8/2灰白色 残存1/5

8 須恵器 皿 建物3 (13.8） ＜2.0＞ N7/0灰白色 残存1/8

9 緑釉陶器 椀 建物3 (13.8） ＜3.3＞ 2.5Y8/1灰白色 残存1/10軟質

10 須恵器 椀 柱列2 ＜2.4＞ (6.8） N7/0灰白色 残存1/4

11 緑釉陶器 椀 建物1 ＜2.3＞ (8.8） N6/0灰色 残存1/10須恵質釉は濃緑色

12 土師器 Ⅱ 土坑30 (14.0） ＜1.2＞ 7.5YR7/6榿色 残存1/10以下

13 土師器 Ⅱ 土坑30 (14.0） <1.0＞ 7.5YR7/6榿色 残存1/10以下

14 土師器 高杯 士坑30 10YR8/2灰白色 残存脚柱部1/4

15 須恵器 椀 士坑30 (14.0） <2.2＞ N7/0灰白色 残存口縁部1/10

16 須恵器 椀かⅢ 士坑30 <1.4＞ (6.6） N6/0灰色 残存底部1/4

17 須恵器 椀かⅢ 土坑30 <1.1＞ (8.0） N7/0灰白色 残存底部1/3

18 須恵器 椀か皿 土坑30 <1.5＞ (6.8） N7/0灰白色 残存底部1/4

19 須恵器 壷 土坑30 <3.0＞ (5.8） 10YR5/3にぶい黄褐色 残存1/10

20 須恵器 壷 土坑30 <3.0＞ (7.8） N6/0灰色 残存1/10

21 須恵器 鉢 士坑30 (21.0） <2.6＞ 10YR7/1灰白色 残存1/10以下

22 白色土器 盤 土坑30 10YR8/1灰白色 残存脚部のみ

23 白色土器 椀か皿 士坑30 ＜1.5＞ (6.0） 10YR8/2灰白色 残存底部1/4

24 白色十器 椀か皿 土坑30 ＜1.8＞ (7.0） 2.5Y8/1灰白色 残存底部1/6

25 緑釉陶器 皿 土坑30 ＜1.9＞ (14.0） 10YR8/4浅黄榿色 残存1/10軟質釉色は淡緑色

26 緑釉陶器 椀か皿 士坑30 ＜1.6＞ (6.5） 10YR8/3浅黄榿色 残存底部1/4軟質釉色は淡緑色

27 緑釉陶器 椀 土坑30 ＜1.5＞ (7.0） 2.5Y8/1灰白色 残存底部1/3軟質釉色は淡緑色

28 緑釉陶器 椀 土坑30 ＜1.6＞ (5.0） 10YR8/3浅黄榿色 残存底部1/3軟質釉色は濃緑色

29 緑釉陶器 椀 土坑30 ＜1.4＞ (6.0） N6/0灰色 残存1/10須恵質釉色は緑

30 緑釉陶器 椀 土坑30 ＜1.8＞ (6.5） N7/0灰白色 残存1/8須恵質釉色は淡緑色

31 緑釉陶器 壷 士坑30 (7.6） ＜1.5＞ 10YR8/1灰白色 残存口縁部1/6軟質釉色は濃緑色

32 灰釉陶器 椀 土坑30 <2.5＞ (7.0） 2.5Y7/1灰白色 残存底部1/6

33 灰釉陶器 椀 土坑30 ＜1.5＞ (7.0） 2.5Y7/1灰白色 残存底部1/6

34 土師器 Ⅱ 遺物包含層 (12.4） ＜1.1＞ 10YR7/3にぶい黄榿色 残存1/10

35 土師器 皿 遺物包含層 (14.8） ＜1.7＞ 7.5YR7/4にぶい榿色 残存1/10

36 土師器 Ⅱ 遺物包含層 (15.0） ＜2.0＞ 7.5YR7/4にぶい榿色 残存1/8

37 土師器 高杯 遺物包含層 10YR8/2灰白色 残存脚柱部のみ

38 土師器 甕 遺物包含層 (10.0） ＜5.0＞ 5YR6/4にぶい榿色 残存1/10

39 土師器 甕 遺物包含層 (23.8） ＜3.2＞ 10YR5/2灰黄褐色 残存1/10

40 須恵器 Ⅱ 遺物包含層 (12.4） ＜1.6＞ 5Y7/1灰白色 残存口縁部1/6

41 須恵器 皿 遺物包含層 ＜1．7＞ (6.0） 5Y7/1灰白色 残存1/8

42 須恵器 椀 遺物包含層 (14.0） ＜2.4＞ 2.5Y7/1灰白色 残存1/10

43 須恵器 椀 遺物包含層 (13.0） 3．4 (6.0） N7/0灰白色 残存1/4

44 須恵器 椀 遺物包含層 ＜1.7＞ (6.4） N7/0灰白色 残存1/8

45 須恵器 椀 遺物包含層 ＜2.4＞ (7.2） N8/0灰白色 残存1/6

46 須恵器 椀 遺物包含層 ＜1.5＞ (6.0） N7/0灰白色 残存1/8

47 須恵器 蓋 遺物包含層 (17.8） ＜1.0＞ N7/0灰白色 残存1/10

48 須恵器 壷 遺物包含層 N5/0灰色 頸部の一部のみ残存

49 須恵器 瓶子 遺物包含層 <8.5＞ 3．8 2.5Y7/1灰白色 残存7/8

50 白色土器 椀かⅢ 遺物包含層 <1.5＞ (7.8） N8/1灰白色 残存1/8

51 白色十器 皿 遺物包含層 <2.2＞ (6.6） 10YR8/2灰白色 残存1/6

52 白色十器 盤 遺物包含層 10YR8/2灰白色 残存脚のみ

53 白伍十器 高杯 遺物包含層 <1.9＞ (13.0） 10YR8/1灰白色 残存脚底部の1/6

54 緑釉陶器 椀 遺物包含層 (13.0） <1.9＞ N5/0灰色 残存1/10須恵質釉は濃緑色

55 緑釉陶器 椀 遺物包含層 (14.6） <3.0＞ 2.5Y8/2灰白色 残存1/6軟質釉色は淡緑色

56 緑釉陶器 椀 遺物包含層 <1.4＞ (4.4） 2.5Y8/1灰白色 残存1/8軟質釉色は淡緑色

57 緑釉陶器 椀 遺物包含層 <2.2＞ 10YR7/3にぶい黄榿色 残存1/8軟質釉色は淡緑色

58 緑釉陶器 椀かⅢ 遺物包含層 <1.3＞ (7.0） 10YR8/2灰白色 残存1/10軟質釉色は淡緑色

59 緑釉陶器 皿 遺物包含層 <2.0＞ (7.0） 5Y7/1灰白色 残存1/8須恵質釉色は淡緑色

60 緑釉陶器 椀 遺物包含層 <1.9＞ (6.0） N7/0灰白色 残存1/8須恵質釉色は濃緑色



（2）瓦類（図135.136）

瓦は、破片数にして318点出土した。二次焼成を受けたものが多い。内訳は平瓦60％、丸瓦

8％、軒平瓦1％、不明31%である。また、全体の約80%にあたる256点が土坑30から出土した。

土坑30出土の種別割合は、小片のため種類が判別できないものを除くと、平瓦85％、丸瓦14％、

軒平瓦1％である。図化した61～65は全て土坑30から出土したものである。軒平瓦は、点数では

2点出土したが、1点は瓦当を欠損していた。61は均整唐草文軒平瓦である。全体の作りがやや
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シヤープさに欠けることや唐草のパター

ンから、平安時代中期前半代の山城産と

考えられる。62～65は平瓦である。全て

凹面は布目、凸面は縄タタキである。胎

土は粗く砂粒を多量に含む。残存状況の

良好な個体を掲載したが、出土した平瓦

は、これらを含め全て側縁が片側しか残

存しない。また、幅15cmを超える破片は

なく、63．64のように割れ面が側縁に平

行するものが多いことから、平瓦を割っ

て熨斗瓦として使用したものと考えられ

畢一

1

！

図136軒平瓦61

▲る。

66
ｍくし

ｎ
色
’
’
’

’
’
’一

０
１
－
１（3）石器（図137.138）

66は建物2の柱穴掘形から出土した混図137石雛66図138石雛実測図(1:1)

入品の石鍼である。凹基式で風化が進む。植物園北遺跡の北西にあたる賀茂川左岸には縄文時代

の石器散布地である上賀茂中山町遺跡や、縄文時代の集落跡とされる上賀茂遺跡があり関連が窺

える遺物である。

4．まとめ

今回の調査では、奈良時代の土坑・溝平安時代前期から中期の建物跡とそれに付随する柵と

考えられる柱列を検出した。平安時代の建物群については、建物1と2は、柱列が通ることや柱

穴の規模などの類似性から同時併存した建物と考えられる。また、柱列1は、建物1．2とほぼ

平行することから、建物1･2を区画する柵であったと推測される。これらの建物の成立時期は、

柱穴掘形の出土遺物から9世紀の半ば頃、廃絶時期については、建物lの柱抜き取り穴出土の遺

物の時期から9世紀末頃と推測される。建物を構成する柱穴の重複関係と出土遺物の時期から、

この建物1．2．柱列1の廃絶後、小規模な柱穴で構成される建物3．柱列2が建てられたと考

えられる。建物3の成立時期は明瞭でないが、廃絶時期は、建物3の柱穴を削平する土坑30の出

土遣物の中で最も新しいものが10世紀後半から末頃に位置付けられるものであることから、その

頃までに廃絶したものと思われる。建物3の廃絶以降は建物が建てられた痕跡は見られず、本調

査地での建物の存続時期は、平安時代前期・中期に限定されたものであると言える。調査区南側

に堆積する遺物包含層出土の遺物についても10世紀の後半を下るものは認められず、そのことを

裏付ける。

1997年に調査地に隣接する敷地で実施された試掘調査でも平安時代の掘立柱建物が1棟見つか

－136－
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図139平安時代の遺構変遷図（1：400）

3）

っている。柱穴の規模が類似すること

などからも、今回見つかった建物群と

一連のものである可能性が高い。これ

らの建物は、平安京域で発見される建

物跡と規模が類似する。さらに、今回

の調査で熨斗瓦が出土したことで大棟

に瓦が用いられた建物が存在したこと

もわかった。こうした特徴は、平安京

外においては、一般的な居宅の形態を

逸脱するものである。また、今回見つ

かった建物群のもう一つの特徴とし

て、緑釉陶器や白色土器の出土比率が

同時期の平安京跡出土のものと比較し
4）

て高いことが挙げられる。白色土器は、平安京内では普遍的に出土するが、相対的な出土量は極

めて少ない遺物である。その中で、白色土器が供膳形態の土器の中で占める割合が極めて高い例

が内裏やその周辺に集中することから、宮中を中心とする特定の用途に使用された器物である可
5）

能性が示唆されている。その点で、今回の調査地における白色土器の出土比率の高さは、建物群

の性格を考える上で重要な要素であると言えるだろう。調査地の北西約1kmには賀茂別雷神社が

位置し、調査地の西一帯には明神川に沿って社家町が形成されるという立地にあることも考慮に

入れ、建物群の性格を今後明らかにしていく必要がある。周辺調査での資料の増加が望まれる。

註

1）

2）

3）

4）

5）

近藤章子・菅田薫「植物園北遺跡」『平成12年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財）京都市埋蔵

文化財研究所2003年

京都市埋蔵文化財調査センター編『京都市内遺跡試掘調査概報平成9年度』京都市文化市民局

1998年

註2に同じ

小森俊寛「平安京の土器・陶磁器の概要」『平安京提要』角川書店1994年

平尾政幸「緑釉陶器・灰釉陶器・白色土器」『平安京提要』角川書店1994年
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Ⅲ寺戸大塚古墳

1．調査経過

この調査は文化庁国庫補助事業による寺戸大塚古墳の墳丘確認調査である。寺戸大塚古墳は京

都盆地の南西部、向日丘陵上にある古墳時代前期の前方後円墳である。墳丘のほぼ中軸線上に行

政区境があり、西半は京都市西京区大枝南福西町2丁目、東半は向日市寺戸町芝山に属している。

現状として前方部の東半は民有地の竹林、西半は京都市所有の竹林、後円部は両市によってそれ

ぞれ買収され、下草を苅った疎林となっている。墳丘の状態として、後円部墳丘は比較的原形を

保っているが、前方部は筍栽培の土取りや盛土によって原形を窺うのが困難な状況になっている。

さらに、後円部の西側（京都市側）も随所に土取坑が認められ、その内、数箇所は崖面となり、

崩壊の危険性が生じている（図141)。このため、今回の調査は、将来の復元整備に向けての基礎

資料作りと墳丘の仮保存処置を実施することを目的とした。具体的には次の3工程からなる。

了側）も随所に土取坑が認められ、その内、数箇所は崖面となり、

141)。このため、今回の調査は、将来の復元整備に向けての基礎

実施することを目的とした。具体的には次の3工程からなる。

図140調査位置図(1:15,000)
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①現状の記録一古墳全体の現状写真撮影と地形測量（3次元オルソ）

②発掘調査一傷みの激しい後円部西側について、現状の士取坑を利用して断面観察を行い、

墳丘の保存状況を調査する。

③仮保存処置一崩壊の危険性のある部分に土留めを施し、崩落を防止する措置を行う。

実際の調査は調査区への進入路を確保するために、前方部の竹を一部伐採することから開始し

た。その後、現状の写真撮影と地形測量を実施した。この作業と並行して、後円部西側の調査も

開始した。調査区は墳丘頂部から裾までの残存状況が観察できる位置に、なおかつ調査による破

壊を最小限度にとどめるために、既存の土取坑を利用して、後円部西側の中央部に4箇所（1～

4トレンチ)、西側くびれ部に3箇所（5～7トレンチ）を設定した（図143)。

調査の結果、後円部西側で墳丘2段目の葺石を確認し、くびれ部でも2段目の葺石の基底石列

を確認した。また、各断面で墳丘の構築状況を確認した。

最後に、遺構の埋め戻しと、伐採した竹材を利用して墳丘の崖面に土留め処理を施して調査を

終了した。

2．古墳の概要

寺戸大塚古墳の所在する向日丘陵上には、同古墳のほか、元稲荷古墳、北山古墳五塚原古墳

妙見山古墳などの前期古墳があり、これらで向日丘陵古墳群を形成している。この古墳群は京都

盆地における最古のもので、かつて当地を支配した有力首長の系譜を引くものであるとされてい

る。寺戸大塚古墳はその古墳群の最も北側に位置している（図140)。

これまでの調査から、全長98m、後円部の径57m，前方部の幅38m、前方部2段、後円部3段

築成の墳丘をもち、その主軸は北に対してやや西側に傾いていることが明らかとなっている。前

方部と後円部には、それぞれ竪穴式石室を有しており、前方部の石室では木棺を安置した粘土床

が認められ、副葬品として獣帯鏡1面、三角縁神獣鏡1面のほか、碧玉製の玉類、鉄製の刀剣類

や農工具類が出土している。また、後円部の石室にも粘土床が認められその痕跡から割竹形木棺

が安置されていたことがわかっている。副葬品としては三角縁神獣鏡2面のほか、硬玉・碧玉製
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の玉類や釧、鉄製の刀剣類や農工具類が出土している。

3．既往の調査

寺戸大塚古墳の調査歴は古く大正12年（1923）年に遡る。この年、筍栽培の土入れ作業に伴い

多数の遺物が出土した。報告を受けた京都府史蹟勝地調査委員の梅原未治氏が現地を調査し、前

方部に石榔（竪穴式石室）を発見、鉄剣などの遺物を採集した。昭和41年（1966）には京都府教

育委員会が向日丘陵周辺の遺跡分布調査の一環で、詳細な墳丘測量図を作成し、これが今日まで

の墳丘測量図の基本となった。さらに、昭和42．43年（1967.68）には京都大学考古学研究室

が、後円部の竪穴式石室や墳丘東部の調査を実施している。竪穴式石室の調査では石室の形態、

規模、構造さらには副葬品などが明らかになり、墳丘東部の調査では、後円部の構築方法、埴輪

や葺石の状況が明らかとなった。その後、平成10年（1998）には向日市教育委員会が墳丘の地形

測量を実施、合わせて前方部の石室に対する詳細な調査が実施され、石室の構造や規模が明らか

になった。また翌平成11年（1999）には、後円部北側の調査が実施され、前年の調査成果と合わ

せて古墳の全長が判明した。

これら既往の調査経過についての詳細は割愛し、下記の表27にまとめる。ちなみに、今回の調

査は寺戸大塚古墳に対する8次目の調査となる。

調査
次数

1

2

3

4

5

6

7

8

表27調査概要表

調査期間 調査内容 調査機関（担当者） 報告

大正12(1923）
1．28

前方部石榔露出に伴う調査 京都府（梅原末治） 府史4

昭和17(1942）
6.2～6．3

前方部石榔の再調査 京都府（梅原末治） 府史21

昭和41（1966） 墳丘測量調査
京都府教育委員会（堤圭三郎

･高橋美久二）
府概1968

昭和42(1967）
7．15～9．15

後円部墳頂、石榔の調査 京都大学（近藤喬一） 史林54-6

昭和43(1968）
7.14～9．28

後円部墳丘（東半）の調査 京都大学（都出比呂志） 史林54－6

平成10(1998）
6.29～10.31

墳丘測量・前方部石榔の調査
向日市教育委員会（梅本康広
ほか）

向日市1999

平成11（1999）
7.1～10．5

後円部（北部）の調査
向日市教育委員会（中塚良
國下多美樹）

向日市2000

平成19(2007） 墳丘測量調査、後円部（西部）の調査 京都市埋蔵文化財研究所 本報告

※ 府史：京都府『京都府史跡名勝地調査報告』

府概：京都府教育委員会『埋蔵文化財発掘調査概報』
向日市：財団法人向日市埋蔵文化財センター・向日市教育委員会『向日市埋蔵文化財調査報告』
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遣 構（図144～147、図版37．38）4

前述したように、後円部西側中央部分に1～4トレンチを、さらに西側くびれ部に5～7トレ

ンチを設けた。以下各トレンチごとに詳細を述べる。

1トレンチ後円部西側、墳丘頂部に近い位置に設けた最大幅約2nl、高さ約2rnの南向き断

面である。3段築成の墳丘の3段目であると考えられる。最上層は腐植土などの表層で、その下

には葺石とみられる直径10cm前後の円礫が東から西下がりに堆積しているが、元位置を保ってい

るものは少ないようである。それ以下は明黄褐色系の堅く締まった土居と、榿色系のやや礫を含

む砂質がかった層が約10～15cm単位で互層に堆積している。上部約0.8mまでは墳丘の斜面の角

度に沿うような西下がりの堆積であるが、それ以下は水平に近い堆積である。その状況から、こ

れらの土層は人為的に積み上げたものと考えられる。

2トレンチ後円部西側中央付近に設けた南向きの断面である。最上層には腐植土などの表層

があり、その下には西から東へ上向きに傾斜する葺石とみられる円礫群を検出した。このため、

トレンチの北側を約1m拡張して円礫群を平面的に調査した。その結果、斜面の下端には直径約

50cmの礫を4石水平に並べ、その上にやや小振りな礫を鱗状に積み上げている状況が確認できた。

大振りな石が第2段斜面葺石の基底石で、その上部の礫は葺石群と考えられ、概ね原状を保って

いるものとみられる。土層断面を観察すると表面の葺石の下に10～15mの厚さで拳大の礫層が認

められる。これらは葺石の裏込めであると考えられる。その下層には約0.5m前後の厚さで斜面に

沿って1トレンチと同じように黄褐色系の土と榿色系の土が堆積している。この層までは人為的

に積み上げられたものと判断している。その下層は元来丘陵を形成していた黄褐色系の砂礫を主

体とした土層（地山）である。

3トレンチ2トレンチの西側に設けた北向きの断面である。上層には10～20cmの表層があり、

その下層には20～50cmの厚さで後世の積み土、その直下は明褐色砂泥の地山となる。
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1表土

210YR6/8明黄褐色砂泥(葺石あるいはその転落したものと思われる円礫多数含む）

310YR6/6明黄褐色砂泥(径2～3cmの礫少量含む）

47．5YR5/8明褐色砂泥(径2～3cmの礫少量含む）
57．5YR5/8明褐色砂泥(径2～3cInの礫少量含む、やや砂っぽい）
67．5YR6/6榿色砂泥(径2～3cmの礫少量含む）

710YR7/6明黄褐色砂泥(よく締まる）

810YR7/4にぶい黄褐色砂泥(よく締まる）

97．5YR6/4にぷい榿色砂泥(径2～5cmの礫多量含む、やや砂っぽい）
lO10YR7/6明黄褐色砂泥(径3～5cmの礫少量含む）
117.5YR6/4にぷい榿色砂泥(径2～5cmの礫多量含む、やや砂っぽい）

125YR6/6榿色砂泥(径2～5cmの礫やや多く含む）

1310YR6/6明黄褐色砂泥

147.5YR6/6榿色砂泥(径3～5cInの礫やや多く含む）

l510YR7/6明黄褐色砂泥

1610YR6/6明黄褐色砂泥

175YR6/6榿色砂泥(径2～5cmの礫やや多く含む）

1810YR7/6明黄褐色砂泥

197.5YR6/6榿色砂泥(径3～5cInの礫やや多く含む）

2010YR7/6明黄褐色砂泥

217.5YR5/8明褐色砂泥(径3～8cmの礫含む）

227.5YR5/6明褐色砂泥(径1～3clnの礫含む）

237.5YR6/6榿色砂泥(径3～6cmの礫含む）
247.5YR5/8明褐色砂泥(径1～5cmの礫含む）
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図1441トレンチ断面図（1：60）
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表土
10YR6/8明黄褐色泥砂(径2～3cmの礫少量含む）
7.5YR5/3にぶい褐色砂泥(径3～5cmの礫・腐植土含む）

1臘乱］
10YR4/4黄褐色砂泥(径5～10cmの礫大量含む）
10YR6/6明黄褐色砂泥
10YR6/4にぶい黄榿色砂泥(径5～8cmの礫多量含む）
[葺石］
10YR7/4にぶい黄榿色砂泥(径5～8cmの礫多量含む)[葺石裏込め］
10YR7/6明黄褐色砂泥(径3～5cmの礫多量含む）

壹競”
7.5YR7/8黄褐色砂泥(径2～5cmの礫多量含む、やや砂っぽい）
10YR7/4にぶい黄榿色砂泥
10YR7/4にぶい黄榿色砂泥(径3～5cmの礫多量含む）
10YR5/8黄褐色砂泥(径2～10cmの礫多量含む、よく締まる）
10YR5/6黄褐色砂泥(径2～10cmの礫多量含む、よく締まる）
10YR4/4褐色砂礫(径1～5cmの礫多量含む、よく締まる）
7.5YR5/6明褐色粗砂
7.5YR5/8明褐色砂泥(径3～5cmの礫多量含む）
10YR5/6黄褐色砂礫(径3～10cmの礫多量含む）
7.5YR5/8明褐色砂泥(径3～8cmの礫多量含む）
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1表土1表土
210YR8/8黄榿色砂泥(径3～8cmの礫多量含む)210YR5/8黄褐色砂泥(径1～3cmの礫含む）
310YR6/4にぶい黄褐色砂泥(径3～8cmの礫多量含む)310YR4/6褐色砂泥(径1～4cmの礫含む）

47.5YR5/8明褐色砂泥(径3～8cmの礫多量含む)][)｣LJIELI｣510YR6/6
410YR8/8黄褐色砂泥(径3～8cmの礫多量含む）

57．5YR5/8明褐色砂泥(粘質を帯びる）510YR6/6明黄褐色砂泥(径1～3cInの礫含む）
610YR5/6黄褐色泥砂(層の大半は径5～20cmの礫が占める）
77.5YR5/8明褐色砂泥(粘質を帯びる)[地山］

図1452トレンチ実測図および3．4トレンチ断面図（1：60）
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表28遺構概要表

時代 遺構 調査区（トレンチ）

古墳時代前期 墳丘盛土 1．2．6．7トレンチ

葺石 2．5トレンチ

4トレンチ後円部西側墳丘の裾部に設けた北向きの断面である。上層には10～20cmの表層が

あり、その下には後世の積み土が数層、約1mにわたって堆積している。その最下層には厚さ30

cmにわたって、径10cm大の礫が堆積しているが、これも後世に葺石を片づけた際のものとみられ

る。その下層は明褐色砂泥の地山で墳丘の裾は確認できなかった。

5トレンチくびれ部に存在した攪乱坑を利用した調査区である。当初より奥（北東）壁に径

50cm前後の石が数個のぞいており、この石の性格を知ることを目的とした。調査の結果、この石

は奥壁中央部のやや大きめの石を境に南側（前方部側）に数個が直線的に並び、北（後円部側）

は攪乱で欠損するものの、後円部の丸みに沿って並んでいるらしいことが判明した。すなわち奥

壁中央のやや大きめの石が第2段斜面基底石のくびれ部における要石で、これを境に前方部およ

び後円部側に基底石が据えられていることがわかった。これらの標高は2トレンチで発見した第

2段斜面葺石の基底石とほぼ同じある。その上方には葺石が葺かれている状況も認められる。

南東側の壁面は上層30～60cm表層が西下がりに堆積し、その下に80cm前後の積み土がある。東

部にはその下に上述した葺石の基底石があり、これは明黄褐色砂泥層を介しつつ、褐色系の砂礫

層である地山の上に乗っている。地山である砂礫層は基底石から西側に約1mほど平坦に延び、

そこから西側に約20度の角度で下降し、約3mの地点で再び平坦になる。その裾には径10～20cm

の円礫が堆積している。こうした土層の状況から、基底石西側に延びる平坦部は墳丘第1段平坦

面、そこから西側へ下る傾斜は墳丘1段目傾斜面、下端の平坦部が墳丘基底平坦面と考えられる。

裾部に堆積した礫は葺石が転落して堆積したものであると理解しており、その中に多数の円筒埴

輪片が混入していることがそれを裏付けている。1段目平坦面はおよそ標高76.2m、基底平坦面

はおよそ標高74.6mである。

トレンチ北西側の断面は竹の根などの影響で土層の堆積状況は判然としないが、ほぼ南東側の

断面と似ている。

6トレンチ5トレンチの北東部に設けた北西向きの断面である。上層には10～40cmの表層が

西下がりに堆積している。その下には10cm前後の円礫を含む黄榿色砂泥層が約30度の角度で堆積

しており、礫は墳丘第2段斜面の葺石とみられるが、原位置を保っているか否は判然としない。

その下層には1トレンチと同様に明黄褐色系の土と黄榿色系の士が10～20cmの厚さでほぼ水平に

3層堆積しており、人為的に積んだものとみている。その下層は黄褐色を主体とした地山である。

地山面の標高は77.85mである。

7トレンチ6トレンチの北東部に設けた北西向きの断面である。上層には10cm前後の表層が

西下がりに堆積しておりその下には20～30cmの厚さで黄榿色砂泥が堆積している。さらにその下
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1510YR7/6明黄褐色砂泥［葺石の裏込め土］向き’
167.5YR5/8明褐色砂礫（径3～8cmの礫多量含む）

177.5YR3/3暗褐色砂礫（径3～8cmの礫多量含む）勝扇
［地山］

187.5YR4/6褐色砂礫（径3～5cmの礫多量含む） 蕊
1910YR6/6明黄褐色砂礫（径2～3cmの礫多量含む、砂っぽい）閏酉

①“

図1465トレンチ実測図(1:60)

にはにぶい黄榿色砂泥層に10～20cm大の円礫が多数含まれる層が約30度の角度で堆積している。

この礫は墳丘第3段斜面の葺石とみられるが原位置を保っているか否は判然としない。その下層

は1トレンチと同様に明黄褐色系の土と黄榿色系の土が10～30cmの厚さでほぼ水平に数層堆積し

ており、人為的に積んだものとみている。レベルからみてこの断面は墳丘3段目を形成している

とみられる。
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6トレンチ断面 7トレンチ断面
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1表土

210YR7/6明黄褐色砂泥[葺石とみられる径10cm大の

礫含む、一部は元位置を保つ］

310YR6/8明黄褐色砂泥

蹟w鵬
410YR6/6明黄褐色砂泥

510YR6/3にぶい黄褐色砂泥(締まりがよい）

610YR6/6明黄褐色砂泥(径2～3cmの礫多量含む）

710YR7/6明黄褐色砂泥

810YR8/6黄榿色砂泥

97.5YR5/8明褐色砂泥

仁．

0 1m

表土

7.5YR6/8榿色砂泥

7.5YR6/4にぶい榿色砂泥[葺石とみられる径10～15cm大

の礫含む、一部は元位置を保つ］

7.5YR6/6榿色砂泥(径3～5cmの礫少量含む）

7.5YR5/6明褐色砂泥(径3～5cmの礫少量含む）

7.5YR7/4にぶい榿色砂泥

10YR7/8黄榿色砂泥(径2～5cmの礫多量含む）

7.5YR5/8明褐色砂泥(径2～5cmの礫多量含む）

5YR6/8榿色砂泥(径3～5cmの礫多量含む）
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図1476．7トレンチ断面図（1：60）

遣 物（図148.149）5

調査で出土した遺物は、遺物コンテナ1箱分である。ほぼ全てが土師質の円筒埴輪片である。

いずれも小片で、全体を復元できる資料はない。このほかに須恵器の壺と杯蓋の一部とみられる

破片を採集している。以下、代表的な遺物について述べる

埴輪1は二重口縁の朝顔形埴輪の破片である。口縁部下半の部分とみられ、外反する口縁部

の基部には細い突帯が付く。全体に風化が著しく、器面の調整は観察できない。2トレンチから

出土している。

2～9は通常型の円筒埴輪片である。

2は口縁部の破片で、大きく外反し、端部は下端をわずかにつまみ出す。内外面共に横方向の

ナデを施す。4トレンチから出土している。

3～5は突帯部分の破片である。いずれも直立する体部に断面台形の突帯が付くが、5は突帯

表29遺物概要表

※コンテナ箱数の合計は、整理後、Aランクの遺物を抽出したため、出土時より1箱多くなっている。
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時代 内容
コンテナ

箱数
Aランク点数

Bランク

箱数
Cランク

箱数

古墳時代前期

古墳時代後期

円筒埴輪

須恵器

2箱

円筒埴輪9点

須恵器2点

1箱

0箱

0箱

0箱

合計 2箱 11点（1箱） 1箱 0箱



が脱落している。突帯の先端は上端がわずかに外上方へつまみ出される。3．4の体部外面は幅

1mm程度の細かいタテハケを施した後に、突帯を貼り付けている。突帯部分は横ナデであるが、

4の端面にはハケ状の工具を用いたナデの跡が認められる。4の体部内面は外面と同じ原体を用

いたヨコハケが施される。5の内面は風化のため観察不能、外面は幅1.5～2mmのやや粗いタテハ

ケが施されているが、突帯が剥離した部分には、細かいタテハケが認められる。すなわち、突帯

を貼り付ける前に細かいタテハケを施し、貼り付けた後にやや粗いタテハケを仕上げに施したも

のとみられる。また、同じく剥離した部分に一辺lcm方形の刺突痕が認められる。突帯を貼り付
1）

ける部分の目印として施されたものとみられる。3は5トレンチ、4は2トレンチ拡張部、5は

4トレンチから出土している。

6．7は剥離した突帯である。共に断面台形で上端がわずかに外上方につまみ出される。6の

剥離面には体部に施された細かいタテハケと方形の刺突痕が転写された状態で観察できる。7の

剥離面には中央に幅2cm、深さ0.2cmの溝とその上下に細かいタテハケの転写されたものが観察で

きる。すなわち、突帯を貼り付ける際に体部側を溝状に削り込みんでいたものと考えられる。

8．9は基底部の破片である。共に2枚の粘土板を張り合わせて成形している。内外面共に風

化が著しく表面の調整は不明瞭であるが6の内面にはわずかながら斜め方向のハケの痕跡が認め

られる。また9は一部接合部が外れており、接合面に施されたオサエの凸凹が観察できる。

須恵器10は杯蓋の破片で、丸みをもった天井部

と口縁部の一部が残存している。天井部と口縁部の境

は不明瞭で、口縁部がわずかに内側に屈曲している。

天井部外面は回転へラ削り、その他は回転ナデを施す。

ロクロは時計回りである。6世紀後半のものとみられ

爵鍵r/r,
繍， JI
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図149出土遺物図148遺物実測図(1:4)
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る。5トレンチ出土。

11は小型の壷底部の破片である。底部外面は回転へラ削り、その他は回転ナデを施す。墳丘後

円部で表採。

6．まとめ

今回の調査ではまず、現状の記録として3次元オルソによる地形測量を実施した。従来の地形

測量が線形による図で表現したものであるに比べ、より正確で視覚的に捉えやすいものとなって

いる。今後の墳丘復元などに際

して威力を発揮するものと考え

られる。

発掘調査は期間も調査範囲も

極めて限定されたものであった

が、基点となるべき遺構が確認

でき、墳丘の形状を復元する上

で重要な資料を得ることができ

た。また断面の観察からは墳丘

の構築法、さらに葺石の状態に

ついても知見を得ることができ

靴一や”
J1

~2斡助
一

た。

まず、墳丘の形状については、

2トレンチにおいて2段目の葺

石の基底石列を確認することが

できた。これによって後円部1

段目のテラスの位置を標高76.5

m前後に復元することができ

た。また、5トレンチではくび

れ部2段目葺石の基底石列を発

見し、その中に前方部と後円部

の接点とみられる部分を確認す

ることができた。この位置はY=

-28,439.15、X=-115,816．30、

標高76.3mである。寺戸大塚古

墳は前方部がほぼ平行にのびる

柄鏡型に近い形状であるとされ

7

7a8"

／

図150墳丘復元図(1:800)
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2）

ているが、現在では前方部の地形が改変されておりその形状を窺い知ることは困難である。今回、

くびれ部の位置を特定できたことで形状の復元において重要な定点をおさえることができたとい

える。

墳丘の構築法に関しては、断面観察の結果、墳丘第2段目の中程（標高77.85m)までは元々の

丘陵を整形した、いわゆる地山削り出し整形で、その上は人工的に積み上げた盛土であることが

わかった。図151はこの状況を示すために、今回の各調査区の断面を投影し、模式的に表したもの
3） 4）

である。こうした墳丘の構築法については既にこれまでの京都大学や向日市の調査で明らかにさ

れていることで、今回西側についても同様の状況が追認できた。ただし地山削り出し部分につい

てはくびれ部では葺石の直下まで地山整形であり、後円部西側では地山と葺石の間にわずかなが

Y=-28,450 Y=-28.430

L－
B

ｍ
Ｆ
ｎ
〕
１
．
１
１

（
、
〕
■
Ⅱ
日

5トレンチ（南東壁）垂

図151墳丘断面模式図（1：150）

図152墳丘の仮保存処置状況
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ら人工的に盛られた部分が存在することがわかった。これは当初の地形によるものなのか、墳丘

の構築法の違いによるものなのかは今回の調査ではわからなかった。上部の盛土部分に関しては

1トレンチに代表されるように、明黄褐色系の堅く締まった土層と、榿色系のやや礫を含む砂質

がかった層が約10～15cmおきに互層に積み上げられている。いわゆる版築状に積み上げることに

よって墳丘を堅固にしていることが読みとれる。

次ぎに葺石に関しては2トレンチに代表されるように、最下部に裡約50cmの大きめの石を縦長

に、やや急角度に並べ、その上にやや小ぶりな石を墳丘の傾斜に沿って並べている。また葺石の

下には拳大の円礫を入れており、極めて丁寧な仕事を行っている。また、7トレンチでは、前方

部と後円部の要の基底石を検出できた。この石は他の基底石よりさらに一回り大きく、しかも表

面が平らになるように並べられていた。墳丘表面の要所には意識的にこうした石材が選ばれてい

たことを窺わせている。

遺物に関しては、円筒埴輪の突帯の接合方法に、従来確認されていた方形刺突によって位置を

明示する方法に対して、壁面を溝状に彫り窪めた技法があることを新たに確認することがでた。

また、調査では須恵器片を採集しており、その内の一つがくびれ部で出土したものであるため、

この周辺で6世紀代に何らかの祭祀が行われた可能性が考えられよう。

遺構の仮保存処置に関しては、現状崖面となっている部分を完全に補修するためには、膨大な

土木工事が必要となってくることが判明し、それを断念した。代わりに最小限の措置として、崖

面底部に木杭を打ち、伐採した竹材を利用してしがらみを作り、その内側に真砂土を入れ、崖面

下部の挟れを防止することとした。さらに、内側の真砂土にはススキの種子を蒔き、この根で真

砂土の崩壊をおさえることにした（図152)。

最後に、調査前は対象とした後円部西側については筍栽培による造成のため、原形を留めてい

ないのではないかと心配された。しかしながら調査の結果、わずかながらでも原状をとどめてい

る部分が確認できたことは大きな収穫であった。地形測量の成果とも合わせて墳丘の復元には有

効な資料を収集できたといえる。さらに、墳丘の崩壊にわずかながら歯止めの処置ができたこと

は、今後の復元整備に向けて明るい材料を提供できたと言えよう。

註

1）向日市が実施した1998年度調査の報告に方形刺突についての指摘がある。財団法人向日市埋蔵文化財

センター・向日市教育委員会「寺戸大塚古墳一第6次調査の成果一」『向日市埋蔵文化財調査報告書

第49集』1999年

2）京都府向日市「古墳時代」『向日市史上巻』1983年

3）都出比呂志「寺戸大塚古墳後円部墳丘の調査」（京都大学文学部考古学研究室向日丘陵古墳群調査団）

「京都向日丘陵の前期古墳群の調査」史学研究会『史林』第54巻6号1971年

4）註1および「寺戸大塚古墳・第7次発掘調査報告－－後円部墳丘の調査-」『向日市埋蔵文化財調査報告

書第50集』財団法人向日市埋蔵文化財センター・向日市教育委員会2000年

－150－



報 告書抄録

－151－

ふりがな きょうとしないいせきはつくつちょうさほうこく

書 名 京都市内遺跡発掘調査報告平成19年度

副書名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名 西森正晃・布川豊治・山本雅和・能芝妙子・網伸也・上村和直・柏田有香・吉崎伸

編集機関 財団法人京都市埋蔵文化財研究所

所在地 〒602-8435京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町265-1TELO75-415-0521

発行機関 京都市文化市民局

所在地 〒604-0925京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488TELO75-222-3108

発行年月日 西暦2008年3月31日

ふりがな

所収遺跡名
ふりがな

所在地
コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

へいあんきゅうちょうどういん

平安宮朝堂院
あとじゅらくいせき

跡・聚楽遺跡

へいあんきゅうぷらくいん

平安宮豊楽院
あとほうずいいせき

跡・鳳瑞遺跡

ーーーI■■Fーーーーーーーーーーーーーーーq■■

へいあんきゆうさいがいんあと

平安宮西雅院跡

■■■■■■■■ーーーー■■■ーーーーーー■■■ーーーーq■■

へいあんきょうさきようしじよう

平安京左京四条
にぼうじゅうどちようあと

二坊十五町跡。
ほんのうじじようあと

本能寺城跡

きょうとしかみぎようくたけやまちどおりせん

京都市上京区竹屋町通千
ぼんひがしいるしゅぜいちよう

本東入主税町1155番

一一一一一一一－一一一－－－－－－－－－一一一一一一一一一一

きょうとしなかぎようくじゆらぐまわりにしまち

京都市中京区聚楽廻西町

80

きょうとしかみぎようくひぐれどおりまるた

京都市上京区日暮通丸太
まちあがるにしいるさいいんちよう

町上る西入西院町

747-12他

きょうとしなかぎようくおがわどおりろっかく

京都市中京区小川通六角
さがるもとほんのうじちよう

下る元本能寺町391-1

747-12他

26100

一一一一一一一一－1■■

26100

ーーーーー一ー一一一

26100

■■－－一一一一一一一

26100

237

■■一一一ー一一一一一一一一ー■■■1■■

236

一一一一一一一ーーーーー一一一一

一一一一一一一－－－－一一一一a■■

468

度
分
秒

５
１
３

３
０
０

度
分
秒

５
１
５

３
０
０

度
分
秒

５
１
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３
０
０

一一一■■■－5■■■一一ー■■■■■■一一q■■

度
分
秒

５
０
５

３
０
２

135度

44分

35秒
－－一一一一一一一一一一一一

135度

44分

24秒
＝ー■■■■■■ーーーーーーーーーI■■

135度

44分

50秒
■■I■■■ーー一一一一一一ー一一一

135度

分
秒
５
５
４
１

2007／6／6～

6／28

一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■■■■■。■■

2007／8／31～

10／5

ーーーーーーーーーーーー■■■ーー一一一一ー■■■

2007／2／26～

3／17

一－一一一一一一一一.■■■一一一一一■■■4■■■■■ーq■■

2007／8／22～

9／14

80.13㎡

■■■■■－■■■－－－－－－－－－

176㎡

一一一■■■一一一ー■■■■■■ーーI■■

84㎡

■■■■■■■■■■■ーーー■■■ーーーー1■■

100㎡

個人住宅

建設

範囲確認

一一■■■■■■■■■■■■ーーーーーーーーーー

小規模共同

住宅建設

－－－－－－－ー一一一一一一一－1■■

個人住宅兼

共同住宅

建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安宮朝堂院跡

聚楽遺跡

一一－一ーー－－ー一ー一一一一一一一一■■■

平安宮豊楽院跡

鳳瑞遺跡

一一一一－一一一一一一一一一一一一一一■■■

平安宮西雅院跡

■■ー■■■■■■■■■ー■■■ーーーーq■■ーーーーーーーロ■■

平安京左京四条

二坊十五町跡。

本能寺城跡

都城跡

集落跡

ー一一一一一一一一一一一一一一ー

都城跡

集落跡

一一■■■－－一一一一一一一q■■■。■■■一一

都城跡

ー■■■ーーーーー■■■■■■ーq■■ーーー■■■■■■

都城跡

平城跡

平安時代

一ー－ー一■■■ー一一ーー■■■q■■ー■■■ー■■■ー■■■ーーーー1■■

平安時代

一一■■■■■■■■■■■■ーー■■■■■■ーーーーー■■■■一一一一一一一一

中世～近世

一一一一一一ーー－一一一一一一一■■■ー■■■ー■■■ーーq■■

室町時代

昌福堂の基壇

清暑堂及び北廊の基壇

■■b一■■■一一一一一一一一一一ー■■■■■■ー■■■ーー■■■■■■■■■■■■■■■一一一一一

士坑

－－－－－－－－■■■■■■■■■一－一一一一一一一ーーー－－－－－－■■■

溝、土坑、柱穴

土師器、須恵器、瓦

■■－－■■■P一一一一一一一一一一ー一ー一一一一一一一一一一一一■■■■■■■■■ー■■■q■■

土師器、緑釉陶器、白色士

器、鴎尾、軒瓦、瓦

■■一一■■■■■■■■■－－－－－－－－－■■■－■■■－－－－－q■■■一一一一■■■'一一一一■■■■■■

士師器、須恵器、緑釉陶器、

灰釉陶器、瓦器、焼締陶器、

施釉陶器、染付、瓦
－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■■■■■ーーー－－

土師器、須恵器、瓦器、焼

締陶器、施釉陶器、瓦、石

製品、金属製品

朝堂院昌福堂基壇の北

端を検出

Ⅱ■■－－－一一一一一一一一■■■一一一一一■■■ー■■■ー■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■。■■

清暑堂及び北廊の基壇

を検出

■■－－－■■■－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■■■■■ー1■■

中世～近世の士坑を検

出

＝ー－－ー一ーーー■■■ー■■■ーーーーーーーーーーﾛ■■Pー4■■■ー一一一一

本能寺に伴う溝、土坑

を検出
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ふりがな

所収遺跡名
ふりがな

所在地
コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

へいあんきょうさいじあと

平安京西寺跡・
からはしいせき

唐橋遺跡

■■■■■ーーーー－■■■ーー一一一一■■■ﾛーーーーー

ほっしょうじあと

法勝寺跡
おかざきいせき

岡崎遺跡

ーーー■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■■■■q■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ーq■■

な かとみいせき

中臣遺跡

(84次調査）

■■一一ー一■■■－－ー一一一一一一一一一一＝

みようまんじかまあと

妙満寺窯跡

きようとしみなみくからはしさいじちょう

京都市南区唐橋西寺町

35-12

きようとしさきようくおかざきみなみごしよ

京都市左京区岡崎南御所
ちよう

町10，10－4，9－4、

9－6，9－15，9－26
＝■■■一一一一一一q■■■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

きょうとしやましなくかんしゅうじにし

京都市山科区勧修寺西
かながさき

金ケ崎390,391

一一一一一一一一一一q■■■－－－－－－－－－－－－－－－－－－q■■

きようとしさきようくいわくらはたえだちょう

京都市左京区岩倉幡枝町

743-28,743-29、

1215-3,1215-6番地

26100

26100

一一一一一一一ー－－

26100

Ⅱ■■ーーーーーーーー1■■

26100

756

■■ーー■■■ーーq■■ーー一一一－－－－

417-1

418

一一ーーーーー■■■■■■■■■ーー■■■一一一

632

358-11

度
分
秒

４
８
３

３
５
５

＝■■■－－－■■■■■■－4■■■■■一一一ロ■■

度
分
秒

５
０
３

３
０
５

ーー－－4■■■ー一一一一■■■■■■－q■■

度
分
秒

４
８
６

３
５
０

ーーーー■■■■■■一一一一一一一一

度
分
秒

５
４
１

３
０
０

135度

44分

12秒

135度

分
秒
７
９
４
０

Ⅱ■■■■■ーーー一一ーーーー■■■■■■Ⅱ■■

135度

分
秒
８
４
４
２

135度

分
秒
６
３
４
３

2007／2／16～

3／2

2007／7／9～

7／27

＝ーー一一一一■■■ー■■■■■■ーーー一一一一■■■ーa■■

2006/12/18～

2007／1／17

一一一一一一－一一一一一一一一一一一－－■■■

2007／6／25～

7／27

31.4㎡

112.5㎡

ー■■■ー■■■ー一一一一一一一■U■■

260㎡

一一一一一－－－－－1■■－q■■

152㎡

小規模共同

住宅建設

＝－－－－ー一一一ーー｡■■一一ー－4■■

個人住宅

建設

I■bー■■■－－－－■■■ーーーー■■■ー一一q■■

小規模共同

住宅建設

■■一一一日■■－－－－－ー一一一一一一

個人住宅

建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安京西寺跡・

唐橋遺跡

■■ーー■■■■■■ーー一一一一一一一一一一－一一

法 勝寺跡

岡崎遺跡

■■ー■■■ー■■■■■■ーー■■■■■■ーq■■一一一一一一一一

中 臣遺跡

(84次調査）

一一一一一一一一一一ｰーー－－－－－1■■｡■■

妙 満寺窯跡

寺院跡

集落跡

ーーq■■■一一一ー■■■D－－－－－－－q■■

寺院跡

集落跡

ー－－－－一一一一q■■－－－－－■■■

集落跡

Ⅱ■■ーーーー一一一ー一一一一一一ー

窯跡

平安時代

＝ー■■■■■■■■■ーーー■■■■■■ーーー■■■■■■■■■ーー一一一一一一

平安時代

■■■■■■■■■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■ーー■■■ーー一一一一一一一一・■■

飛鳥時代

ー一一一一一一一一一ー－－－－－－－－－－■■■－.■■

飛鳥時代。

平安時代

柱穴、士坑

一ーーー一一一一■■■ー■■■■■■■■■■■■■■■一一一一一ーーーー－－■■■■■■－1■■

一～ーーーーー■■■ー■■■一一一一一一－－－－■■■■■■一一q■■■■■一一一一

Ⅱ■■■■■■■■■■■一ｰ一一一一ーーーーー■■■■■■一一一一－－－ー一ー－－ﾛ■■

土師器、須恵器、黒色土器、

緑釉陶器、灰釉陶器

ー■■■ーーーーー■■■ーーー一一■■■■■■ー■■■ーー一一一一一ーー■■■一一一一一一ーロ■■

軒瓦

一一一一一一一一一一一一■■■Bーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー1■■

土師器、須恵器

土師器、須恵器、軒瓦、瓦

窯壁

平安時代の柱穴、土坑

を検出

■■一一一一一一一一－一一一ーーーーーー一一ーq■■■ーー－－－－－

平安時代後期の瓦が出

士

■■ーーーーーーー一一ー一一一一一一一一一ー一一一一一一一一■■■

飛鳥時代の土師器、須

恵器が出土

ーーーーー一一一一一ー■■■－－－－－－－－－－－－－－－－－1■■

飛鳥時代・平安時代の

土師器、須恵器、軒瓦、

瓦、窯壁が出土
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ふりがな

所収遺跡名
ふりがな

所在地
コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

しよくぶつえんきたいせき

植物園北遺跡(1)

一一■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■■■■■■■q■■ーーー■■■ーーーq■■

しよくぶつえんきたいせき

植物園北遺跡(2)

ーーーーー一一一一一ー－－－一－一一一一

てらどおおつかこふん

寺戸大塚古墳

一一■■■■一■■■一一一一■■■■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■■■■ー1■■

きようとしさきようくまつがさきしばもと

京都市左京区松ヶ崎芝本
ちよう

町4番地1

＝ー一一一一一一一一－一一一一一一一ーｰ■■■一■■■一一一一一一q■■

きようとしきたくかみがもとよたちよう

京都市北区上賀茂豊田町

26番、39番

＝■■■■■■一一一ﾛ■■、■■■一一一一一一■■■■■■－■■■■■■一一一－一一一一一一一

きようとしにしきょうくおおえみなみふくにし

京都市西京区大枝南福西
ちよう

町2丁目

ーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一ー■■■ー■■■■■■■■■■■■q■■1■■

26100

■■■■■ーーー■■■ー■■■ーq■■

26100

ー一一一一一一一ー4■■

26100

ーーーーー一一一■Ⅱ■■ー

146

一一一ー一一一■■■■■■■■■一一一一一■■■

146

■■ー■■■■■■■■■■■■一一■■■■■■■■■ーーーー一

1005

＝一一一一一一一一一一一■■■ーーq■■

度
分
秒

５
３
５

３
０
０

度
分
秒

５
３
３

３
０
２

ー－－－－－－－■■■q■■－－－q■■

度
分
秒

４
７
０

３
５
２

ー■■■ーーーー■■■■■■■■■一一一一■■■

135度

分
秒
６
６
４
２

135度

分
秒
５
８
４
４

＝－－－－－－－－一一一一q■■

135度

分
秒
１
０
４
２

2007／5／29～

7／2

2007/11/19～

12／15

一一ーー一一一一一一一ーー■■■■■■ーーーーー■■■

2007／1／22～

3／20

一一一一一一一一一一一ー一一■■■■■■ーーーーq■■

120㎡

一一一一■■■一ーー■■■ー■■■ー1■■

183㎡

62.9㎡

一一一一一一一一一ー■■■■■■■■■

個人住宅兼

共同住宅

建設
＝－－－■■■一一一一一一一一一一■■■1■■

小規模共同

住宅建設

■■－■■■－－一一一一一一一ー一一一■■■

自然崩壊

■■－■■■■■■■■■■■■－q■■■一一ー一一一一一■■■

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

植物園北遺跡(1)

■■－－－－－－一一一一一一一一一一一一一

植物園北遺跡(2)

＝一一一一一一一一一一一一一－一一一一．■■

寺戸大塚古墳

一一一一一一一一一一一一．■■■■■■■■ー■■■■■■■■■1■■

集落跡

ーーー■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■q■■ー■■■ーー1■■■

集落跡

■■ー■■■ーーーーーーーーーーーーー

古墳

■■一一一－一一一一一一一一一一一

古墳時代

ﾛ■■一一一一一一一一一一一一一一■■■ー■■■■■■ー■■■ーーq■■

平安時代

古墳時代

■■一一一一■■■■■■ーーーー■■■ーーーー一一一一一一一q■■

竪穴住居、溝

建物、柱列、溝

墳丘盛士

■■－－－－■■■■■■q■■一一－一一一一一一一■■■■■■■■■一一一一一一一一一

土師器

＝■■■■■■一■■■■■■■■■一一一一一一一一一一－一一一一一一一一■■■■■■ーーーーー－－

土師器、須恵器、黒色土器、

緑釉陶器、灰釉陶器、白色

土器、軒瓦、瓦
■■ーーーーー一ー一一一一一一一一一ー■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ーーーー一一一一一．■■

円筒埴輪

一一一一一一一■■■■■■ーーーーーー■■■ーーー一一一一一一一■■■ーー■■■ーーーーロ■■

古墳時代の竪穴住居を

検出

一一一ー一一一ー■■■■■■■■■ーーー－－ー－－ー－－■■■一一一ー■■■■■■1■■

平安時代の建物跡を検

出

■■■■■－－－■■■一一一－一一一ーー一一■■■■■■■■■■■■ーーq■■Pーー一一一一

古墳の墳丘盛土と葺石

を検出

一－一一一一一一ー■■■ーーーー－－－一一ー一一■■■ーー■■■■■■■■■ー1■■
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l全景（北から）

2北拡張区全景（北西から）
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1

1昌福堂基壇延石（北から）

2昌福堂基壇延石（西から）
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l延石地山掘り下げ（東から）

輯号

》

驚誕。
？-昌一理・ 響一

延石地山据え置き（西から）

一堂

2 3延石嵩上げ（南から）

土泌鑑

5昌福堂基壇盛土断面（西から）4地覆石抜き取り痕瓦出土状況（北西から）
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l化粧士掘り下げ（西から）

2化粧土断面（西から） 3裏込め士断面（南西から）
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1調査区全景平安時代（東から）
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l北廊縦断面（溝2西壁）（北東から）
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